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2022年度授業評価アンケート実施報告 

 

 

【はじめに】 

2022年度のアンケートは Web回答方式に変更して 3年目の実施となり、今年度も皆様のご協力

のもと、滞りなく実施することができました。 

前年度から課題としていたアンケートの回収率について、回答の周知を徹底することで改善が

見られた科目もありますが、全体としては低い状況が続いています。 

引き続き、アンケートの回収率を上げるための方策について検討をしていきます。 

また、2023年度はアンケートに関する全体的な見直しを実施する予定ですので、皆様からのア

ンケートに対するご意見もいただけますと幸いです。 

 最後に、授業評価アンケート実施にあたりご協力いただきました多くの学生、教職員の皆さま

に心よりお礼申しあげます。 

 

【アンケート実施の目的】 

  学生による授業評価アンケートは、学生の視点から授業改善の手がかりを探り、個々の授業

改善につなげることで教育の質を向上させることを目的とする。 
 

【アンケートの概要】 

 １．実施方法 

    原則、全科目を対象とし、授業最終日にアンケート方式により実施した。ただし、匿名

性担保のため、履修人数が 10名以下の科目は対象外とした。 

 

２．アンケートの回答方法 

   T-naviにログインし、Web 上で回答する方法とした。 

 

３．アンケート設問項目 

  １）講義、演習用 

（１）学部、大学院看護栄養学研究科：選択式 12 問及び自由記載（「良かった点」「改善

してほしい点」「その他、授業に関する意見・要望」） 

 （２）助産研究科：選択式 15 問及び自由記載（「良かった点」「改善してほしい点」） 

２）臨地実習用 

（１）学部、大学院看護栄養学研究科：選択式 9問及び自由記載（「良かった点」「改善

してほしい点」「その他、授業に関する意見・要望」） 

（２）助産研究科：実習科目ごとに助産研究科で検討し、毎年度 4月の FDSD委員会で承認

する。 

 

４．アンケート結果の集計 

アンケート集計表の作成は、日本通信紙株式会社に委託し、前期と後期・通年科目と分
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けて集計した。 

１）設問項目別回答分布表 ：  

人数、選択肢ごとの平均、前期又は後期開講科目全体の平均 

２）回答分布 ： 100％積み上げ縦棒グラフ 

３）評価レーダーチャート ： 

選択肢ごとの平均、前期又は後期開講科目全体の平均 

ただし、設問 12 はレーダーチャートから外すこととする。 

その他、アンケート結果の解釈・判断のため、「回収率」を表示する。 

  ４）アンケートに対する科目責任者のコメントについて 

    科目責任者のコメント欄は、「自由記載に対するコメント」及び「結果全体に対するコメ

ント」欄に分け、「結果全体に対するコメント」欄は、全科目責任者が記載することとした。 

    「自由記載に対するコメント」は、回答が必要と科目責任者が判断した内容について抽

出し、その回答とあわせて記載した。なお、自由記載は学生には公開されないため、コメ

ントを記載する際は、どんな意見であったかも必ず記載する。 

    記載にあたっては、Excel 版の集計表を事務局から科目責任者にメールで配信し、それ

ぞれの欄に入力して返信する方法をとった。 

 

５．アンケート集計速報の閲覧について 

Web 方式となったことに伴い、回答期間終了後すぐに、学生は自身の履修科目の集計結

果（グラフ）を、教員は自身の担当科目の集計結果及び自由記載が閲覧可能である。 

 

６．授業の改善を図るための取り組み 

   平均点が 3.0 未満の低評価の設問が 2 つ以上ある科目があった場合、委員会での審議を

経て科目責任者の教員に対して、原因の分析および具体的な改善計画を立案し、授業改善

計画書としてまとめ提出することとした。 

 

７．アンケート結果の公表 

１）科目ごとの PDF ファイルを、教職員には学内 LAN 掲示板、学生には GoogleDrive に掲載

して公開する。 

２）科目責任者が非常勤講師の場合は、FDSD 委員会事務局担当からメールで配付する。 
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【別紙 1 アンケート質問項目】 

学部、大学院看護栄養学研究科 講義・演習用（選択肢 12問、自由記載 3問） 

 質問項目 評価の選択肢 

① 

授業概要を読んで科目の概要、目標が理解で

きた 

①理解できた 

②ある程度理解できた 

③あまり理解できなかった 

④理解できなかった 

② 

授業の評価方法は適切だった ①適切だった 
②ある程度適切だった 
③あまり適切ではなかった 

④適切ではなかった 

③ 

授業は、授業概要の計画通りに進められた ①計画通りだった 
②ある程度計画通りだった 
③多少計画とは違った 
④計画とは違った 

④ 

教材、参考文献の提示は適切だった ①適切だった 

②ある程度適切だった 
③あまり適切ではなかった 
④適切ではなかった 

⑤ 

授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚

教材等の活用)は適切だった 
①適切だった 

②ある程度適切だった 
③あまり適切ではなかった 

④適切ではなかった 

⑥ 

教員は学生の質問・発言に適切に応答してい

た 
①適切だった 
②ある程度適切だった 
③あまり適切ではなかった 
④適切ではなかった 

⑦ 

授業で要求される作業量（レポート、課題な

ど）は適切であった（③あまり適切ではなか

った又は④適切ではなかったを選択した方

は、⑬にその理由を記載してください） 

①適切だった 
②ある程度適切だった 
③あまり適切ではなかった 
④適切ではなかった 

⑧ 

授業の内容を理解できた ①理解できた 
②ある程度理解できた 
③あまり理解できなかった 
④理解できなかった 

⑨ 

授業によって、自分の考えを深めることがで

きた 
①深めることができた 
②ある程度深めることができた 
③あまり深めることができなかった 
④深めることができなかった 

⑩ 

授業によって、さらに学びを広げたいと感じ

た 
①広げたいと感じた 
②ある程度広げたいと感じた 
③あまり広げたいと感じなかった 
④広げたいと感じなかった 
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⑪ 

授業全般を通し、この授業に満足した ①満足した 
②ある程度満足した 
③あまり満足しなかった 
④満足しなかった 

⑫ 

1 回の授業に対してどの程度自己学習（予

習・復習・課題を含む）を行いましたか 

①2時間以上 

②1時間以上 2時間未満 

③30分以上 1時間未満 

④30分未満 

⑬ 設問⑦で選択肢③あまり適切ではなかった又は選択肢④適切ではなかったを選択した方は、そ

の理由（多い、少ないなども含めて）を記載してください。 

⑭ この授業について、良かった点を記載してください。 
⑮ この授業について、改善してほしい点を記載してください。 
⑯ その他、この授業に関する意見・要望があれば記載してください。 
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学部、大学院看護栄養学研究科 臨地実習用（選択肢 9問、自由記載 3問） 

 質問項目 評価の選択肢 

① 

オリエンテーションの内容は適切でしたか ①適切だった 
②ある程度適切だった 
③あまり適切ではなかった 
④適切ではなかった 

② 

この科目における実習の目的や目標は明確

でしたか 
①明確だった 
②ある程度明確だった 
③あまり明確ではなかった 
④明確ではなかった 

③ 

教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わ

りましたか 

①関わった 
②ある程度関わった 
③あまり関わらなかった 
④関わらなかった 

④ 

教員と指導者は、連携をとりながら指導しま

したか 
①連携していた 
②ある程度連携していた 
③あまり連携していなかった 
④連携していなかった 

⑤ 

実習課題や記録物の量は適切でしたか ①適切だった 
②ある程度適切だった 
③あまり適切ではなかった 
④適切ではなかった 

⑥ 

教員や指導者に相談や質問ができる体制が

整っていましたか 
①整っていた 
②ある程度整っていた 
③あまり整っていなかった 
④整っていなかった 

⑦ 

実習に使用する教材、参考文献の提示は適切

だった 
①適切だった 
②ある程度適切だった 
③あまり適切ではなかった 
④適切ではなかった 

⑧ 

あなたは、実習に積極的に取り組みましたか ①十分にできた 
②ある程度できた 
③あまりできなかった 
④できなかった 

⑨ 

あなたは、実習の目標を達成できましたか ①達成できた 
②ある程度達成できた 
③あまり達成できなかった 
④達成できなかった 

⑩ この授業について、良かった点を記載してください。 
⑪ この授業について、改善してほしい点を記載してください。 
⑫ その他、この授業に関する意見・要望があれば記載してください。 

 

 

 



6 

 

助産研究科 講義・演習用 

 

とてもそう思う（４）、ある程度そう思う（３）、あまりそう思わない（２）、そう思わない（１） 

① シラバスには、授業の概要・目標等が明確に記載されていた。 

② 授業の構成は体系的に行われていた。 

③ 授業の時間数は適当だった。 

④ 授業の進行は適切だった。 

⑤ 授業方法、形態（対話・討論型授業、ワークグループなど）は適切だった。 

⑥ 視聴覚教材（黒板、パワーポイント、ビデオ、プリントなど）は理解の促進に効果的だった。 

⑦ 授業内容はわかりやすく説明されていた。 

⑧ 授業で要求される作業量（レポート、宿題など）は適切だった。 

⑨ 教員は効果的に院生の参加（発言、自己学習、作業など）を促した。 

⑩ 教員は院生の質問・発言等に適切に対応した。 

⑪ 自分は授業に質問・発言など積極的な態度で参加した。 

⑫ 自分は指定図書を活用し、授業に参加した。 

⑬ 自分は授業の事前・事後学習（課題を含む）を行った。 

⑭ 自分は授業により、新しい知識、考え方、技能を習得できた。 

⑮ 自分は授業の履修目標は達成できた。 

⑯ この授業について、良かった点を記載してください。 

⑰ この授業について、改善してほしい点を記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

64 13 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

72 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

62 14 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

72 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

75 2 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ５

71 6 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

70 7 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

71 6 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ８

70 7 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ９

60 17 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１０

75 2 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ１１

1 8 44 24 - 0 2.8 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0001

自由記載に関するコメント

・GWで意見交換をしていく中で、視野を広げる良い
機会となったようでした。課題が自己を見つめ直す
機会となったとのコメントが多かったですが、授業中
に皆さんが真摯に課題に向き合った結果と考えま
す。
・昨年度好評であった先輩との交流について、今年
度は2年生だけでなく4年生にも協力頂いたことで、
どう大学生活を歩んでいくか考える機会になったと
思います。
・グループメンバーは固定していましたが、メンバー
変更の希望もありましたので、次年度以降検討して
いきます。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

・全体の評価から、概ね学習目標は達成できたと思
います。感染対策を行いながら、GW中心で講義を
行えたことが自己の振り返りや他者の意見を聞い
て視野を広げる良い機会となったと思います。自己
学習の機会も持てるようにキャリアデザイン、看護
についての書籍や動画の提示を検討します。

科目名 （100001） A00510人間形成とキャリアデザインⅠ（看護）

学科 看護学科 履修者数 103人

学年 1 回収数 77人

必修・選択の別 必修 回収率 74.8%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

52 32 6 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ１

70 19 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

69 19 2 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ３

83 7 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

71 18 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

84 6 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

79 11 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

39 44 7 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ８

46 40 4 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

65 23 2 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１０

63 26 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１１

21 43 25 1 - 0 3.9 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0002

自由記載に関するコメント

概ね授業にご満足いただけたようでよかったです。形
態機能学の内容は普段の生活行動と密接にリンクし
ています。紙面上の学習とは別に、何気ない日常を
踏まえて考えると、実感がわきやすくなると思います。
対面授業を希望する意見と、オンデマンドのままを希
望する意見が拮抗している様子ですが、後期授業予
定は既に決定しているので、後期もオンデマンドが中
心となりますので、ご了承ください。
授業動画については、期日を設けないと試験直前に
まとめて視聴する方が出てしまうことを経験的に認識
しておりますので、一定の期限を設けます。その範囲
で、できるだけ対応します。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

試験前のグループ学習然り、質問に来る頻度に然り、
大変よく勉強されたと思います。まずは試験前にどの
ようにすればよいかを、把握できた方が多いのではな
いでしょうか。
今後は試験科目数が大幅に増えていきますので、試
験前に慌てないで済むように、日常的な復習を心が
けて頑張ってください。

科目名 （100002） 10000122A04010形態機能学Ⅰ（看護）

学科 看護学科 履修者数 108人

学年 1 回収数 90人

必修・選択の別 必修 回収率 83.3%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

59 23 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

68 13 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

70 11 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

75 7 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

71 10 0 1 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

77 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

66 16 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

35 41 6 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ８

49 30 3 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

61 18 3 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１０

66 16 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

15 40 25 2 - 0 3.8 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0003

結果全体に対するコメント

形態機能学Ⅰとかぶりますが、よく勉強したと思い
ます。試験日程の関係で後回しにしたかな？という
方も散見されました。後期は試験日程全体を見渡し
て、無理のない計画を立てていってください。

科目名 （100004） 10000222A04210栄養代謝学

学科 看護学科 履修者数 106人

学年 1 回収数 82人

必修・選択の別 必修 回収率 77.4%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

概ねご満足して頂けたようでよかったです。
栄養代謝学の学習内容は、「日本人の食事摂取基
準」をはじめ皆さんのこれからの健康管理にも繋がる
ため、学修したことをぜひ日常に活かして頂ければと
思います。また巷に溢れる健康情報などについても、
科学的根拠にも続いて吟味してみてください。（思い
の外、根拠のない情報が多くて驚くと思います）
成績配分についてですが、１年生の基礎医学系科目
は、ほとんどが試験90%・受講態度10%となっていま
す。やはり国家試験を見据えて知識を習得できたか
を測ることになります。後期科目もそのつもりでしっか
り頑張ってください。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

30 9 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

34 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

34 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

34 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

33 6 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

33 6 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

35 4 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

32 7 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

31 8 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

25 14 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

30 9 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

3 5 11 20 - 0 2.8 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0004

結果全体に対するコメント

回収率が昨年度と比較して圧倒的に低いことが高
い評価に繋がっているともいえるため、授業に対す
る正当な評価として受け止めにくい印象がありま
す。しかしながら回答して下さった方々の結果か
ら、ほぼ平均またはそれを上回る結果に、学生の
皆様の意欲を感じました。

科目名 （100006） A04910社会福祉論

学科 看護学科 履修者数 103人

学年 1 回収数 39人

必修・選択の別 必修 回収率 37.9%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

オンデマンド授業のため学生の皆様のリアルタイム
な反応が見えない中でしたので、評価コメントをい
ただき安堵しております。オンデマンドであっても退
屈しないよう、協調して伝えたい部分や気持ちが伝
わるような授業に努めましたが、すべての皆さんに
とってわかりやすく心地よい進行の難しさは感じて
おります。対面授業に近い形を意識することで、資
料にはない現実に起こったことのある例示などをい
たしました。その点について好意的な評価をいただ
いた一方で、取り組みにくさを感じられた方もいた
かもしれず、今後も一層多くの皆さんが取り組みや
すい授業進行に努めたいと思いました。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

34 11 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

40 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

37 8 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

38 7 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

38 7 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

39 6 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

39 5 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

31 12 2 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

30 14 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

31 13 1 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１０

32 12 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１１

3 1 19 22 - 0 2.7 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0005

生涯発達論の後に授
業があるのに、課題
の締め切りが18時な
のは厳しいところが
ある。レジュメが見ず
らい。

締め切りの設定段階では、
すべての日程において、そ
の後に授業が入っていない
ことを確認しておりましたが、
その後に入ったものと考えら
れます。次年度はさらに検討
いたします。

自由記載に関するコメント

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

とても良い評価でしたが、今後は回収率を上げるよ
う努力します。

科目名 （100007） A05110生涯発達論（看護）

学科 看護学科 履修者数 103人

学年 1 回収数 45人

必修・選択の別 必修 回収率 43.7%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

61 39 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

87 15 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

90 12 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

98 4 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ４

97 5 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ５

93 9 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

87 15 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

56 44 2 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ８

80 21 1 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

77 25 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１０

85 17 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

2 19 60 21 - 0 3.0 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0006

自由記載に関するコメント

授業は多くの理論家の言葉を引用し、看護を奥深く
考える内容でしたので簡単ではなく、自ら考えたり
日常に置き換えたりしながら理解していく必要が
あったため苦手な方には難しい講義だったと思いま
すが、グループディスカッションを多く取り入れるこ
とで、理解が深まった人が多くいたようです。これか
らも、皆さんが話し合える時間を設け、理解を深め
合えるようにしていきたいと思います。授業で取り
上げた内容が難しいと感じた方は、今一度関連す
る書籍を読んでみるなど、学び続けてもらいたいと
思います。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

入学後最初の科目としては、難しい内容だったと思
いますが、看護のことをよく知る機会となったので
はないでしょうか。看護学原理の学びは、これから
の授業演習実習を通して、より意味づけられ理解さ
れていくと思いますので、これからの学習において
も活かしてくださることを期待しています。

科目名 （100008） A05410看護学原理

学科 看護学科 履修者数 103人

学年 1 回収数 102人

必修・選択の別 必修 回収率 99.0%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

65 27 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

81 11 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

85 6 0 1 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

89 3 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ４

85 7 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

81 11 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

86 6 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

66 26 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ８

83 9 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ９

80 12 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ１０

83 9 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１１

14 37 33 8 - 0 3.6 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0007

結果全体に対するコメント

とても熱心に学ぶことができていたと思います。技
術論の学習は看護の基盤となりますので、自己学
習（技術練習も含む）を反復継続するとともに、学習
の習慣化につなげていってください。

科目名 （100009） A05810基礎看護技術論Ⅰ

学科 看護学科 履修者数 103人

学年 1 回収数 92人

必修・選択の別 必修 回収率 89.3%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

授業資料の穴埋めやまとめの欄を設けたり、技術を
イメージしやすいように動画を活用したことに対して、
高評価をいただきました。また、学内演習では、2ベッ
ドに1名の教員配置とすることで、丁寧にたくさん指導
してもらえた、学びが深まったなどのたくさんの声をい
ただきました。これからも皆さんのニーズに沿った授
業・演習の工夫をしていきたいと考えています。
授業への要望では、先生方のお手本を直接自分の目
で確認したいとの記載がありました。皆さんの熱い希
望があれば、学内演習時はもちろん、自己練習の際
にもお見せできますので、気軽に声を掛けてください。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

37 5 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

36 6 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

35 5 2 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

31 8 3 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

33 9 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

36 6 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

33 7 0 2 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

28 13 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

32 8 2 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

34 8 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１０

31 10 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１１

11 20 9 2 - 0 4.0 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0008

結果全体に対するコメント

科目名 （100010） A04510看護薬理学

学科 看護学科 履修者数 99人

学年 2 回収数 42人

必修・選択の別 必修 回収率 42.4%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

17 9 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

20 6 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ２

23 4 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

19 6 2 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ４

21 6 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

24 3 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

23 4 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

14 9 4 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ８

15 9 3 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ９

18 9 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１０

16 10 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

8 10 5 4 - 0 3.8 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0009

結果全体に対するコメント

　12項目中6項目は全体平均と同じか、0.1～0.2上回
る結果となり、その他の6項目は全体平均を0.1～0.2
下回る結果となった。昨年度は12項目中10項目の評
価が全体平均よりも0.1～0.4低い結果であったことか
ら、今年度は改善が見られた。
　全体平均を0.2下回った3項目（Q4．Q8．Q9）につい
て、より理解しやすい授業となるよう工夫します。

科目名 （100011） A04610病態診療学Ⅰ

学科 看護学科 履修者数 99人

学年 2 回収数 27人

必修・選択の別 必修 回収率 27.3%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

・ｸﾞｰｸﾞﾙﾌｫｰﾑでの質問だったので、家で復習して
　から疑問点を先生に質問できたのが良かった。
・レジュメや授業中の説明で動画が多くて、視覚を
　用いて内容を理解できたので良かった。
・レジュメを読むだけの授業もあったため、少し説
　明とかを加えてほしかった。・レジュメを見やすくし
　てほしい、図をつけてほしかった。
・最初に覚えるべき疾患など順序や優先事項、特
　に重要な点は強調してほしい。
・試験が余りない週に本試験を行ってほしかった。
・テストが異常に難しく感じた。
【回答】　講義資料の見やすさと解説、重要なポイ
　ントを伝えること、試験日など、改善を図ります。0
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

20 5 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

22 3 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

20 4 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

21 3 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

21 3 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

20 5 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

21 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

19 6 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

21 4 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

20 4 1 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１０

21 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

1 2 5 17 - 0 2.5 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0010

結果全体に対するコメント

来年も学生たちの成長のために授業を展開してい
きます。

科目名 （100012） A05210医療と倫理

学科 看護学科 履修者数 99人

学年 2 回収数 25人

必修・選択の別 必修 回収率 25.3%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

学生たちのコメントを真摯に受け止め２年前から授
業内容を追加や修正してやってきました。このよう
な評価になり良かったです。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

38 23 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

32 27 3 1 - 0 4.4 4.8 Ｑ２

41 20 2 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ３

44 16 3 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

44 15 3 1 - 0 4.6 4.8 Ｑ５

32 14 14 3 - 0 4.2 4.8 Ｑ６

30 27 4 2 - 0 4.3 4.7 Ｑ７

34 26 2 1 - 0 4.5 4.6 Ｑ８

37 23 2 1 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

37 21 4 1 - 0 4.5 4.6 Ｑ１０

33 20 7 3 - 0 4.3 4.7 Ｑ１１

4 14 25 20 - 0 3.0 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0011

自由記載に関するコメント

・レポートに関しては、インフォメーションが不足して
いたことで混乱した学生がいたようでしたので、学
生への説明は、今後の課題とさせて頂きます。
・グループワークを通して、実践的なコミュニケー
ションや人間関係の構築方法など具体的な内容に
心掛けていましたので、その点を評価して頂き、あ
りがとうございました。普段の生活や実習等のコ
ミュニケーションに活かして頂けると嬉しいです。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

平均と比較するとやや低い傾向であるが、概ね妥
当の評価だと考える。また、自己学習が低いことは
気になる点である。

科目名 （100013） A05310人間関係論（看護）

学科 看護学科 履修者数 99人

学年 2 回収数 63人

必修・選択の別 必修 回収率 63.6%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

67 24 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

73 18 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

78 13 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

83 7 1 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

76 14 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

75 14 2 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

58 27 5 1 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

64 27 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ８

66 24 1 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

60 30 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

64 25 2 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１１

55 25 7 4 - 0 4.4 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0012

結果全体に対するコメント

看護の対象者を理解するプロセスとして、看護過程
の重要性を理解したことと思います。課題をこなし
たことを自信に変え次の事例と向き合ってください。
問題解決思考に偏りすぎず、今回の学びを通して、
その人らしさに迫り、「よりよく生きる」を支える看護
実践ができるナースであることを期待します。

科目名 （100014） A05610看護過程とヘルスアセスメントⅠ

学科 看護学科 履修者数 99人

学年 2 回収数 91人

必修・選択の別 必修 回収率 91.9%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

これまでの自分の知識をフル活用して、たくさんの
記述を求められる大変な授業だったと思いますが、
皆さん授業の意義を理解し、誠実に努力を重ねて
アセスメントの展開を修得されたと思います。グ
ループワークが助けになった人も多くいたようです
ので、皆さんの意見を活かして今後も多くのディス
カッションを取り入れた授業展開をしていきたいと思
います。専門職としての目的的な看護実践へとつな
がる思考は、今後ますます重要になりますので、今
回の学びを活かして引き続き頑張ってください。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

74 18 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

76 17 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

78 14 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

84 8 1 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

77 14 2 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

75 18 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

71 19 1 2 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

65 27 1 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ８

63 28 2 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

63 27 3 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

70 23 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

42 35 11 5 - 0 4.2 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0013

結果全体に対するコメント

全体として平均以上の評価を頂きました。毎回の授
業でテストを行うTBLの授業形態で実施したため、
予習が必須となり、その結果、12自己学習の項目
が高くなりました。TBLの印象が強く、技術演習に関
するコメントは少ないですが、知識と技術を繋げて
学習することの意義を今後も伝えていきたいと考え
ます。

科目名 （100015） A05710看護過程とヘルスアセスメントⅡ

学科 看護学科 履修者数 99人

学年 2 回収数 93人

必修・選択の別 必修 回収率 93.9%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

TBLは、他者の意見を聞くこと、自分の知識の確認
ができることにより、理解がとても深まったと高評価
でした。毎週のテスト勉強は大変かもしれません
が、普通に勉強するより知識が定着する感じがした
という記載もあり、大変だったけれども、結果的に
学習効果は高かったという評価だと思います。座席
指定がない方が良いという意見が１件ありました
が、感染予防とグループワークのために必要な措
置であることをご理解いただきたいと思います。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

61 2 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ１

55 7 0 1 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

62 1 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ３

59 3 1 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

57 5 1 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

58 4 1 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

57 6 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

57 6 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ８

55 7 1 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ９

54 9 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ１０

56 6 1 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１１

22 30 9 2 - 0 4.1 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0014

結果全体に対するコメント

全体の評価から、概ね学習目標は達成できたと思
います。まだ続くコロナ禍での授業方法は臨機応変
に検討したいと思います。今後の演習方法では、皆
さんが予習課題で自己学習した内容を、実践後か
実践前にグループカンファランスなど複数で援助を
思考する機会での学習効果から授業方法を検討い
たします。

科目名 （100016） A06010基礎看護技術論Ⅲ

学科 看護学科 履修者数 100人

学年 2 回収数 63人

必修・選択の別 必修 回収率 63.0%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

・技術試験の教員評価については、事前に教員の
主観的な評価にならないように、項目と配点を明確
化し試験後には各教員から出された採点との整合
性についてを評価会議で共有しています。評価へ
の異議は当日中に教員に申し出るように伝えてい
ましたが無かったため、詳細な内容については不
明であることが気になります。しかし採点は実施内
容に対し正当な評価となっていると思います。
・多くの皆さまから授業後の質問や演習中の実技
に対し遅滞なくフィードバックを受けられたといった
評価が得られましたので、今後も継続いたします。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

43 7 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

45 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

46 4 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

46 4 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

45 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

43 7 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

43 7 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

41 9 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

43 7 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ９

42 8 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１０

44 6 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１１

14 25 10 1 - 0 4.0 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満
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自由記載に関するコメント

よかった点として、講義レジュメを事前配布したこと
で予習がしやすかった、レジュメが見やすかったと
のご意見を頂きました。今後もなるべく事前配布で
きるように努めます。また、classroomを利用しての
YouTube動画配信が演習で実施する看護技術のイ
メージがついて理解しやすかったとのご意見があり
ました。今後も動画の配信や動画を利用した授業を
継続していきます。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

回収率が50％と低く残念でしたが、評価平均はす
べての項目で全体平均を上回っていました。特に、
Q12の自己学習について4.0と全体平均を大きく上
回り、また、例年よりも高くなったことは大変嬉しい
事です。今後も予習課題、事後課題を通じて予習・
復習がしっかりと行われるよう取り組んでいきます。

科目名 （100017） A06110基礎看護技術論Ⅳ

学科 看護学科 履修者数 100人

学年 2 回収数 50人

必修・選択の別 必修 回収率 50.0%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

61 19 0 1 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

67 14 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

65 15 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

73 8 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

62 15 4 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ５

73 7 1 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

70 11 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

56 24 1 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ８

58 20 3 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

50 27 4 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

60 20 0 1 - 0 4.7 4.7 Ｑ１１

5 11 26 39 - 0 2.8 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満
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結果全体に対するコメント

　Q5．授業の方法、Q12．自己学習の2項目は全体
平均を各々0.1、0.3下回ったが、その他の10項目は
全体平均と同じか、0.1～0.2上回る結果となり、概
ね良い評価であった。

科目名 （100018） A06210成人看護学Ⅰ

学科 看護学科 履修者数 99人

学年 2 回収数 81人

必修・選択の別 必修 回収率 81.8%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

・レジュメがとても見やすく、わかりやすかった。
・教科書と連動していた、先生の体験談や理論の
　学習では具体例が提示され、理解が深まった。
・国家試験問題を授業で取り扱ったのが良かった。
・質問に丁寧に答えてくれた。・レポート課題の提
 示が早く、提出後には解説があり学びが深まった｡
・説明がどこが重要であるか、強弱をつけて授業し
　てほしい。・スライドの穴埋めの答えは、書いたも
　のも提示してほしい。
・1年生が廊下に来るのが早くうるさくて集中できな
　い時があった。
【回答】　説明の仕方を更に見直します。教室の入
　替えが最小限になるよう調整を図ります。0
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

30 21 0 3 - 0 4.4 4.7 Ｑ１

23 19 6 6 - 0 4.1 4.8 Ｑ２

38 12 1 3 - 0 4.6 4.8 Ｑ３

34 15 2 3 - 0 4.5 4.8 Ｑ４

32 14 4 4 - 0 4.4 4.8 Ｑ５

21 17 9 7 - 0 4.0 4.8 Ｑ６

22 20 6 6 - 0 4.1 4.7 Ｑ７

20 27 4 3 - 0 4.2 4.6 Ｑ８

26 23 1 4 - 0 4.3 4.6 Ｑ９

26 22 2 4 - 0 4.3 4.6 Ｑ１０

24 22 4 4 - 0 4.2 4.7 Ｑ１１

7 11 29 7 - 0 3.3 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満
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自由記載に関するコメント

・レポートに関しては、説明についてはGCの活用等の
工夫が必要だと考えています。　また、倫理に関する
課題は、例年と比較して今年度は同じ記事がかなり
多く見受けられ、同じ個所の汚れ等もありました。２週
間以上は探す時間や遡って新聞を探しすことも可能
だったと思い、とても残念です。、今後は、シラバスに
課題の内容提示など工夫が必要かと考えています。
・老年看護学Ⅰは、高齢者に関する様々な視点から
理解を深め、生活者としての視点から生活機能につ
いて理解する科目です。講義内容は大切な視点は繰
り返し話題にしながら、資料にないことも話をしている
と思います。興味を持って頂けると嬉しいです。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

学習目標については、概ね達成できたと思います。
自己学習については例年よりもやや高い結果で
あった。後半の講義は、生活機能の視点から事例
を活用して情報収集・アセスメントをするという内容
であったが、全体像で説明していてもアセスメントに
活かせない学生も多くいたことは今後の課題であ
る。

科目名 （100019） A06510老年看護学Ⅰ

学科 看護学科 履修者数 99人

学年 2 回収数 54人

必修・選択の別 必修 回収率 54.5%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

50 13 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

54 10 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

61 3 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ３

58 6 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

57 6 1 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

51 12 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

57 5 2 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

50 14 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

47 16 1 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

44 18 1 1 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

54 9 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

8 5 33 18 - 0 3.0 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満
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結果全体に対するコメント

世界は刻々と変化し、健康課題も多種多様となって
います。今回の授業で学んだことを活かし、ニュー
スに関心を持ち、自らの専門性を発揮できるよう
に、学び続けてもらいたいと思っています。後期の
国際保健学演習にも生かしてくださることを期待し
ています。

科目名 （100020） A09710国際保健学（看護）

学科 看護学科 履修者数 84人

学年 2 回収数 64人

必修・選択の別 選択 回収率 76.2%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

国際保健学は、1年次の授業を深め、視野を広げる
機会となったようでよかったです。全員の国際的関
心にこたえることはできなかったかと思いますが、
今回の授業をきっかけに自ら気になっている国際
問題や世界情勢について調べ見てください。授業
内容や課題量はおおむね適切だったようですし、
ディスカッションが多くあったことも好評だったようで
すので、これからも皆さんが意見を出し学び合える
場を多く作っていきたいと思います。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

20 8 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

20 7 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ２

17 8 3 0 - 0 4.5 4.8 Ｑ３

21 7 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

18 8 2 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ５

18 8 2 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ６

21 6 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

17 11 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

19 9 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

16 10 1 1 - 0 4.5 4.6 Ｑ１０

18 9 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

2 3 13 10 - 0 2.9 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満
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・地域看護学と保健
医療福祉システム論
の違いがわからない

・保健医療福祉システム論
は、専門基礎科目としてヘル
スケアシステムを理解する科
目です。今後は、DPの意識
付けを強化します。各看護学
領域の学習においても法制
度を理解した上で、連携・協
働について学びを深めて欲
しいです。

自由記載に関するコメント

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

・新型コロナ感染症の拡大により、授業概要の計画通
りの運営ができませんでした。その他の項目は、ほぼ
全体平均と同様の傾向と受けとめました。
・ミニテストの実施により、自己学習を遂行できると考
えていましたが、1時間未満の学生が9割以上を占め
ていたようです。自由記載欄から、ミニテストの実施は
予・復習に役立っていたようですので、継続します。

科目名 （100021） A05010保健医療福祉システム論（看護）

学科 看護学科 履修者数 96人

学年 3 回収数 28人

必修・選択の別 必修 回収率 29.2%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

9 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

10 1 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

9 2 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

9 2 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

9 2 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

8 3 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

8 3 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

7 4 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

10 1 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ９

10 1 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ１０

10 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１１

3 4 4 0 - 0 3.9 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

結果全体に対するコメント

　回収人数が少なく、全体評価を反映しているとはい
いがたいが、全項目平均点より高く、Q12自己学習の
実施＋0.8、Q9自己の考えを深められた＋0.3、Q10更
に学びを広げたいと感じた＋0.3、Q11授業全般を通
し、この授業に満足した＋0.2、評価方法は適切だっ
た＋0.1と、授業へ主体的に取り組み、満足度も高く、
継続していきたい。

科目名 （100022） A06410成人看護学Ⅲ

学科 看護学科 履修者数 96人

学年 3 回収数 11人

必修・選択の別 必修 回収率 11.5%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

良かった点に対して：今後も後期の実習に活かせ
るよう、演習の形態の工夫（全員実施の体験型や、
全員実施はできないもののその後効果的共学習の
工夫に努めたい。
改善してほしい点、その他に対して：特になし。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

29 14 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

26 15 2 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ２

31 12 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ３

32 11 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

28 12 3 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ５

26 11 6 0 - 0 4.5 4.8 Ｑ６

23 18 2 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ７

26 17 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

30 13 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

24 18 1 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ１０

24 17 2 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ１１

8 24 8 3 - 0 3.9 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0021

自由記載に関するコメント

・特にグループワークや看護過程の方法等につい
ては、説明がわかりにくい面もあったと思いますの
で今後は明確にインフォメーションしたいと考えま
す。
・グループワークを通して他者の意見を聞いたり、
共同学習できたことは良かったと思います。特に老
年看護は、positiveな面に視点を当てることの大切
さは理解できていたと思いますので、実際の実習に
活かしていけるのではないかと期待をしています。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

学生の評価から、概ね学習目標は達成できたと考
える。自己学習がやや低いが、自己学習してグ
ループワークに参加する授業内容であったことから
ほぼ達成できたと考える。しかし、今後は学習方法
の説明等の工夫は再検討する必要がある。

科目名 （100023） A06610老年看護学Ⅱ

学科 看護学科 履修者数 96人

学年 3 回収数 43人

必修・選択の別 必修 回収率 44.8%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

8 3 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

8 3 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ２

9 2 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

9 2 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

8 3 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ５

7 4 0 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ６

5 6 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ７

5 6 0 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ８

8 3 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

8 3 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１０

8 3 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１１

5 2 4 0 - 0 4.1 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0022

結果全体に対するコメント

自己学習に関する質問項目以外は、良好な評価を
得ることができた。学生がより小児看護学に関心を
持ち、自ら学びを深めていけるように講義内容を工
夫していきたい。

科目名 （100024） A06810小児看護学Ⅱ

学科 看護学科 履修者数 96人

学年 3 回収数 11人

必修・選択の別 必修 回収率 11.5%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

限られた期間の中で一人一人に添削して返却し、
次の課題に進めるということが、時間的に難しいで
す。そのため個人学習⇒グループ学習という方法
を取り、学生同士の学びが共有され、大幅に方向
性がずれたりしないで次に進めるように工夫してい
ます。この学習方法でも看護過程の考え方等に疑
問が残る場合は、個別に対応しますので積極的に
教員に質問してほしいと思います。

・看護過程の課題の添削を一人一人行ってほしい
という意見に対して
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

28 7 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

28 5 2 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ２

29 5 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

26 7 2 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

21 12 2 0 - 0 4.5 4.8 Ｑ５

20 11 4 0 - 0 4.5 4.8 Ｑ６

15 16 4 0 - 0 4.3 4.7 Ｑ７

18 16 1 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ８

23 11 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

23 11 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

22 12 0 1 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

19 10 5 1 - 0 4.3 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0023

結果全体に対するコメント

ご意見、ありがとうございます。演習なので、グルー
プワーク等自主的に行動することが多いため、個別
に出た質問等には全体に周知できるようにしたいと
思います。発表に関しては学生の皆様の活発な意
見交換できるように、運営の仕方を次年度に向け
てさらに検討をしていきたいと思います。

科目名 （100025） A07110母性看護学Ⅲ

学科 看護学科 履修者数 96人

学年 3 回収数 35人

必修・選択の別 必修 回収率 36.5%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

・看護過程の発表の機会については、運営の仕方
を再検討したいと思います。
・中間提出後や授業内で、個別指導ということです
が、ご希望の方は声をかけていただけると教員も対
応しやすいです。
・記載方法に関しての質問に対して、今後も全体に
周知していけるよう、配慮したいと思います。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

20 8 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

20 7 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ２

23 5 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

21 5 2 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

23 5 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

21 7 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

22 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

16 12 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

20 8 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

19 9 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１０

21 7 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

2 5 10 11 - 0 2.9 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0024

結果全体に対するコメント

講義資料（レジュメ）について肯定的な評価があっ
たため、次年度以降も継続的にわかりやすい資料
作成に努める。パッチテストなど演習の希望がある
ため、次年度も継続する。提出物については、今年
度も評価対象にしていたが、全体の評価バランスを
踏まえ次年度に向けて検討を行う。

科目名 （100026） A07310精神看護学Ⅱ

学科 看護学科 履修者数 97人

学年 3 回収数 28人

必修・選択の別 必修 回収率 28.9%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

①講義資料がわかりやす
かった。
②パッチテストを講義内で
実施できてよかった。
③もう少し提出物が評価
に入っていればよかった。

・自由記載から、講義資料（レジュ
メ）の見やすさに肯定的な評価が
あった。　・パッチテストを実施し講
義内容の理解を高めることができ
た。　　　　　　　　・提出物について
評価の割合については次年度検討
を行う。

自由記載に関するコメント
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

9 4 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

8 5 0 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ２

9 4 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ３

9 4 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

10 3 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

8 5 0 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ６

9 4 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

6 7 0 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ８

9 4 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

7 5 1 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ１０

8 5 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

1 6 3 3 - 0 3.4 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0025

結果全体に対するコメント

数回にわたり、授業アンケート入力をお願いしましたが、
回答者が少なかったのが残念です。
解答してくださった、少数の学生さんからの全体的な評
価もQ1～Q11まですべて4.5以上であったので、在宅看
護への理解が深まったのではないかと思います。
テストの成績が全体的に例年に比べ低かったので、さら
に理解が深まる授業展開をしたいと思います。

科目名 （100027） A07510在宅看護論Ⅰ

学科 看護学科 履修者数 96人

学年 3 回収数 13人

必修・選択の別 必修 回収率 13.5%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

テスト前日に授業を行わないでほしい…前日にテ
スト範囲に含まれる授業はやめてほしい…とありま
したが、日程の関係でテスト前日の授業となりまし
た。最後の授業後、数日間空けるのが望ましと思
われます。
前日の授業範囲もテストに含まれることは、授業を
集中して聞いているだけで、回答できるような難し
い問題ではありませんので、サービス問題と解釈し
てください。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

27 9 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

31 6 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

34 3 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

32 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

33 4 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

32 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

28 9 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

27 9 1 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ８

28 9 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

25 10 2 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

31 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

4 3 13 17 - 0 2.8 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0026

自由記載に関するコメント

良かった点の記載があり、改善してもらいたい点、
全体をとしての意見・要望がありませんでした。
可能な限り、多様な家族の形をイメージできるよう
授業内容や方法を工夫した。
今後も理解を深められる授業を展開していきたい。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

数回にわたり、授業アンケートへの回答を促しました
が、回答数が38.1％と少ないのが残念です。
授業の終りの時間にアンケート記載の時間を時間の関
係で持つことができなかったためでもあると思います。
時間配分を見直し、アンケート記載の時間を設けていこ
うと思います。事前・事後学習時間の少なかったので、
授業内容・課題の検討が必要であると感が増した。

科目名 （100028） A07710家族看護学

学科 看護学科 履修者数 97人

学年 3 回収数 37人

必修・選択の別 必修 回収率 38.1%

0

1

2

3

4

5

Ｑ１ 

Ｑ２ 

Ｑ３ 

Ｑ４ 

Ｑ５ 

Ｑ６ Ｑ７ 

Ｑ８ 

Ｑ９ 

Ｑ１０ 

Ｑ１１ 

＜評価レーダーチャート＞ 平均 

全体平均 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ５ Ｑ６ Ｑ７ Ｑ８ Ｑ９ Ｑ１０ Ｑ１１ Ｑ１２ 

＜回答分布＞ 5

4

3

2

1

無回答 



２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

10 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

10 2 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

9 3 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

10 2 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

7 5 0 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ５

9 3 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

8 4 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

7 5 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

9 3 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

9 3 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１０

7 5 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

1 5 5 1 - 0 3.5 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0027

自由記載に関するコメント

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

　回収率が低かったので、その範囲での結果では
ありますが、看護職に必要な地域看護の理解に向
けて、講義と課題の取組を含めた皆さんの主体的
学習により、目標を達成することができたと考えま
す。今回学んだ、地域の視点、生活者の視点を持
ち、今後の看護実践につなげていって下さい。

科目名 （100029） A07810地域看護学

学科 看護学科 履修者数 96人

学年 3 回収数 12人

必修・選択の別 必修 回収率 12.5%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

24 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

27 3 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

28 2 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

23 7 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

23 7 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

25 5 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

25 5 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

21 8 1 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ８

21 9 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

19 11 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

23 7 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

2 2 12 14 - 0 2.7 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0028

自由記載に関するコメント

レジュメがわかりやすいと好評であった。講師は実
際に病院の医療安全部門、感染管理部門で勤務し
ている専門家であり、実際の病院で行われている
感染防止対策や医療安全管理について講義を通し
て詳しく知ることができたと好評であった。毎回のミ
ニレポートが思考の整理になるという意見があり継
続していく。医療安全・感染管理について1、2年生
でも学習しており既習の部分と重なっているとの意
見が1件あったが、より広範囲で専門的な内容に
なっていることと、1、2年生時復習にもなるため、こ
の内容で継続していきたい。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

新規開講科目であり、是非授業評価を頂きたいと
お願いしたが、回収率が低く、残念でした。ひとつを
除き評価は平均より高かった。しかし、自己学習
（予習・復習）の評価が平均よりかなり低かった。具
体的な予習・復習について、回ごとに教科書のペー
ジを指定する等の工夫が必要であると考える。

科目名 （100030） A07910医療安全

学科 看護学科 履修者数 97人

学年 3 回収数 30人

必修・選択の別 必修 回収率 30.9%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

56 6 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

58 4 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

60 2 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ３

58 4 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

57 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

60 2 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ６

51 10 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

47 15 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

55 7 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ９

43 19 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１０

58 4 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１１

2 12 36 12 - 0 3.1 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0029

結果全体に対するコメント

全体を通して平均以上の評価ですが、特に６は毎
回の講義で学生の課題に対する解説を加えて意図
的にフィードバックを行ったため、5.0と高く評価され
たと考えます。予習復習時間が少ない理由は、体
育館での講義では通信環境が整わず、毎回の小テ
ストが実施できないという環境が影響したと考えま
す。次年度は教室での講義を望みます。

科目名 （100031） A09410ホスピス・緩和ケア論

学科 看護学科 履修者数 97人

学年 3 回収数 62人

必修・選択の別 必修 回収率 63.9%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

毎回授業の最初に行う課題の解説が良かったとい
う意見をたくさん頂きました。具体的な事例のアセ
スメントを毎週行うことは大変かもしれませんが、毎
回確実にレベルアップしていく様子が実感できたよ
うで効果的な学習方略であったと考えます。文献レ
ポート課題では古典的な文献の日本語を理解する
ことが難しかったという意見が1件ありました。古い
言葉は難しいと感じるかもしれませんが、文脈をと
らえて要約するトレーニングにもなります。会話の
中でも文脈をとらえることは、患者理解の技術にも
つながりますので、取り組んでみて下さい。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

14 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ１

13 1 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

14 0 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ３

11 1 2 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ４

14 0 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ５

13 1 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

13 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

13 1 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ８

14 0 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ９

11 3 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１０

13 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１１

0 1 6 7 - 0 2.6 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0030

自由記載に関するコメント

グループワークが大変好評でした。模擬看護倫理
カンファレンスの実施により、他者の価値観に触れ
自分と異なる意見があることに気づけたり、より自
己の価値観が深まる体験ができたようです。今後も
グループワークを継続していきたいと考えます。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

回収率が低く、全体の傾向を表しているとは言えま
せんが、平均値がとても高かったことは嬉しかった
です。教材、参考文献の提示について改善していき
たいと考えています。また、アンケート回収率が高
まるように協力を求めていきたいと思います。

科目名 （100032） 16A591看護倫理

学科 看護学科 履修者数 95人

学年 4 回収数 14人

必修・選択の別 必修 回収率 14.7%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

10 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

10 2 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

9 3 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

8 4 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

9 3 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

7 5 0 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ６

4 7 1 0 - 0 4.3 4.7 Ｑ７

10 2 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

11 1 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ９

10 2 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１０

10 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

2 6 3 1 - 0 3.8 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0031

Q1.が平均値より高い理由は3年生の春休み前のLHで概要・目
的を説明したことが学生の理解を深める要因となったと考え
る。Q4は平均値より低いが統合科目なので今までの講義や学
習を自ら統合して演習に臨んでもらいたい。Q6.グループやペ
アで実施する形態をとっていたため、学生個々の質問や発言
に対応できていなかったことが考えられる。Q7.は1単位30時間
15回を前期臨地実習前の4月中に終了させなければならな
かった。よって、課題数は多くはないが提出までの期間が短く
なってしまった結果、他領域の課題と重なってしまったことが平
均値より低くなった原因であると考える

自由記載に関するコメント
＜良かった点に対して＞4月開講の授業であり、3年生の春休
み前のホームルームで春休み中の自己練習のために授業概
要の説明と「看護技術チェックリスト」、事例、自己練習用の物
品一式を学生に配布できたことは良かったと考える。しかし、実
際は一部の学生のみが配布物を使用して自己練習をしていた
状況だった。現在はコロナ渦であり、臨地実習での技術体験が
激減しているため、今後も長期休みなどを利用して自主的に自
己練習を実施できるように指導していく。＜改善点に対して＞
教員間の指導方法に齟齬が生じないように連携を強化してい
く。実習室の予約方法は学生間で不公平が生じない方法を検
討していく。来年度より新カリキュラムとなり開講時期、実施方
法も変更されるので今年度明らかになった課題が改善される
方法を検討していく。見出しなみ（髪色）に関しては常識の範囲
内で自己判断できることを望む。

結果全体に対するコメント

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

科目名 （100033） 16A611統合看護技術演習

学科 看護学科 履修者数 95人

学年 4 回収数 12人

必修・選択の別 必修 回収率 12.6%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

63 31 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

81 13 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ２

74 20 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

84 10 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ４

80 14 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ５

86 8 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

81 13 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

48 43 3 0 - 0 4.5 4.5 Ｑ８

60 34 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

57 36 1 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ１０

75 19 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

21 40 26 7 - 0 3.8 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0001

結果全体に対するコメント

非常に高い満足度をえられて安心しました。入学後
のオリエンテーションでもお話ししましたが、「看護
師」として患者様と相対する瞬間は、刻一刻と迫っ
ています。その場になって患者様の前で、言い訳は
利きません。その限りある時間の中で１ミリでも成
長して、その瞬間を迎えられるように努力し続けてく
ださい。

科目名 （100125） A04110形態機能学Ⅱ（看護）

学科 看護学科 履修者数 105人

学年 1 回収数 94人

必修・選択の別 必修 回収率 89.5%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

期せずしてですが、動画を分けたことで１つ１つの
内容を集中して受講できたようですね。また、前期
は対面かオンデマンドか意見が分かれましたが、
最終的には繰り返し視聴できるというオンデマンド
の長所が活かされた形になったものと理解しまし
た。次年度も当科目はオンデマンド形式が続行しま
すので、引き続き評価された部分を残しつつ、ご指
摘ただいた改善点を踏まえていこうかと思います。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

57 23 5 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

66 18 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

69 15 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

70 11 4 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

70 14 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

77 8 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

74 11 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

41 35 8 1 - 0 4.4 4.5 Ｑ８

51 29 5 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

46 33 6 0 - 0 4.5 4.5 Ｑ１０

63 20 2 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

6 13 32 34 - 0 2.9 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0002

自由記載に関するコメント

『1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含
む）を行いましたか」については低い数字となってい
た事から、予習・復習を促す事が必要であると考え
た。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

概ね良好な評価であり、同様の形式での講義で新
年度も良いものと判断された。

科目名 （100126） A04310微生物学（看護）

学科 看護学科 履修者数 105人

学年 1 回収数 85人

必修・選択の別 必修 回収率 81.0%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

29 12 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

36 6 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ２

31 11 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ３

34 8 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

30 11 0 1 - 0 4.7 4.7 Ｑ５

35 6 0 1 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

37 5 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

19 19 4 0 - 0 4.4 4.5 Ｑ８

25 14 3 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

19 20 3 0 - 0 4.4 4.5 Ｑ１０

25 15 2 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ１１

1 10 10 21 - 0 2.8 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0003

結果全体に対するコメント

大部分の方が病理学に対して興味をもってくれたこ
とに感謝しています。卒業後は医療の最前線で働く
ことになると思いますが、疾患に対する疑問がわい
た際には、病理学を思い出しエビデンスを求めてく
ださい。私は今年度で天使大学とはお別れします
が、皆さんの今後の活躍を祈っています。

科目名 （100127） A04410病理学

学科 看護学科 履修者数 105人

学年 1 回収数 42人

必修・選択の別 必修 回収率 40.0%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

32 7 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

33 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

31 8 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

34 5 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ４

33 5 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

32 6 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

35 4 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

31 8 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

33 6 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

27 9 3 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ１０

34 5 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ１１

1 5 14 19 - 0 2.7 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0004

結果全体に対するコメント

毎年、こんな授業で良いのかなあと試行錯誤しな
がら講義しています。何年経験してもわかりませ
ん。でも、そんなに間違ったやり方ではないかも、と
少し自信が持てる評価でした。

科目名 （100128） A04810環境健康論

学科 看護学科 履修者数 105人

学年 1 回収数 39人

必修・選択の別 必修 回収率 37.1%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

今後の励みになるコメントをありがとうございます。
もっとわかりやすく楽しい授業にしていこうという意
欲がわいてきました。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

52 17 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

61 8 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ２

57 12 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

61 8 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ４

59 10 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ５

57 12 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

59 10 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

46 22 1 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ８

52 16 0 1 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

48 19 1 1 - 0 4.7 4.5 Ｑ１０

49 17 2 1 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

3 5 21 40 - 0 2.6 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0005

・グループワークや動画を視
聴して、思考することが多く、
楽しく授業を受けることができ
た。　　　　　・学生同士でロー
ルプレイがあり、実践を意識
してできた。　　　　　・レジュメ
の誤字が多かった。 レジュメ
のどこが重要箇所なのか分
かりにくく、テスト対策がしにく
かったです。
・看護師としてのスキルだけ
ではなく、自己と向き合うため
にも、この授業がとても役に
立ちました。　　　　　・マイクの
音が小さかった。

・グループワークやロールプレイ、動画
視聴などについては肯定的な意見が聞
かれたため、次年度も継続して実施す
る。レジュメについては次年度以降誤字
に気をつける。レジュメの重要箇所がわ
かりにくくテスト対策がしにくいとのコメン
トがあったが、人間関係論はテストで点
数を取ることが目的ではなくレジュメに
記載している内容が全て重要である。そ
のため、テスト対策のために重要ポイン
トを提示することは次年度も行わない。
マイクの音量については、都度学生に
確認しながら実施する。

自由記載に関するコメント

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

平均点は、概ね全体平均と同様の数値であった。グ
ループワークやロールプレイなどの実践型の演習を取り
入れたことは本科目の理解向上につながったと考える。
また、看護師としてのスキルのみならず日常生活上のコ
ミュニケーションと連動して授業が役に立ったとのコメン
トから、学生のコミュニケーションスキルの向上につな
がったと考える。

科目名 （100129） A05510人間関係論

学科 看護学科 履修者数 103人

学年 1 回収数 69人

必修・選択の別 必修 回収率 67.0%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

52 7 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

54 4 0 1 - 0 4.9 4.7 Ｑ２

57 2 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ３

58 1 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ４

55 4 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ５

52 6 1 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

50 8 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

47 12 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

58 1 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ９

51 8 0 0 - 0 4.9 4.5 Ｑ１０

52 6 1 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ１１

16 28 11 4 - 0 3.9 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0006

講義・演習を通して、援助の目的、適切な援助方
法、看護技術の実施、実施後の評価について学び
深められていたと思います。さらに、技術を行うとい
う行為だけではなく、対象者を中心に考え、寄り添
う気持ちを大切にしたいという思いが演習や課題レ
ポートから伝わってきました。また、教員それぞれ
の看護の信念や情熱が伝わってくる授業であった
との記載がありました。教員のこのような思い・姿勢
に触れ、自分の看護観の形成につなげていってく
れると嬉しいです。　　　　　　　　　技術テストでは、
教員間での評価に差がないよう再度検討し、統一
していきたいと思います。
ケアプランについては、わからないことや疑問に思
うことは主体的・積極的に、教員に聞いてください。

技術習得においては、反復練習は必要不可欠です
ので、主体的・計画的に自己練習していってくださ
い。

結果全体に対するコメント

科目名 （100130） A05910基礎看護技術論Ⅱ

学科 看護学科 履修者数 105人

学年 1 回収数 59人

必修・選択の別 必修 回収率 56.2%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

60 9 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

61 8 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ２

65 4 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ３

63 6 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ４

63 6 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ５

63 5 1 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

63 6 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

63 6 0 0 - 0 4.9 4.5 Ｑ８

62 7 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ９

58 9 1 1 - 0 4.8 4.5 Ｑ１０

57 9 1 2 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

2 4 24 39 - 0 2.6 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0007

結果全体に対するコメント

　本科目では多職種連携の基本的事項を学びまし
た。その知識を後続する多職種連携演習で活かし
て頂けると嬉しいです。これからも、自分の専門性
を高めるとともに、周囲の人との調整・連携を意識
しながら学びを重ねていってください。

科目名 （100131） A08110多職種連携（看護）

学科 看護学科 履修者数 104人

学年 1 回収数 69人

必修・選択の別 必修 回収率 66.3%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

　初めての合同科目で戸惑いもあったことと思いま
すが、他学科とのコミュニケーションの必要性を前
向きに捉え、積極的に学ばれていており素晴らし
かったです。学科を超えたつながりをこれからも生
かしてもらえたらと思います。また、多職種の特別
講師の授業を通しての気づきも今後に生かしてもら
えると嬉しく思います。グループ配置を学籍番号順
でしたが、さらに普段話をしない人とコミュニケー
ションをとってみたかったという意見を今後のグ
ループ分けの参考にさせて頂きます。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

20 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

21 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ２

23 1 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ３

20 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

19 4 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

17 7 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ６

16 7 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

20 3 1 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

20 3 1 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

16 6 2 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ１０

16 7 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１１

2 1 11 10 - 0 2.8 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0008

7．授業で要求される
作業量（レポート、課
題など）はあまり適切
ではないとの評価が
ありました。レポート
の字数を増やして欲
しいとの意見です。

・最終レポートの枚数につい
ては、様々なご意見がある
かと思います。他の科目課
題も集積する時期ですので、
端的に思考をまとめ記述す
る事も必要と考えます。

自由記載に関するコメント

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

２年次のキャリアデザインⅡは、臨地実習を終え、
戴帽式を迎える節目の時期になります。身近な先
輩の話やワークシートにより自己を客観的に振り返
る機会を設定しました。関心を持ち臨んでいたよう
で、自己の進路を見据え、なりたい看護職像に向
かって主体的な活動に繋げられるよう期待していま
す。

科目名 （100132） A00610人間形成とキャリアデザインⅡ（看護）

学科 看護学科 履修者数 97人

学年 2 回収数 24人

必修・選択の別 必修 回収率 24.7%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

12 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

11 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

12 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ３

13 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ４

13 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ５

13 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ６

11 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

9 4 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ８

10 3 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

10 3 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ１０

11 2 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

5 3 4 1 - 0 3.9 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0009

結果全体に対するコメント

回答者が少なく全体の意見を反映しているとは言
い難いと思われますが、全項目で全体平均より高
く、特にQ4-6の授業方法、教材、質問・発言への応
答では高い評価を得ていました。今後とも授業への
満足度を高め、当該分野に興味・関心が広がるよう
に努めます。

科目名 （100133） A06310成人看護学Ⅱ

学科 看護学科 履修者数 97人

学年 2 回収数 13人

必修・選択の別 必修 回収率 13.4%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

良かった点として、「病態→看護の順で分かれてい
て自分で整理しやすかった」との記載があり、改善
してほしい点の指摘はありませんでした。
今後とも授業方法・内容を検討し、理解が深まるよ
うに工夫して参ります。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

11 3 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

11 3 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

12 2 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ３

11 2 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ４

12 2 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ５

10 4 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ６

10 4 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

10 4 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ８

13 1 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ９

10 3 0 1 - 0 4.6 4.5 Ｑ１０

11 3 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

2 3 5 4 - 0 3.2 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0010

・授業中に離乳食や
オムツ等の育児に関
する体験ができてよ
かったというご意見に
ついて

・子どもに接する機会が少な
い皆さんに、できるだけリア
ルな感覚と共に学んで頂き
たいと思っています。授業準
備には少し手間がかかりま
すが、これからもできるだけ
経験を交えた学びが深まる
よう、心掛けて行きたいと思
います。

自由記載に関するコメント

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

教材の内容や提示の方法について、さらに皆さん
の関心が湧き、分かりやすく学習が進む教材を工
夫してまいります。

科目名 （100134） A06710小児看護学Ⅰ

学科 看護学科 履修者数 97人

学年 2 回収数 14人

必修・選択の別 必修 回収率 14.4%
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＜回答分布＞ 5
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無回答 



２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

56 10 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

56 10 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

61 5 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ３

58 8 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ４

52 13 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

59 7 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

51 15 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

55 11 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

52 14 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

48 16 2 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ１０

53 13 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

1 9 21 35 - 0 2.6 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

自由記載に関するコメント

母性看護における倫理的課題に関してはグループ
ワークを取り入れながら、考える機会を次年度も継
続していきたいと思います。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

概ね４．５以上の評価から、次年度も教員の体験な
ども取り入れながら、母性看護学に興味をもってい
ただけるように工夫していきたいと思います。

科目名 （100135） A06910母性看護学Ⅰ

学科 看護学科 履修者数 97人

学年 2 回収数 66人

必修・選択の別 必修 回収率 68.0%
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＜回答分布＞ 5
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無回答 



２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

18 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

17 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

20 1 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ３

17 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

17 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

21 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ６

17 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

16 5 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

16 5 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

18 3 0 0 - 0 4.9 4.5 Ｑ１０

15 6 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

1 5 14 1 - 0 3.3 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0012

自由記載に関するコメント

講義中の音量に関しては、教室の環境に合わせて
確認をとりながら、進めていきます。また、資料につ
いては、読みやすく、かつ理解しやすいように改善
したいと思います。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

概ね4.5以上の評価となっていますが、自由記載に
関するコメントに対しては次年度改善し、よりよい講
義内容にしていきたいと思います。

科目名 （100136） A07010母性看護学Ⅱ

学科 看護学科 履修者数 98人

学年 2 回収数 21人

必修・選択の別 必修 回収率 21.4%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

27 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

29 4 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ２

29 4 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ３

27 5 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

22 11 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ５

26 7 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

26 7 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

20 11 2 0 - 0 4.5 4.5 Ｑ８

23 9 1 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

22 10 1 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ１０

25 8 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

0 5 18 10 - 0 2.8 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0013

自由記載に関するコメント

授業内容や課題についてはおおむね好評である。
Zoomの使い方について技術的な問題がある。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

ほとんどの項目が4.5以上であり、平均に比べても
高く講義内容そのものについてはこれで良いと思
われる。Zoomの使用方法に習熟する必要がある。

科目名 （100137） A07210精神看護学Ⅰ

学科 看護学科 履修者数 97人

学年 2 回収数 33人

必修・選択の別 必修 回収率 34.0%

0

1

2

3

4

5

Ｑ１ 

Ｑ２ 

Ｑ３ 

Ｑ４ 

Ｑ５ 

Ｑ６ Ｑ７ 

Ｑ８ 

Ｑ９ 

Ｑ１０ 

Ｑ１１ 

＜評価レーダーチャート＞ 平均 

全体平均 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ５ Ｑ６ Ｑ７ Ｑ８ Ｑ９ Ｑ１０ Ｑ１１ Ｑ１２ 

＜回答分布＞ 5

4

3

2

1

無回答 



２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

52 2 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ１

52 2 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ２

53 1 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ３

53 1 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ４

52 2 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ５

51 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

50 4 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

52 2 0 0 - 0 5.0 4.5 Ｑ８

53 1 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ９

49 5 0 0 - 0 4.9 4.5 Ｑ１０

52 2 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ１１

27 10 12 5 - 0 4.1 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0014

自由記載に関するコメント

ディスカッションを通して自分にはない考えを知ること
ができた、普段考えない事柄について考え、メンバー
とたくさん共有でき、自分の考えも広まった等のコメン
トから深い学びが得られたことが伺えました。他のグ
ループの検討事項についても知りたいという趣旨の
意見もありましたが、グループメンバー以外に口外し
ないという安全な環境を保証することでディスカッショ
ンが深まります。そのため、今後もグループ外へ公表
することはしない、ということを理解下さい。ゼミ発表
の順番やレポートの期日など、学生の意見を取り入
れてくれたことが良かったというコメントもありましたの
で、次年度も同様にしたいと思います。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

満足度の高さが伺える評価を頂きました。改善点に
ついての意見はありませんでしたが、アンケート回
収率が6割に満たないことは残念でした。科目の最
終日がグループごとに異なることが回収率低下の
一要因であると考えます。次年度も、最終日のアン
ケート記載について繰り返し告知していきたいと考
えます。

科目名 （100138） A09310生と死の看護ゼミ

学科 看護学科 履修者数 97人

学年 2 回収数 54人

必修・選択の別 必修 回収率 55.7%

0

1

2

3

4

5

Ｑ１ 

Ｑ２ 

Ｑ３ 

Ｑ４ 

Ｑ５ 

Ｑ６ Ｑ７ 

Ｑ８ 

Ｑ９ 

Ｑ１０ 

Ｑ１１ 

＜評価レーダーチャート＞ 平均 

全体平均 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ５ Ｑ６ Ｑ７ Ｑ８ Ｑ９ Ｑ１０ Ｑ１１ Ｑ１２ 

＜回答分布＞ 5

4

3

2

1

無回答 



２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

14 5 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

14 5 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ２

14 5 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ３

15 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

15 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

16 3 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

16 3 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

14 5 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ８

14 5 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

13 6 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ１０

15 4 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

1 2 5 11 - 0 2.6 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0015

結果全体に対するコメント

これからも3年次のキャリアデザインの位置づけを
伝えながら、就職や進学、その先のキャリアを考え
る皆さんにとって、自分を振り返り考えを深める機
会になるように、先輩看護職の講話や修養会を含
めて科目の展開を検討していきます。

科目名 （100139） A00710人間形成とキャリアデザインⅢ（看護）

学科 看護学科 履修者数 97人

学年 3 回収数 19人

必修・選択の別 必修 回収率 19.6%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

実習を終えて間もない時期に開講するこの科目で
は、就職や進学を現実的に考え、その先のキャリア
デザインを描く機会となるように、自己を振り返り仲
間と言語化する時間を多く設けました。自由記載か
らも、自分に意識を向けて見つめ直す機会は自己
理解を深め、皆さんにとって必要な機会になってい
たことが分かりました。1年次からのキャリアデザイ
ンの科目の連動も踏まえて、皆さんが専門職として
の自己を見つめ先のキャリアを考える機会になるよ
うに、今後も展開していきます。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

10 4 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

11 3 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

14 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ３

12 2 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ４

12 2 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ５

13 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

13 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

9 5 0 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ８

9 5 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

9 5 0 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ１０

12 2 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ１１

2 2 4 6 - 0 3.0 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0016

自由記載に関するコメント

良かった点として、「レジュメが充実していた」「授業
内容が専門的で難しいので、オンデマンド授業では
何回も聞いて理解できたところがよかった。」との記
載があり、改善してほしい点の指摘はありませんで
した。
オンデマンド授業については感染状況・担当講師
によって異なりますが、今後とも教材の充実や授業
方法の工夫に努めます。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

回答人数が少なく、全体の見解を反映しているとは
言い難いと思われますが、全項目において全体平
均と同等もしくは上回り、高い評価を得ていました。
この科目は扱う範囲が広いため、今後とも理解が
深まるような授業展開を検討して参ります。

科目名 （100140） A04710病態診療学Ⅱ

学科 看護学科 履修者数 97人

学年 2 回収数 14人

必修・選択の別 必修 回収率 14.4%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

16 2 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

15 2 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

17 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ３

16 2 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ４

15 3 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

16 2 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

14 3 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

14 4 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

14 4 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

11 6 1 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ１０

13 5 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

0 2 5 11 - 0 2.5 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0017

結果全体に対するコメント

刻々と変化する世界情勢に常に関心を持ち、自ら
の専門職の観点で人々に何が必要とされているの
かを意識しながらこれからの学びを積み重ねて頂
けると嬉しいです。今すぐ何かできなくても、抱いた
思いや考え、アイデアを大切にして未来に活かして
ください。

科目名 （100141） A09810国際保健学演習（看護）

学科 看護学科 履修者数 68人

学年 2 回収数 18人

必修・選択の別 選択 回収率 26.5%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

国際情勢や医療支援などに関心があっても調べた
り言語化したりする機会はなかなかないものだと思
います。今回の授業は、自らの専門性を活かし、多
職種連携を意識しながら、国際保健に主軸を置い
て考えをまとめたり、他者の考えを共有する貴重な
機会になったことと思います。
自ら調べるのに大変さを感じたり、レポートの記述
量の多さが負担だったり、大変なこともあったとは
思いますが、努力したことは糧となっていますの
で、ぜひ今後に活かして頂けると嬉しいです。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

13 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

13 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

12 4 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ３

13 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

10 7 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ５

15 2 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

14 3 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

9 8 0 0 - 0 4.5 4.5 Ｑ８

14 3 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

12 4 1 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ１０

12 5 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

3 7 5 2 - 0 3.6 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0018

・精神疾患のある人から実際
に話を聞く、より精神障害を
身近に捉えることが出来た。
・シミュレーションで、精神疾
患を患う方との関わりについ
て体感することができてよ
かった。　　　　　　　　　　・天
気が悪い時は、JRの学生だ
けではなく全ての学生にzoom
などの措置が取対処を取って
欲しい。
・アセスメントは、領域によっ
て書き方が異なるため、どの
ように書けばいいのか教えて
ほしい。

当事者参加型の授業により、精神疾患
を身近に捉えることができたとのコメント
があり、次年度以降も継続する。また、
シミュレーションは、精神科臨床で経験
する場面について実態件することで精
神看護の理解が深まったと考える。本
科目が開講される時期は、雪による交
通傷害と重なる時期である。全員に対
する遠隔授業の措置についての希望が
あるが、演習科目の特性上困難な面が
あるため今後検討を行う。アセスメント
については、領域によって書き方が異な
るとあるが、基本は同様であるが例など
を示して理解の向上を図るように工夫す
る。

自由記載に関するコメント

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

評価得点は、全体平均とほぼ同様の値であった。開講
時期が大雪の時期と重なるため交通障害時の授業の
対応について継続的に検討を行う。講義全体としては、
当事者理解やシミュレーションによる精神看護の理解と
いう目的について肯定的なコメントが聞かれた点は評価
できる。肯定的なコメントの箇所については、次年度も継
続して実施していく。

科目名 （100142） A07410精神看護学Ⅲ

学科 看護学科 履修者数 97人

学年 3 回収数 17人

必修・選択の別 必修 回収率 17.5%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

11 3 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

8 5 1 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ２

11 3 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

10 4 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ４

9 5 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ５

8 5 0 1 - 0 4.4 4.7 Ｑ６

7 7 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ７

6 7 1 0 - 0 4.4 4.5 Ｑ８

8 5 1 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

7 5 2 0 - 0 4.4 4.5 Ｑ１０

7 5 2 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ１１

1 6 5 2 - 0 3.4 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0019

自由記載に関するコメント

後期の臨地実習終了後から始まる授業で、天候・新型
コロナ感染症もあり、さらに他の授業も大忙しで、身体的
にも精神的にも大変だったと思われます。
しかし、その中でも多くの学生は、真摯に授業やグルー
プワーク、課題に取り組むことができたのではないかと
考えています。
授業スライドが見にくい、誤字が多い等があり、学生さん
に迷惑をかけたかと思いますが、授業中に説明、訂正
等を行っていますので、自ら修正・メモを取ることを行っ
てもらいたいと思います。誤字はないようにしていきま
す。
学生も教員も気力・体力が必要な時期でもあったと思わ
れます。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

この科目は、4年次の在宅看護臨地実習へもつながり、
在宅療養者・家族の生活を看護師がどのように支えて
いくのかを学ぶ科目です。病院・施設等で行われる看護
と看護過程は同様ではありますが、療養者・家族の生活
を捉える視点加わり、広がります。
皆さんの日常生活の中からもヒントが沢山ありますの
で、毎日を大切に過ごすようにしてください。

科目名 （100143） A07610在宅看護論Ⅱ

学科 看護学科 履修者数 97人

学年 3 回収数 14人

必修・選択の別 必修 回収率 14.4%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

19 11 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

18 12 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ２

25 5 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

23 7 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

16 9 5 0 - 0 4.4 4.7 Ｑ５

18 10 2 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ６

20 9 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

18 12 0 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ８

16 13 1 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

15 14 1 0 - 0 4.5 4.5 Ｑ１０

13 13 4 0 - 0 4.3 4.6 Ｑ１１

4 8 14 4 - 0 3.4 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0020

自由記載に関するコメント
後期の臨地実習終了後から始まる授業で、天候・新型コロナ
感染症もあり、さらに他の授業も大忙しで、身体的にも精神的
にも大変だったと思われます。グループワークが多すぎるとの
意見があり、他の科目でもグループワークが多く、大変であっ
たかと思いますが、演習科目でもあり、栄養学科の学生との連
携・協働して話し合いを進めて行くこともこの科目では重要な
目的となっています。そのような中でも多くの学生は、真摯に授
業やグループワーク、課題に取り組めていたと思います。メー
ルで質問等をしてくる学生もいて、能動的に取り組んでいた学
生もいました。
学生さんからのコメントにも共感できる部分も沢山あり、次年度
へ反映させていきたいと考えています。
学生も教員も気力・体力が必要な時期でもあったと思われま
す。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

2学科の合同科目ということもあり、天候・交通機関のト
ラブルになかなかタイムリーに対応することが難しく、不
安な思いをさせてしまったという思いがあります。1学科
のみの科目ではないこと、それぞれの学科の授業スケ
ジュールがあることを理解していただければと思いま
す。皆さんのご意見・ご要望を次年度では改善していき
たいと考えています。

科目名 （100144） A08110多職種連携演習（看護）

学科 看護学科 履修者数 97人

学年 3 回収数 30人

必修・選択の別 必修 回収率 30.9%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

19 5 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

18 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

21 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ３

21 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ４

21 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ５

21 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

20 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

20 4 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

18 6 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

17 7 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ１０

20 4 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

0 5 10 9 - 0 2.8 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0021

現地学習での参加態
度をもう少し考慮して
頂けたら良い

現状は、事前学習や最終レ
ポートの配点が90%、参加態
度が10%です。現地講義の参
加態度は、標準装備です。
大学生として、レポートによ
り、学びを表現できるよう、訓
練していきましょう。

自由記載に関するコメント

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

・現地講義での住民さんや保健師との交流の機会
が、ヘルスプロモーション活動の学びを深化する重
要な体験であったと、評価を見て考えました。地域
包括ケアシステムの理解は、看護基礎教育での強
化が求められていますので、今年度同様の進め
方、評価方法で来年度も継続します。

科目名 （100145） A09510ヘルスプロモーション活動論

学科 看護学科 履修者数 38人

学年 3 回収数 24人

必修・選択の別 選択 回収率 63.2%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

5 1 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

6 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ２

6 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ３

4 2 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ４

6 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ５

6 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ６

6 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ７

6 0 0 0 - 0 5.0 4.5 Ｑ８

6 0 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ９

6 0 0 0 - 0 5.0 4.5 Ｑ１０

5 1 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

1 1 3 1 - 0 3.3 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0022

自由記載に関するコメント

楽しみながら英語文献を読みつつ、異文化理解を
深めることができて良かったです。
ご意見の中には、やや難易度の高い文献と感じら
れた方もいたようにお見受けします。その分だけ、１
つ１つの文節を一生懸命理解しようとしたのではな
いでしょうか。読解力は、そういったひとつひとつの
努力の積み重ねを経て、身につくものと理解してい
ます。
英文の教科書や参考書を読むのも良いとは思いま
すが、ご自身にとって興味の湧くトピックスのイン
ターネットの英文記事を読むことでも、読解力は身
に付きます。ぜひともお試しください。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

非常に高い満足度を得られて良かったです。
日本でも民族・文化の多様化が進んでいます。特
に医療現場では、言語・文化の両面で慣れない環
境に困窮する患者様と接することになるので、難し
い場面に遭遇するかもしれません。授業でも話しま
したが、頭ではなく、心で会話するつもりで接するこ
とが肝要です。それが異文化理解の第一歩です。

科目名 （100146） A09910看護英文講読

学科 看護学科 履修者数 18人

学年 3 回収数 6人

必修・選択の別 選択 回収率 33.3%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

21 8 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

21 9 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ２

23 7 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

24 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

20 9 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ５

21 8 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ６

21 9 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

18 11 1 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ８

21 7 2 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

18 11 1 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ１０

19 11 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１１

1 14 12 3 - 0 3.4 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0023

・ペアでのクリティーク演習を通し
て、論点を理解できた。
・ペアの学生が協力してくれない。
・資料がとても見やすかったのと、
難しい内容も段階的に説明され
て、理解できた。
・演習でクリティークの視点や良
い論文の書き方について理解が
深まった。
・先生がそれぞれのグループ毎に
ついているので相談や質問をしや
すい。
・学生のクリティークした文章を読
んで修正点を伝えてほしい。
・新しい科目のため、授業の具体
的な進行について共有されていな
い場面があった。

新カリキュラム初年度の科目であり様々
な意見が聞かれた。肯定的な点として
は、クリティークの実際の演習により理
解が深まった点が挙げられる。一方で、
ペアで実施することで片方の学生に負
担があるとのコメントがあるため、演習
方法については、次年度以降検討をお
こなう。各グループ毎に担当教員を配置
したことは学生が相談するのを容易に
する効果があるため継続する。レジュメ
については肯定的な意見が聞かれたた
め、次年度以降も理解を高める資料作
成に留意する。今年度からの科目であ
り、教員間での情報共有が不十分で
あった点については、次年度以降修正
する。

自由記載に関するコメント

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

評価得点は、全体平均とほぼ同様の値であった。クリ
ティークの理解については、学年別の到達度評価アン
ケートで毎年低い値になっている項目である。クリティー
ク演習を取り入れたり、グループで実施することで理解
が高まった点は評価できる。今年度からの新しい科目で
あり、情報共有等が不十分であった箇所については、次
年度以降修正を行っていく。

科目名 （100147） A10010看護研究の基礎

学科 看護学科 履修者数 97人

学年 3 回収数 30人

必修・選択の別 必修 回収率 30.9%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

10 3 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

9 4 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ２

9 2 2 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ３

10 2 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ４

9 3 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ５

10 2 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ６

11 1 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

11 1 1 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

11 2 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

9 4 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ１０

10 3 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

12 1 0 0 - 0 4.9 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0024

結果全体に対するコメント

回答率が13.7%であるため全体を表しているとは考
えられませんが2項目（授業方法の適切さ、授業計
画通りの遂行）を除く10項目で平均を上回り総じて
満足度が高い事がわかりました。特に予習・復習の
高さは、学生さんたちが主体的に研究に取り組み、
多くの時間を使ってまとめ上げた事を示しており、
今後さらなる学びにつながる事を期待します。

科目名 （100148） 16A581事例研究

学科 看護学科 履修者数 95人

学年 4 回収数 13人

必修・選択の別 必修 回収率 13.7%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

課題の枚数について多いというご意見がありまし
た。記載すべき項目としては妥当な側面もあると思
いますが、研究方法によっては異なる可能性もある
かも知れません。次年度から新規科目「看護研究」
となりますので、いただいた意見を担当者に伝えた
いと思います。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

21 1 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ１

21 1 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ２

21 1 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ３

19 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ４

19 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ５

20 2 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

19 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

18 4 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

18 4 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

17 5 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ１０

19 3 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ１１

5 10 6 1 - 0 3.9 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0025

結果全体に対するコメント

回収率が低いのは残念でしたが、評価点がとても
高く大変うれしく思います。予習復習も平均点を超
えていてよかったです。次年度も満足度の高い授
業を目指して取り組みます。

科目名 （100149） 16A601看護管理

学科 看護学科 履修者数 95人

学年 4 回収数 22人

必修・選択の別 必修 回収率 23.2%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

臨床看護管理者時代の体験を交えた講義が興味
深く、内容の理解につながった、との意見を多く頂
きました。今後も実例を交えながら、わかりやすく興
味を持てるような授業つくりに取り組みます。
　また、国試問題を多く取り入れているのも好評で
したので継続してまいります。
　統合実習へのモチベーションにつながったとのご
意見もありました。次年度の開講時期は統合実習
直前のではありませんが、実習まで関心を維持で
きるよう工夫していきたいと思います。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　臨地実習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

29 8 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

26 11 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ２

27 10 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ３

23 12 2 0 - 0 4.6 4.3 Ｑ４

7 20 10 0 - 0 3.9 4.2 Ｑ５

26 8 3 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ６

22 13 2 0 - 0 4.5 4.4 Ｑ７

28 9 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ８

16 18 3 0 - 0 4.4 4.5 Ｑ９

Ｑ１０

0099

全体的に平均値が高く、実習目標の達成に向けた内容として
適切であったといえる。とくに、これまでの実習状況を踏まえた
支援体制をとれたことが、平均値が高かった理由だと考える。
Q５の実習課題の記録物の量については、看護過程の展開に
関する記録が必須であることに加えて、病院実習で体験できな
い内容をレポート課題で代替えとしたため、課題の量が多く
なった。そのため平均値が低かったと考える。

自由記載に関するコメント

結果全体に対するコメント

<良かった点に対して>教員、指導教員、臨地実習指導者の指
導・サポート体制は、今後も実習目標の達成に向けて一人ひと
りに丁寧な指導が行えるようにしていきたい。学生のみなさん
にも主体的、能動的に学習することを期待したい。<改善点に
対して> 課題の量・提出期限については、対象者の状況や実
習目標の達成状況、学習量等に考慮して助言している。今後
は、学習意欲が維持できるような関わり方、課題の提出につい
て考慮していきたい。また、COVID-19に対応した実習のため
半日実習としている。実習時間に関わらず、実習に対応できる
学習方法や、時間管理、体調管理の方法を身につけてほし
い。指導者が不在時の対応は、みなさんが困らないように調整
する。レポートは、目標に沿った内容を記述するためには1800
字が妥当と考え設定したが、実習方法も併せて検討する。

1．オリエンテーションの内容は適切でしたか

2．この科目における実習の目的や目標は明確でしたか

3．教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わりましたか

4．教員と指導者は、連携をとりながら指導しましたか

5．実習課題や記録物の量は適切でしたか

6．教員や指導者に相談や質問ができる体制が整っていましたか

7．実習に使用する教材、参考文献の提示は適切でしたか

8．あなたは、実習に積極的に取り組みましたか

9．あなたは、実習の目標を達成できましたか

学年 4 回収数 37人

必修・選択の別 必修 回収率 38.9%

科目名 （300001） 16A481成人看護学臨地実習Ⅱ

学科 看護学科 履修者数 95人
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　臨地実習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

16 11 1 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ１

14 13 1 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ２

18 8 2 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ３

11 13 4 0 - 0 4.3 4.3 Ｑ４

11 10 5 2 - 0 4.1 4.2 Ｑ５

19 8 1 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ６

10 16 2 0 - 0 4.3 4.4 Ｑ７

22 6 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ８

10 16 2 0 - 0 4.3 4.5 Ｑ９

Ｑ１０

0100

科目名 （300002） 16A521母子看護学臨地実習Ⅱ

学科 看護学科 履修者数 95人

学年 4 回収数 28人

必修・選択の別 必修 回収率 29.5%

1．オリエンテーションの内容は適切でしたか

2．この科目における実習の目的や目標は明確でしたか

3．教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わりましたか

4．教員と指導者は、連携をとりながら指導しましたか

5．実習課題や記録物の量は適切でしたか

6．教員や指導者に相談や質問ができる体制が整っていましたか

7．実習に使用する教材、参考文献の提示は適切でしたか

8．あなたは、実習に積極的に取り組みましたか

9．あなたは、実習の目標を達成できましたか

今年度は病棟実習ができた人とできない人の差が
生じてしまったことは、不可抗力とはいえ申し訳なく
思っています。しかし、病院で実習できなかったこと
は残念ではありますが、その人達が楽をして得だっ
たということはないと思います。長い目で見れば、と
ても残念なことと思います。

自由記載に関するコメント

結果全体に対するコメント

・母性実習の1週目と2週目の課題に差があるとい
うことですが、病院実習時期に違いがあるため、今
後、課題内容について検討していきます。
・小児看護学実習のルーブリック評価が分かりづら
く評価しにくいとのことですが、評価方法の説明を
丁寧にして分かりやすくなる工夫をします。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　臨地実習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

6 3 1 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ１

7 3 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ２

9 0 0 1 - 0 4.7 4.6 Ｑ３

4 4 0 2 - 0 4.0 4.3 Ｑ４

5 4 0 1 - 0 4.3 4.2 Ｑ５

9 0 0 1 - 0 4.7 4.5 Ｑ６

4 3 2 1 - 0 4.0 4.4 Ｑ７

8 2 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ８

5 4 1 0 - 0 4.4 4.5 Ｑ９

Ｑ１０

0101

教育担当者（教員、インストラクター、臨床指導者）
間の連携を高めるために、実習の中間段階で情報
交換を行う。「7．実習に使用する教材、参考文献の
提示は適切でしたか」の点数が低い。授業の教科
書や配布資料に十分な情報があるが、それに気が
つかないせいだと思われるので、オリエンテーショ
ンで、強調する。

自由記載に関するコメント

結果全体に対するコメント

教員、インストラクター、臨床指導者間の連携が不
十分であるという指摘があった。新型コロナ感染症
の影響により、個々の状況への対処に追われて、
一貫性の確保や連携が不十分な点があった可能
性がある。実習施設ごとの方針の違いがあり一貫
性の確保は容易でないが、連携については、今
後、担当者間での連絡を密にし連携を強めて、わ
かりやすい指導になるように努める。また、学生が
質問しやすいように、教育担当者からの発問を多く
し、「学生の学習の程度」を確認するように努める。

1．オリエンテーションの内容は適切でしたか

2．この科目における実習の目的や目標は明確でしたか

3．教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わりましたか

4．教員と指導者は、連携をとりながら指導しましたか

5．実習課題や記録物の量は適切でしたか

6．教員や指導者に相談や質問ができる体制が整っていましたか

7．実習に使用する教材、参考文献の提示は適切でしたか

8．あなたは、実習に積極的に取り組みましたか

9．あなたは、実習の目標を達成できましたか

学年 4 回収数 10人

必修・選択の別 必修 回収率 10.5%

科目名 （300003） 16A531精神看護学臨地実習

学科 看護学科 履修者数 95人
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　臨地実習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

8 4 0 1 - 0 4.5 4.7 Ｑ１

8 5 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ２

6 3 2 2 - 0 4.0 4.6 Ｑ３

6 1 4 2 - 0 3.8 4.3 Ｑ４

4 5 4 0 - 0 4.0 4.2 Ｑ５

5 4 2 2 - 0 3.9 4.5 Ｑ６

5 3 3 2 - 0 3.8 4.4 Ｑ７

9 3 1 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ８

6 6 1 0 - 0 4.4 4.5 Ｑ９

Ｑ１０

0102

科目名 （300004） 16A541在宅看護臨地実習

学科 看護学科 履修者数 96人

学年 4 回収数 13人

必修・選択の別 必修 回収率 13.5%

1．オリエンテーションの内容は適切でしたか

2．この科目における実習の目的や目標は明確でしたか

3．教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わりましたか

4．教員と指導者は、連携をとりながら指導しましたか

5．実習課題や記録物の量は適切でしたか

6．教員や指導者に相談や質問ができる体制が整っていましたか

7．実習に使用する教材、参考文献の提示は適切でしたか

8．あなたは、実習に積極的に取り組みましたか

9．あなたは、実習の目標を達成できましたか

授業で学んだことと、現実とのギャップを感じた意
見もあり、ご最もであると思いました。学生が嫌な思
いをせずに実習できるよう、施設側へのお願い、学
生のフォローに教員として対応を取り組んでいかな
ければならないと思いました。

自由記載に関するコメント

結果全体に対するコメント

臨地実習のため、実習施設やコロナの感染状況で施設によって実習時間
や方法が異なってしまうことは学生さんにはじめのオリエンテーションでお
話しています。実習時間に差が生じることは致し方ないことです。オリエン
テーションでは、各施設の詳細まで至っていませんでした。施設の状況に応
じて、臨機応変に対応するとこも必要となっていました。
実習施設側へは、あらかじめzoomであったり、訪問したりで実習方法につ
いて打ち合わせをしていますが、実習施設側のスタッフすべてに理解しても
らえてなかったこともあり、様々な面で学生さんの戸惑いも理解できます。
可能な限り、ある環境の中で良い実習ができるように調整しています。教員
の体制も他学年の授業をしながら実習指導もするということに対して、十分
に指導を受けられなかった感がある学生さんもいるようですので、今後は検
討を重ねていきたいと思います。
5回のカンファレンスは必要がないとの意見がありますが、在宅看護の理
解、対象理解のために必要です。
レポートについても参考文献を用いて記述することも学生さんには必要なこ
とです。0
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　臨地実習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

86 7 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ１

90 3 0 0 - 0 5.0 4.9 Ｑ２

84 9 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

82 11 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ４

72 19 2 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ５

81 11 1 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

84 8 1 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

83 10 0 0 - 0 4.9 4.9 Ｑ８

62 31 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

Ｑ１０

0093

科目名 （300007） 30000122A08410_基礎看護学臨地実習Ⅰ

学科 看護学科 履修者数 105人

学年 1 回収数 93人

必修・選択の別 必修 回収率 88.6%

実習先をもう少し早めに教えてほしいとの意見があ
りましたので、検討していきたいと思います。

1．オリエンテーションの内容は適切でしたか

2．この科目における実習の目的や目標は明確でしたか

3．教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わりましたか

4．教員と指導者は、連携をとりながら指導しましたか

5．実習課題や記録物の量は適切でしたか

6．教員や指導者に相談や質問ができる体制が整っていましたか

7．実習に使用する教材、参考文献の提示は適切でしたか

8．あなたは、実習に積極的に取り組みましたか

9．あなたは、実習の目標を達成できましたか

自由記載に関するコメント

結果全体に対するコメント

基礎実習Ⅰ-1は学内実習、基礎実習Ⅰ-2は臨地
実習（病院）と学内実習（施設）での展開でした。特
に病院実習では実際の現場に触れることで印象に
残ったことが多かったようですね。基礎実習Ⅰを通
して、対象者にとっての療養環境、多職種連携や医
療の提供、看護の実践、臨床現場の雰囲気、各施
設の役割や特徴、対象者への援助内容などとても
多くのことを学び深められていました。今回の学び
を今後の学習につなげていってください。
また、実習オリエンテーションがわかりやすかったと
高評価を受けました。今後も初めて行う実習が少し
でも不安なく、有意義なものになるように、オリエン
テーションの充実を図っていきたいと思います。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　臨地実習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

64 19 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ１

69 15 0 0 - 0 4.8 4.9 Ｑ２

71 12 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

64 15 4 1 - 0 4.7 4.7 Ｑ４

47 28 8 1 - 0 4.4 4.6 Ｑ５

63 19 2 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

63 20 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

72 12 0 0 - 0 4.9 4.9 Ｑ８

52 31 0 1 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

Ｑ１０

0094

感染拡大により、急遽学内実習となってしまった学
生もいますが、学内でも臨床に近い状況を再現し、
実習プログラムを実施できたことは評価されまし
た。臨地実習が出来ることが一番望ましいですが、
不慮の事態に備えて学内で臨地に近い状況を再現
できる実習プログラムの作成を今後も継続していき
たいと考えます。

自由記載に関するコメント

結果全体に対するコメント

病院実習では、臨床指導者から直接指導が受けら
れ、学内実習では記録の指導を丁寧に教えてくれ
たと評価を頂きました。反対に、教員によって指導
内容が異なるというご意見もありました。教員は一
定の基準の下に指導をしていますが、実習場面は
一人ひとり異なります。教員は、学生一人ひとりの
学習進度に合わせて指導をしていますので、場面
が違うと、違う言い方になる場合もあります。その際
はぜひ直接その場で教員に尋ねてみて下さい。コ
ロナ禍で日々状況が変わり、教員も対応しきれなっ
た場面があったことは事実ですので、頂いたご意見
は次年度に活かしたいと思います。

1．オリエンテーションの内容は適切でしたか

2．この科目における実習の目的や目標は明確でしたか

3．教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わりましたか

4．教員と指導者は、連携をとりながら指導しましたか

5．実習課題や記録物の量は適切でしたか

6．教員や指導者に相談や質問ができる体制が整っていましたか

7．実習に使用する教材、参考文献の提示は適切でしたか

8．あなたは、実習に積極的に取り組みましたか

9．あなたは、実習の目標を達成できましたか

学年 2 回収数 84人

必修・選択の別 必修 回収率 84.0%

科目名 （300008） 30000220A08410_基礎看護学臨地実習Ⅱ

学科 看護学科 履修者数 100人
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　臨地実習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

16 13 4 2 - 0 4.2 4.8 Ｑ１

26 9 0 0 - 0 4.7 4.9 Ｑ２

21 11 3 0 - 0 4.5 4.8 Ｑ３

19 11 4 1 - 0 4.4 4.7 Ｑ４

27 7 1 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ５

21 9 5 0 - 0 4.5 4.8 Ｑ６

22 11 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

29 6 0 0 - 0 4.8 4.9 Ｑ８

23 11 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

Ｑ１０

0095

科目名 （300009） A08710老年看護学臨地実習Ⅰ

学科 看護学科 履修者数 99人

学年 2 回収数 35人

必修・選択の別 必修 回収率 35.4%

1．オリエンテーションの内容は適切でしたか

2．この科目における実習の目的や目標は明確でしたか

3．教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わりましたか

4．教員と指導者は、連携をとりながら指導しましたか

5．実習課題や記録物の量は適切でしたか

6．教員や指導者に相談や質問ができる体制が整っていましたか

7．実習に使用する教材、参考文献の提示は適切でしたか

8．あなたは、実習に積極的に取り組みましたか

9．あなたは、実習の目標を達成できましたか

総じて低い評価となっています。相次ぐ状況変化
（コロナ発生による直前の実習中止や出席停止）が
あったとは言え、そもそもの計画に無理があったと
考える必要あるのではないかと思います。今回のよ
うな事の無いよう、次年度はできるだけ学生間に経
験の差が少ない実習計画を策定したいと考えま
す。

自由記載に関するコメント

結果全体に対するコメント

体験の差について改善すべき点がある事が良くわ
かりました。また、レポートや記録提出についても負
担の差を最小限にできるよう検討したいと思いま
す。オリエンテーションが時間の関係で施設毎に実
施できなかった点は特に次年度丁寧に実施できる
よう改善します。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　臨地実習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

36 1 0 1 - 0 4.9 4.8 Ｑ１

32 6 0 0 - 0 4.8 4.9 Ｑ２

32 4 1 1 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

28 8 1 1 - 0 4.7 4.7 Ｑ４

22 14 1 1 - 0 4.5 4.6 Ｑ５

29 8 0 1 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

24 11 3 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

35 3 0 0 - 0 4.9 4.9 Ｑ８

19 17 1 1 - 0 4.4 4.6 Ｑ９

Ｑ１０

0096

全体的に平均点が高い結果となりましたが、Q9の目標
達成が他項目よりも低値を示した点については、一部の
学生が学内実習プログラムとなったことによる影響と推
察されます。また、Q2/5/6/7は全体平均を若干下回っ
ており、記録や教員・指導者との関わりに対し低評価を
示した学生がいたことから、今後とも臨床側と連携を図
り、実習環境の調整を行って参ります。

自由記載に関するコメント

結果全体に対するコメント

＜良かった点＞「疑問があるとすぐに聞くことができる環
境であった」「中間面接があったことで目標達成度を確
認しながら実習を進められた」→　良かった点につきまし
ては今後も活かして参ります。

＜改善してほしい点＞「行動計画や毎日の評価といった
記録の書き方がわからず、途中でクラスルームにアップ
された書き方の動画は実習前にアップしておくほうがス
ムーズに書けるのではないかと思った」→　実習記録に
ついては実習要項の記載やオリエンテーションでの説明
（説明動画を含む）について検討致します。また、実習に
関する記録の管理については臨床指導者を含め注意
喚起をして参ります。

1．オリエンテーションの内容は適切でしたか

2．この科目における実習の目的や目標は明確でしたか

3．教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わりましたか

4．教員と指導者は、連携をとりながら指導しましたか

5．実習課題や記録物の量は適切でしたか

6．教員や指導者に相談や質問ができる体制が整っていましたか

7．実習に使用する教材、参考文献の提示は適切でしたか

8．あなたは、実習に積極的に取り組みましたか

9．あなたは、実習の目標を達成できましたか

学年 3 回収数 38人

必修・選択の別 必修 回収率 39.2%

科目名 （300010） A08510成人看護学臨地実習Ⅰ

学科 看護学科 履修者数 97人
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　臨地実習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

26 3 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ１

24 4 1 0 - 0 4.8 4.9 Ｑ２

16 11 2 0 - 0 4.5 4.8 Ｑ３

20 3 5 1 - 0 4.4 4.7 Ｑ４

19 9 0 1 - 0 4.6 4.6 Ｑ５

22 4 3 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

21 6 2 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

24 4 1 0 - 0 4.8 4.9 Ｑ８

16 11 2 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

Ｑ１０

0097

科目名 （300011） A08610成人看護学臨地実習Ⅱ

学科 看護学科 履修者数 95人

学年 3 回収数 29人

必修・選択の別 必修 回収率 30.5%

1．オリエンテーションの内容は適切でしたか

2．この科目における実習の目的や目標は明確でしたか

3．教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わりましたか

4．教員と指導者は、連携をとりながら指導しましたか

5．実習課題や記録物の量は適切でしたか

6．教員や指導者に相談や質問ができる体制が整っていましたか

7．実習に使用する教材、参考文献の提示は適切でしたか

8．あなたは、実習に積極的に取り組みましたか

9．あなたは、実習の目標を達成できましたか

全日程臨床、一部臨床、全日程学内と様々な実習
形態により全体的に満足度は低く、特に項目3と４
は全体平均より0.3低く指導側の連携や学生を尊重
した関わりの不足感を招いていたと推察します。指
導側での連携、急な変更時の学生への配慮や学
習支援の強化に努めます。

自由記載に関するコメント

結果全体に対するコメント

<改善点＞＜要望＞
・病院実習と学内実習の拘束時間、課題内容、評
価基準への不平等感に対しては、実習形態の違い
があっても到達させたい目標やその評価基準は同
様で大きく変更はできません。しかし、拘束時間や
課題内容などの不公平感が生じないよう工夫・改
善に努めます。　    　　　　　　　　　　　　　　  ・急な
実習形態の変更に伴うプログラムの統一への要望
に対しては、それぞれ進捗状況が異なるため、統
一プログラムの提示は難しいが、変更プログラムは
統一感があるよう担当教員と科目責任者とで相談
の上提示に努めます。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　臨地実習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

20 2 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ１

19 3 0 0 - 0 4.9 4.9 Ｑ２

18 4 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

16 5 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ４

18 3 1 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ５

17 5 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

15 7 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

20 2 0 0 - 0 4.9 4.9 Ｑ８

13 9 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

Ｑ１０

0098

科目名 （300012） A08810老年看護学臨地実習Ⅱ

学科 看護学科 履修者数 97人

学年 3 回収数 22人

必修・選択の別 必修 回収率 22.7%

1．オリエンテーションの内容は適切でしたか

2．この科目における実習の目的や目標は明確でしたか

3．教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わりましたか

4．教員と指導者は、連携をとりながら指導しましたか

5．実習課題や記録物の量は適切でしたか

6．教員や指導者に相談や質問ができる体制が整っていましたか

7．実習に使用する教材、参考文献の提示は適切でしたか

8．あなたは、実習に積極的に取り組みましたか

9．あなたは、実習の目標を達成できましたか

全ての項目において平均かそれ以上の評価となっ
ており回答して下さった方の満足度が高い実習で
あったことがわかります。ただし回答率が低いた
め、全体を表していない可能性があります。

自由記載に関するコメント

結果全体に対するコメント

フォーカスアセスメント立案2日後に1回目の評価
実施は確かに難しい点があります。実習日程や患
者さんの状況によっても臨機応変に対応・変更す
る余地はあるかと思いますので今後検討していき
たいと思います。
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小児看護学臨地実習 
（3年次履修者 31人、実質回答率 64.5％） 



２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　臨地実習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

19 1 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ１

20 0 0 0 - 0 5.0 4.9 Ｑ２

20 0 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ３

17 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ４

20 0 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ５

20 0 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ６

18 2 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

20 0 0 0 - 0 5.0 4.9 Ｑ８

14 6 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

Ｑ１０

小児と
の看護

0099

科目名 （300013） A08910小児看護学臨地実習

学科 看護学科 履修者数 95人

学年 3 回収数 20人

必修・選択の別 必修 回収率 21.1%

1．オリエンテーションの内容は適切でしたか

2．この科目における実習の目的や目標は明確でしたか

3．教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わりましたか

4．教員と指導者は、連携をとりながら指導しましたか

5．実習課題や記録物の量は適切でしたか

6．教員や指導者に相談や質問ができる体制が整っていましたか

7．実習に使用する教材、参考文献の提示は適切でしたか

8．あなたは、実習に積極的に取り組みましたか

9．あなたは、実習の目標を達成できましたか

全体的に実習に関する満足度が高かったようで、
安心しました。実習施設と患者さんの確保が難しい
状況ですが、よりリアルな学びを追求して今後も準
備を進めます

自由記載に関するコメント

結果全体に対するコメント

・小児との看護を通し
て、小児のそれぞれ
の発達段階を踏まえ
た、目的のある看護の
重要性について数多く
のことを学べた
・施設実習にいけな
かったのは残念でした
が、講義の内容・課題
の発表などから重症
心身障害児について
理解を深めることがで
きた

実習施設の確保が難しい
中、臨地のご協力により、
様々な学びができたことをう
れしく思います。小児看護の
魅力に気付いて頂いたこと
は、私たち小児看護の教員
にとって最もうれしい学びで
す。
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母性看護学臨地実習 
（3年次履修者 28人、実質回答率 14.3％） 



２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　臨地実習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

4 0 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ１

4 0 0 0 - 0 5.0 4.9 Ｑ２

4 0 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ３

3 1 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

2 1 1 0 - 0 4.3 4.6 Ｑ５

3 1 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

3 1 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

4 0 0 0 - 0 5.0 4.9 Ｑ８

2 2 0 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

Ｑ１０

0100

科目名 （300014） A09010母性看護学臨地実習

学科 看護学科 履修者数 95人

学年 3 回収数 4人

必修・選択の別 必修 回収率 4.2%

1．オリエンテーションの内容は適切でしたか

2．この科目における実習の目的や目標は明確でしたか

3．教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わりましたか

4．教員と指導者は、連携をとりながら指導しましたか

5．実習課題や記録物の量は適切でしたか

6．教員や指導者に相談や質問ができる体制が整っていましたか

7．実習に使用する教材、参考文献の提示は適切でしたか

8．あなたは、実習に積極的に取り組みましたか

9．あなたは、実習の目標を達成できましたか

1週間での病棟実習及び地域母子保健について、
到達目標に達成できるように、次年度も、積極的に
実習に取り組めるようにしていきたいと思います。

自由記載に関するコメント

結果全体に対するコメント

母性看護学で学んだ看護技術（ケア）に関して、実
践することができたとのコメントがありました。今後
も、母性看護学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲで学んだことを実践できる
ように支援していきたいと思います。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　臨地実習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

19 2 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ１

16 5 0 0 - 0 4.8 4.9 Ｑ２

13 6 2 0 - 0 4.5 4.8 Ｑ３

12 6 3 0 - 0 4.4 4.7 Ｑ４

8 8 3 2 - 0 4.0 4.6 Ｑ５

15 5 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

11 9 1 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ７

17 4 0 0 - 0 4.8 4.9 Ｑ８

11 10 0 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

Ｑ１０

0101

全ての項目が4.0以上の評価であり、概ねよい評価
を得られたと考える。Q5の「実習課題や記録物の
量の適切性」については課題と思われる。今後改
善策を検討したい。

自由記載に関するコメント

結果全体に対するコメント

管理職やリーダーの役割・働く環境により近い複数受け
持ちについて学べた、教員や指導者のサポートが充実し
ていたといった意見をいただき、大変嬉しく思いました。4
年生最後の実習として多くの学びが得られるように、今後
も実習施設と連携し皆さんの学びをサポートしていきたい
と思います。一方で、学内実習と病院実習では課題の量
に差があるといった意見もありました。課題内容について
再検討したいと思います。同時にコロナ禍での実習で
あったため、学内実習と病院実習で課題の量を均等にす
ることは現実難しかったです。そのため一人一人が自分
の課題に納得して取り組めるように、なぜその課題を提
示する必要があるのか、今後は皆さんにさらに丁寧に説
明していきたいと思います。

1．オリエンテーションの内容は適切でしたか

2．この科目における実習の目的や目標は明確でしたか

3．教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わりましたか

4．教員と指導者は、連携をとりながら指導しましたか

5．実習課題や記録物の量は適切でしたか

6．教員や指導者に相談や質問ができる体制が整っていましたか

7．実習に使用する教材、参考文献の提示は適切でしたか

8．あなたは、実習に積極的に取り組みましたか

9．あなたは、実習の目標を達成できましたか

学年 4 回収数 21人

必修・選択の別 必修 回収率 21.9%

科目名 （300015） 16A551統合看護臨地実習

学科 看護学科 履修者数 96人
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

47 12 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

47 13 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

51 8 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

46 13 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

44 15 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ５

44 15 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

40 18 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

40 19 1 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ８

45 13 2 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

40 18 2 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

41 17 1 1 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

0 1 9 50 - 0 2.2 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0032

結果全体に対するコメント

   意欲的に学んでいたと思います。今後も自己学
習を高めるように工夫をしたいと思います。

科目名 （100034） B00510人間形成とキャリアデザインⅠ（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 94人

学年 1 回収数 60人

必修・選択の別 必修 回収率 63.8%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

   授業を通して、自分の将来についてじっくりと考え
ることができた、自分自身を見つめる良い機会に
なったなど、前向きなご意見を多数いただき、うれし
く思います。授業時間内に完成させて提出するレ
ポートが多いのですが、短時間に自分の意見をわ
かりやすくまとめる能力は重要ですので、今後も継
続していきたいと思います。

0

1

2

3

4

5

Ｑ１ 

Ｑ２ 

Ｑ３ 

Ｑ４ 

Ｑ５ 

Ｑ６ Ｑ７ 

Ｑ８ 

Ｑ９ 

Ｑ１０ 

Ｑ１１ 

＜評価レーダーチャート＞ 平均 

全体平均 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ５ Ｑ６ Ｑ７ Ｑ８ Ｑ９ Ｑ１０ Ｑ１１ Ｑ１２ 

＜回答分布＞ 5

4

3

2

1

無回答 



２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

51 10 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

48 14 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

49 13 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

49 13 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

43 14 4 1 - 0 4.6 4.8 Ｑ５

46 15 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

43 17 2 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

38 23 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

45 17 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

39 19 4 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

42 17 3 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

1 3 17 41 - 0 2.4 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0033

自由記載に関するコメント

毎回の授業のねらい、ブレイクアウトルームでの分
かち合うテーマを明確に説明していなかったこと、
ブレイクアウトルームの時間設定への配慮に欠け
ていたことを反省しています。グループでのシェア
は、他の人の思っていること、気づいたこと、考えた
ことを聞くことで、自分の理解が広がり、新たな気づ
きを得ることをねらいとしていました。ブレイクアウト
ルームでシェアする意図・目的を明確に説明するべ
きでした。
最終回の授業日の変更については、申し訳なく
思っています。オンデマンドにて、行うべきでした。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

説明が多く、主体的な学びを重視した展開でなかっ
たこと、日常生活に活かせる学びと気づきを導くこ
とができなかったことを反省しています。遠隔であっ
ても、理解を深めるワークを取り入れ、学生自らが
主体的に考え、予習・復習に取り組めるような授業
内容の精選を次年度の課題としたい。

科目名 （100035） B04010人間関係論（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 94人

学年 1 回収数 62人

必修・選択の別 必修 回収率 66.0%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

45 24 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

47 21 2 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ２

65 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

57 12 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

56 12 2 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

47 21 2 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ６

52 18 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

43 27 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

51 19 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

39 29 2 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ１０

46 24 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１１

1 18 27 24 - 0 2.9 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0034

自由記載に関するコメント

授業へのコメントをいただきありがとうございました。
動画の解説文に対して「わかりやすい」「復習しやす
い」との好意的なコメントをいただき嬉しかったです。
資料をデジタルデータだけでなく印刷して渡してほし
いとのご意見も２、３寄せられました。これについては
貴学の事務方にお伝えしておきます。レポートの評
価基準と採点方法について知りたいとのコメントもい
ただきました。事前・事後に基準を提示すべきであっ
たと反省しました。本講義の毎回の小レポートは10
点満点です。講義内容の理解が達成されている場合
に８点、それに加えて深く考察されている場合に９
点、さらにオリジナルな視点が加わっていたり、ご自
身の中の他の知識との新たなネットワーキングがで
きている場合に10点をつけています。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

全体平均とそれほど遜色ない授業評価をいただき
安堵しています。Q2については自由記述でもご指
摘いただいたレポートの採点基準が影響したかと
思います。Q6については遠隔授業という限界もあ
りましたが、即時的に確認できるメールアドレスの
公開などの改善方法も検討したいと思います。

科目名 （100036） B04110生涯発達論（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 94人

学年 1 回収数 70人

必修・選択の別 必修 回収率 74.5%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

45 40 5 0 - 0 4.4 4.7 Ｑ１

55 35 0 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ２

44 37 9 0 - 0 4.4 4.8 Ｑ３

61 28 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

53 34 3 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ５

51 35 4 0 - 0 4.5 4.8 Ｑ６

46 39 3 2 - 0 4.4 4.7 Ｑ７

16 37 37 0 - 0 3.8 4.6 Ｑ８

22 47 20 1 - 0 4.0 4.6 Ｑ９

30 42 17 1 - 0 4.1 4.6 Ｑ１０

25 58 6 1 - 0 4.2 4.7 Ｑ１１

4 16 42 28 - 0 3.0 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0035

自由記載に関するコメント

改善してほしい点としていただいたご意見は、真摯
に受け止め改善に努めます。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

昨年度に比べ多くの設問で0.2～0.5ポイント低値と
なりました。昨年はオンデマンド授業、今年は体育
館での対面授業であったことが、大きな原因と考え
ます。学習効果を高めるために、コロナ後もオンデ
マンド授業の長所を取り入れた授業を展開したいと
考えます。

科目名 （100037） B04710生化学Ⅰ

学科 栄養学科 履修者数 94人

学年 1 回収数 90人

必修・選択の別 必修 回収率 95.7%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

59 26 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

62 23 0 1 - 0 4.7 4.8 Ｑ２

56 29 1 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ３

68 18 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

61 23 2 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ５

65 19 2 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

62 24 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

40 42 2 2 - 0 4.4 4.6 Ｑ８

45 37 3 1 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

45 38 1 2 - 0 4.5 4.6 Ｑ１０

54 29 2 1 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

9 26 35 16 - 0 3.3 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0036

結果全体に対するコメント

レジメの最初のページに復習課題と予習課題を示
して、次回にこの内容で小テストを行う、という前期
の方法は、多くの学生さんに好評だったので、後期
の形態機能学Ⅱでもこの方法を続けます。

科目名 （100038） B04910形態機能学Ⅰ（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 94人

学年 1 回収数 86人

必修・選択の別 必修 回収率 91.5%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

①学生さんが復習課題と予習課題を毎回学習する
ことで、知識を徐々に増やしていったことは、喜ばし
い限りです。小テストの目的は正にそこにありま
す。②授業は、管理栄養士という国家資格を要する
職業につくことを前提に行っているので、難しいの
は当然です。授業についていくためには、予習が必
要です。③マイクの音量が小さいという御意見が
あったので、後期の授業開始前に音量を確認して
おきます。④小テストの解答用紙が自分にわたって
いないときには、挙手をするか、問題用紙に解答を
書いて出してください。解答用紙が出ていないから
即０点にした、ということはありません。0
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

35 40 12 1 - 0 4.2 4.7 Ｑ１

44 43 1 0 - 0 4.5 4.8 Ｑ２

45 39 4 0 - 0 4.5 4.8 Ｑ３

64 21 3 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

48 34 5 1 - 0 4.5 4.8 Ｑ５

53 33 2 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ６

49 34 4 1 - 0 4.5 4.7 Ｑ７

7 42 37 2 - 0 3.6 4.6 Ｑ８

13 49 25 1 - 0 3.8 4.6 Ｑ９

19 46 20 3 - 0 3.9 4.6 Ｑ１０

24 49 15 0 - 0 4.1 4.7 Ｑ１１

3 25 39 21 - 0 3.1 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0037

結果全体に対するコメント

昨年度に比べ多くの設問で0.1～0.6ポイント低値と
なりました。昨年はオンデマンド授業、今年は体育
館での対面授業であったことが、大きな原因と考え
ます。学習効果を高めるために、コロナ後もオンデ
マンド授業の長所を取り入れた授業を展開したいと
考えます。

科目名 （100039） B05110有機化学

学科 栄養学科 履修者数 92人

学年 1 回収数 88人

必修・選択の別 選択 回収率 95.7%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

改善してほしい点としていただいたご意見は、真摯
に受け止め改善に努めます。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

57 19 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

64 12 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

69 7 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

67 8 1 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

60 15 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

57 18 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

63 13 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

44 31 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

49 26 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

51 25 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１０

58 18 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

3 5 35 33 - 0 2.7 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0038

自由記載に関するコメント

スライドの字が見づらい、プリントで穴埋めする言
葉が見つけにくいといった意見が散見された。特に
後ろの方に座っている学生からの意見だと思うが、
今以上にスライドの字を大きくすることができない
ので、照明を調節して少しでもスライドが見やすくな
る様に工夫したい。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

評価自体は悪くないので安心したが、２０％弱の学
生が評価を出していないので、アンケートのとり方
を改善したい。

科目名 （100040） B05810食品科学Ⅰ

学科 栄養学科 履修者数 94人

学年 1 回収数 76人

必修・選択の別 必修 回収率 80.9%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

57 28 4 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

58 26 4 1 - 0 4.6 4.8 Ｑ２

71 16 2 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

75 14 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

53 31 5 0 - 0 4.5 4.8 Ｑ５

82 7 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

64 21 3 1 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

39 47 3 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ８

49 37 3 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

62 25 2 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１０

55 31 3 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

2 8 29 50 - 0 2.6 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0039

自由記載に関するコメント

講義内容に対して国試形式の小テストが難しい、
合っていないというご指摘が多いため、小テストの
バランスとタイミングを見直します。資料の穴埋め
等の希望もありましたが、書くことに集中してしまっ
たり単語だけ覚えてほしいわけではないため、眠く
ならない授業展開と自宅での学習へつながる方法
を検討します。具体的には小テストの改善と併せ
て、授業中の単元ごとの確認テストを行うことなどを
考えています。体育館での講義で目の行き届かな
い部分やスクリーンの見やすさについては都度修
正できずすみませんでした。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

予習・復習の項目が低いため、事前に教科書を読
むことや授業の復習となるものをさらに提示し、増
やしたいと思います。小テストや授業中の理解度の
確認についても工夫を行い、授業内容の理解と満
足度の向上を目指します。

科目名 （100041） B06110調理学

学科 栄養学科 履修者数 94人

学年 1 回収数 89人

必修・選択の別 必修 回収率 94.7%

0

1

2

3

4

5

Ｑ１ 

Ｑ２ 

Ｑ３ 

Ｑ４ 

Ｑ５ 

Ｑ６ Ｑ７ 

Ｑ８ 

Ｑ９ 

Ｑ１０ 

Ｑ１１ 

＜評価レーダーチャート＞ 平均 

全体平均 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ５ Ｑ６ Ｑ７ Ｑ８ Ｑ９ Ｑ１０ Ｑ１１ Ｑ１２ 

＜回答分布＞ 5

4

3

2

1

無回答 



２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

21 14 0 1 - 0 4.5 4.7 Ｑ１

18 16 2 0 - 0 4.4 4.8 Ｑ２

21 14 1 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ３

18 15 3 0 - 0 4.4 4.8 Ｑ４

15 11 7 3 - 0 4.1 4.8 Ｑ５

15 11 8 2 - 0 4.1 4.8 Ｑ６

19 15 1 1 - 0 4.4 4.7 Ｑ７

18 16 2 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ８

19 14 2 1 - 0 4.4 4.6 Ｑ９

17 15 3 1 - 0 4.3 4.6 Ｑ１０

14 15 6 1 - 0 4.2 4.7 Ｑ１１

0 9 13 14 - 0 2.9 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0040

自由記載に関するコメント

　良かった点として、グループワークを通して、友達
と話し合いながら、内容をまとめた授業を複数の学
生が挙げており、それらの学生については、授業の
目的が達せられたのではないかと考えます。

　改善して欲しい点と意見・要望として挙げられたも
のとして、土曜日の４時間目のzoom授業について、
他の日時にしてほしいということが複数の学生から
挙げられています。授業時間の設定は、大学の他
の授業および講師の予定が合致したのが、土曜日
の午後のこの時間のみで、致し方ないものでした。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

　本授業では、2年生と3年生の100名以上の学生さん
が、ZoomとGoogleの共有ファイルを使って、ミニ講義
とグループワークによる、まとめを行い、その成果は
pdfファイルとして保存されています。このような通常と
異なった授業に対して、評価のほとんどの項目で、４
及び５の評価が多くを占めていたことは、目的がほぼ
到達されたのではないかと考えます。

科目名 （100042） B04310医療概論

学科 栄養学科 履修者数 107人

学年 2 回収数 36人

必修・選択の別 選択 回収率 33.6%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

11 6 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

13 4 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

8 9 0 0 - 0 4.5 4.8 Ｑ３

10 7 0 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ４

12 5 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ５

12 5 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

12 5 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

8 9 0 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ８

9 8 0 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

9 8 0 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ１０

8 9 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ１１

0 4 4 9 - 0 2.7 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0041

結果全体に対するコメント

科目名 （100043） B05510病理学

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 17人

必修・選択の別 必修 回収率 18.7%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

49 8 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

50 7 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

49 8 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

51 6 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

50 7 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

49 8 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

50 6 1 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

45 12 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

46 11 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

42 15 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１０

49 8 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１１

1 18 25 13 - 0 3.1 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0042

結果全体に対するコメント

食品衛生学での目標を概ね達成できたと思われま
す。今後も視聴覚教材を活用しながら、講義以外の
時間においても自主的に学ぶことができるよう工夫
していきます。

科目名 （100044） B06610食品衛生学

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 57人

必修・選択の別 必修 回収率 62.6%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

・食品衛生学の内容には、食中毒や細菌の特徴に
ついてなどがあり、日常生活に活用することができ
るという記載が複数ありました。
ぜひQOLの向上に役立ててください。
・試験について、もう少し難しくてもよいとの記載が
ありました。しっかり勉強をした成果ではないかと思
いますが、次年度に向けての参考にさせて頂きま
す。
・小テストについての記載がありましたが、食品衛
生学の講義では小テストは行っておりませんので、
他の科目のことではないかと思われます。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

38 13 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

42 9 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

43 8 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

39 12 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

34 15 1 1 - 0 4.6 4.8 Ｑ５

37 11 3 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

39 12 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

29 22 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

31 18 2 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

33 16 2 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

31 18 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

0 11 22 18 - 0 2.9 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0043

結果全体に対するコメント

  皆さんが遠隔授業に慣れてきて、スムーズに課題
提出ができており意欲的に学んでいたと思います。
今後も自己学習を高めるように工夫をしたいと思い
ます。

科目名 （100045） B07110応用栄養学Ⅰ

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 51人

必修・選択の別 必修 回収率 56.0%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

   全ての授業を遠隔で行いましたが、毎回ミニテス
トを行うことにより、少しずつ復習の習慣が身につ
いたと思います。食事摂取基準は、覚えることが多
いため、今までのように最後に定期試験を行うよ
り、ミニテストの実施によりポイントを理解して記憶
にとどめることができたと思います。今後も国家試
験合格につながるような資料（後から見てもわかる
ような内容）を心がけます。

0

1

2

3

4

5

Ｑ１ 

Ｑ２ 

Ｑ３ 

Ｑ４ 

Ｑ５ 

Ｑ６ Ｑ７ 

Ｑ８ 

Ｑ９ 

Ｑ１０ 

Ｑ１１ 

＜評価レーダーチャート＞ 平均 

全体平均 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ５ Ｑ６ Ｑ７ Ｑ８ Ｑ９ Ｑ１０ Ｑ１１ Ｑ１２ 

＜回答分布＞ 5

4

3

2

1

無回答 



２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

48 6 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

46 8 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

47 7 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

47 6 1 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

44 9 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

49 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

43 11 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

41 13 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

45 9 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

46 8 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ１０

42 12 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

1 12 22 19 - 0 2.9 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0044

結果全体に対するコメント

さらに満足度の高い授業になるよう、授業改善に努
めます。

科目名 （100046） B07810栄養教育論Ⅰ

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 54人

必修・選択の別 必修 回収率 59.3%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

良かった点について記載してくださって、ありがとう
ございます。授業改善の励みになります。
一方、「記述が多いレポートの日は提出期限を延ば
すなど、焦って書く必要のないように前半も対応し
てもらいたかった。」とのご意見をいただきましたの
で、対応するようにします。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

55 33 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

54 33 1 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ２

70 18 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

65 21 2 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

60 27 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ５

65 22 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

51 36 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

41 44 3 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ８

55 28 5 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

55 31 2 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

53 34 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

13 43 22 10 - 0 3.7 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0045

自由記載に関するコメント

「資料を毎回配布してほしい。」とのコメントをいただ
きました。今後は資料を配布することにします。「席
を固定して欲しい」とのコメントをいただきました。今
後は席を固定したいと思います。「レジュメでわかり
にくいところがあった」とのコメントをいただきまし
た。わかりやすい授業を心がけていきたいと思いま
すが、この授業は臨床栄養学の初めての科目で
す。これから4年生まで、何度も繰り返し学ぶこと
で、理解を深めることが出来ると良いと考えていま
す。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

　予習復習にかける時間が全体平均より多い結果
でした。予習復習について具体的な内容を提示し
て、その成果を提出したために時間が必要だったと
思います。今後も自分自身で考え、理解する学びを
深めることが出来るように工夫していきたいと考え
ています。

科目名 （100047） B08510臨床栄養学Ⅰ

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 88人

必修・選択の別 必修 回収率 96.7%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

62 26 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

67 20 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

63 25 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ３

66 20 2 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

54 31 3 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ５

58 29 1 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ６

53 31 4 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

47 40 1 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ８

57 30 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

54 33 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

54 32 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

4 26 38 20 - 0 3.2 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0046

結果全体に対するコメント

全体の平均値と同等の評価であり、授業目標は概
ね達成されていると思われます。今年度は対面授
業を行ったので、グループワークや演習をスムーズ
に進めることができた点がよかったです。前期の内
容を基礎とし、後期の関連授業で深めてほしいと思
います。

科目名 （100048） B08910給食経営管理論Ⅰ

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 88人

必修・選択の別 必修 回収率 96.7%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

50 25 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

51 23 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ２

67 7 1 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

61 14 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

57 17 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ５

50 24 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

52 22 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

46 29 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

58 17 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

47 28 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

46 27 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

3 12 33 27 - 0 2.9 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0047

結果全体に対するコメント

世界は刻々と変化し、健康課題も多種多様となって
います。今回の授業で学んだことを活かし、ニュー
スに関心を持ち、自らの専門性を発揮できるよう
に、学び続けてもらいたいと思っています。後期の
国際保健学演習にも生かしてくださることを期待し
ています。

科目名 （100049） B11210国際保健学（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 82人

学年 2 回収数 75人

必修・選択の別 選択 回収率 91.5%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

国際保健学は、1年次の授業を深め、視野を広げる
機会となったようでよかったです。全員の国際的関
心にこたえることはできなかったかと思いますが、
今回の授業をきっかけに自ら気になっている国際
問題や世界情勢について調べ見てください。授業
内容や課題量はおおむね適切だったようですし、
ディスカッションが多くあったことも好評だったようで
すので、これからも皆さんが意見を出し学び合える
場を多く作っていきたいと思います。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

39 8 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

41 6 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

42 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

41 6 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

36 9 2 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ５

44 3 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

41 6 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

40 7 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ８

40 7 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ９

34 13 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１０

40 7 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１１

1 0 12 34 - 0 2.3 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0048

自由記載に関するコメント

自由記載に対して多くの方からコメントを頂戴いた
しまして、誠にありがとうございました。

皆様から「質問への回答がなされていたこと」につ
いて、高く評価を頂きましたことに、この場をお借り
して御礼申し上げます。ありがとうございました。
必ずしも全員の方に対して回答することができな
かったことと合わせて回答時間が長くなってしまっ
たことは来年度の課題とさせて頂きたいと思いま
す。私からの回答について一定の満足感を得られ
ていた方がいらっしゃったことについて感謝を申し
上げます。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

皆様、アンケート調査へのご協力を頂きまして、あ
りがとうございました。概ね良好な結果となっている
ことを有難く思っておりました。
一方、予習・復習に関しては、全体平均を下回る結
果となりました。次年度以降、授業中などで予習・
復習課題を明示するなど、改善を図っていきたいと
思います。ご指摘ありがとうございました。

科目名 （100050） B08210カウンセリング演習

学科 栄養学科 履修者数 65人

学年 3 回収数 47人

必修・選択の別 選択 回収率 72.3%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

21 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

25 0 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ２

21 3 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

21 3 0 1 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

18 6 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ５

23 2 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

22 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

21 4 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

23 1 1 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ９

18 5 1 1 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

20 4 0 1 - 0 4.7 4.7 Ｑ１１

0 2 9 14 - 0 2.5 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0049

結果全体に対するコメント

■教職課程以外の学生の教科書購入についてのコメン
トがありましたが、こちらは大学での対応をお願いいたし
ます。私自身も教職履修者以外の学生さんの履修があ
ることを知ったのは遅かったため授業内容の変更にも
繋がりました。よろしくお願いいたします。
■予習・復習につきましては、さらに授業内で必要性に
ついて話していきたいと考えます。

科目名 （100051） B08310学校栄養指導論Ⅰ

学科 栄養学科 履修者数 37人

学年 3 回収数 25人

必修・選択の別 選択 回収率 67.6%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

■コメントをありがとうございました。今後も実体験
を基に学生の方々に理解しやすい授業を行いたい
と考えております。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

22 9 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

25 6 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

27 4 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

24 7 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

25 6 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

26 5 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

22 8 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

17 14 0 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ８

21 10 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

20 11 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

20 11 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

3 10 16 2 - 0 3.5 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0050

結果全体に対するコメント

点数評価はほぼ全体平均に達し、「実際に病院で勤務され
ている方のお話であったり、事例を聴くことができたので、よ
り理解を深めることができた」「詳しく疾患や病気について学
び、栄養管理とつなげることで将来必要な情報をたくさん身
につけることができた」等、複数の肯定的なコメントもいただ
きました。授業内容は、先のコメント（自由記載）も参考に
し、担当教員と検討していきたいと思います。

科目名 （100052） B08710臨床栄養学Ⅲ

学科 栄養学科 履修者数 90人

学年 3 回収数 31人

必修・選択の別 必修 回収率 34.4%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

「教授事に課題の回答期限が異なっていて非常に
分かりにくかった」とのコメントをいただきました。各
担当教員が必須の知識・技術を学んでいただこうと
考えて組み立てている授業です。皆さんが出来る
だけ取り組みやすいように、今後も内容を検討した
いと思います。「授業動画は授業時間内に収めて
ほしいです」とのご意見をいただきました。次年度
以降は授業時間内で収まるように調整し、やむを
得ず超過する場合は、他回を少し早く終わって帳尻
を合わす等の工夫をしたいと考えます。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

25 7 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

26 5 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

30 2 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

24 7 0 1 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

26 5 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

27 5 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

29 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

19 13 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

23 9 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

24 7 0 1 - 0 4.7 4.6 Ｑ１０

22 9 0 1 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

5 15 10 2 - 0 3.7 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0051

結果全体に対するコメント

貴重なご意見、ご指摘をありがとうございました。こ
の授業を通して、管理栄養士が重要な職業である
ことが理解できたとのコメントをいただきました。今
後も専門職としての意識の向上と知識の定着が図
られるよう努力いたします。

科目名 （100053） B09510公衆栄養学Ⅰ

学科 栄養学科 履修者数 90人

学年 3 回収数 32人

必修・選択の別 必修 回収率 35.6%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

授業後課題につい
て、配布される資料、
教科書その他管理栄
養士等の過去問を調
べても答えが出てこ
ないようなものが多
く、理解が深まるとは
思えなかった。

この科目は行政栄養士業務
の理解を深めてもらう事も重
要と考えます。そのため、課
題は国家試験の過去問に
沿ったものとは限りません。質
問は配布資料と授業説明を中
心とし、逸脱しないよう心掛け
ましたが、応用して考える内
容も含みますので分かりにく
い質問もあったかもしれませ
ん。課題の解説を丁寧に行い
理解が深まるよう工夫いたし
ます。

自由記載に関するコメント
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

20 20 1 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ１

21 20 0 0 - 0 4.5 4.8 Ｑ２

28 13 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ３

23 18 0 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ４

25 15 1 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ５

25 16 0 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ６

21 18 2 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ７

22 18 1 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ８

20 19 2 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ９

18 18 5 0 - 0 4.3 4.6 Ｑ１０

20 19 2 0 - 0 4.4 4.7 Ｑ１１

1 12 17 11 - 0 3.1 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0052

自由記載に関するコメント

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

高齢者福祉の講義割合を全体の1/3とし、高齢者
像をより理解していただくことで期末のレポート課題
に取り組みやすくする工夫をしています。今後も各
方面の専門職の先生と連携をとりながら、高齢社
会の理解や管理栄養士の役割を深く考えることの
できる授業の実施を心がけます。

科目名 （100054） 12B044保健医療福祉システム論（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 87人

学年 4 回収数 41人

必修・選択の別 必修 回収率 47.1%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

51 29 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

43 34 4 1 - 0 4.5 4.8 Ｑ２

50 30 2 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ３

52 27 3 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ４

46 35 1 0 - 0 4.5 4.8 Ｑ５

55 24 3 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ６

52 29 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

39 36 4 3 - 0 4.4 4.6 Ｑ８

46 32 3 1 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

44 30 7 1 - 0 4.4 4.6 Ｑ１０

43 34 4 1 - 0 4.5 4.7 Ｑ１１

5 16 35 26 - 0 3.0 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0053

自由記載に関するコメント
・資料の印刷に関するコメントを複数頂きました．1つの科目内
におきましても，資料を印刷のうえ配布するのか，PDF版を提
示するかは各教員の「裁量」となります．ただ，今回頂きました
意見を踏まえまして，次回以降はすべての授業で資料を印刷
配布したいと考えます．
・国家試験（国試）はみなさんにとって重要なものであることは
間違いありませんが，一方で本科目は国試対策に特化した科
目ではありません．コロナ禍のため，対面形式での試験がほと
んどなかったため，定期試験に慣れていないことも理解できま
すが，本科目では15回の講義を1つずつしっかりと受講するこ
とで期末試験をクリアできるレベルに到達できるように設計して
いますので，ご了承を頂ければと思います．
・授業の取り組みに対しまして，複数の肯定的なコメントを頂き
ましてありがとうございました．

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

・学生が授業によって刺激を受け，さらに学びを広げた
いと感じてもらえるよう，今後も授業の工夫を行っていき
たいと考えます．

科目名 （100055） 12B514臨床栄養学Ⅳ

学科 栄養学科 履修者数 86人

学年 4 回収数 82人

必修・選択の別 必修 回収率 95.3%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

9 3 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

9 3 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

9 3 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

9 3 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

9 3 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

8 4 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

6 6 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ７

9 3 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

9 3 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

9 3 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１０

9 3 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

5 4 3 0 - 0 4.2 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0054

結果全体に対するコメント

この演習は、３年生で経験する学内実習で行われ
るシュミレーションの指導から一歩前進し、オープン
キャンパスに訪れる生徒や職域の方々に実際に栄
養教育ができる貴重な機会となっております。実践
力が身に付く内容となるよう、更に工夫を重ねたい
と思います。

科目名 （100056） 12B584地域栄養活動演習

学科 栄養学科 履修者数 14人

学年 4 回収数 12人

必修・選択の別 選択 回収率 85.7%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント
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＜回答分布＞ 5
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無回答 



２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

7 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

7 2 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

7 2 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

6 3 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

6 3 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ５

8 1 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

8 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

7 2 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

7 2 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

5 4 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

7 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

0 2 2 5 - 0 2.7 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0055

結果全体に対するコメント

1～11項目の結果は全体平均並みで、特に8項目
の「授業の内容を理解できた」は4.8点と高得点であ
り、学生は概ね理解できたと考えます。この授業は
今年度で最後となりますが、来年度はフードサービ
ス実習の中で実践的に身につくよう丁寧な授業を
行うよう務めていきます。

科目名 （100057） 12B634フードサービス論

学科 栄養学科 履修者数 11人

学年 4 回収数 9人

必修・選択の別 選択 回収率 81.8%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

自由記載のコメントはなし。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

17 2 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

17 2 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

17 2 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

15 4 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

16 3 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

14 5 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

16 3 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

16 3 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

17 2 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ９

17 2 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ１０

18 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１１

0 1 6 12 - 0 2.4 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0056

結果全体に対するコメント

アンケートは全員が回答していました。1から11の
項目については評価が高く、授業全般を通して学
びを深めたように思います。今回の授業内容を基
礎としながら、実践の場で生かしてほしいと思いま
す。予習復習時間が少ないので、学生のニーズを
踏まえながら授業構成を検討していきます。

科目名 （100058） 12B644フードサービス実習

学科 栄養学科 履修者数 19人

学年 4 回収数 19人

必修・選択の別 選択 回収率 100.0%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

58 4 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

57 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

55 7 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

56 6 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

59 2 1 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

60 2 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ６

55 7 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

59 3 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ８

57 5 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ９

58 3 0 1 - 0 4.9 4.6 Ｑ１０

60 2 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ１１

5 4 13 40 - 0 2.6 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0057

結果全体に対するコメント

実習後に振り返りを行い、私もみなさんも修正等を
行うことで、安全に効率よく、班の人と協力してよい
調理実習ができたと考えます。後期も管理栄養士と
して必要な調理技術、知識が発展するよう実習を
進めていきたいと思います。

科目名 （100059） 100003B06220_調理学実習Ⅰ

学科 栄養学科 履修者数 94人

学年 1 回収数 62人

必修・選択の別 必修 回収率 66.0%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

概ね授業を理解、満足してもらえた結果となりよ
かったです。調理学の講義と関連づけることで、講
義も実習もさらに理解を深め、興味を広げることが
できると考えるので、工夫していきたいと思います。
制限ある中での実習ですが、みなさんが家でも積
極的に課題に取り組み、調理をする機会を増やす
ことで切り方や調理作業が段々とスムーズとなって
いったように感じました。また、適度に班編成を変え
ることは人数等の偏りをなくし、クラスの人と話す機
会を設けることができたと考えています。よかった
部分を継続しながら後期も学びや理解が深まるよう
進めていきます。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

55 20 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

62 13 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

63 12 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

62 13 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

64 11 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

61 14 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

52 22 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

43 32 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

50 25 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

44 28 3 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ１０

55 20 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１１

4 9 33 29 - 0 2.8 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0058

自由記載に関するコメント

学務課から配付される時間割や授業予定表と、実
際の授業終了時刻が異なっていることに対し、早く
知らせてほしいとコメントがありました。コロナ感染
予防のため1/2クラスでの実施や、1日で2回分の授
業実施等、イレギュラーな部分があったのは事実で
す。これについては、第1回の授業で終了時刻を含
め各回のスケジュールを周知したので、ご容赦いた
だきたいと思います。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

全体平均と同程度のスコアとなり安堵しています。
今後も対面授業の際、視聴覚教材を活用したいと
考えます。

科目名 （100061） 100004B05620_生化学実験

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 75人

必修・選択の別 必修 回収率 82.4%
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＜回答分布＞ 5
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

49 14 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

55 8 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

56 7 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

55 8 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

55 8 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

55 8 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

55 8 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

48 15 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

50 13 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

49 14 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１０

56 7 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１１

0 11 23 29 - 0 2.7 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0059

結果全体に対するコメント

食品衛生学実験での目標を概ね達成できたと思わ
れます。今後も視聴覚教材を活用しながら、理解し
やすいように工夫していきます。また、動画を用い
た実験操作の予習は、安全に実験を行うことに繋
がると感じています。

科目名 （100063） 100005B06720_食品衛生学実験

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 63人

必修・選択の別 必修 回収率 69.2%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

・実際に実験を行うことで、食中毒の怖さや衛生管
理について理解できたと複数の記載がありました。
今後も食品衛生学の講義と関連づけながら、わか
りやすく進めていきます。
・作業動画を確認することで実験操作がイメージで
きた、自分のペースで復習できたとの記載が複数
ありましたので、今後も視聴覚教材を活用しながら
進めていきます。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

50 10 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

52 8 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

55 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

54 6 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

53 7 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

55 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

55 5 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

44 16 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ８

49 11 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

46 13 1 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１０

55 5 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１１

1 7 27 25 - 0 2.7 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0060

結果全体に対するコメント

細菌検査を行ううえで習得しなければならない
基本操作を概ね習得できたと思われます。
今後も視聴覚教材を活用しながら、安全に
理解しやすいよう工夫していきます。

科目名 （100065） 100006B06820_食品微生物学実験

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 60人

必修・選択の別 必修 回収率 65.9%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

・動画で予習後、実際に細菌検査をすることで、身のま
わりの微生物について理解できたと複数の記載があり
ましたので、今後も視聴覚教材を活用しながら進めてい
きます。
・コロナ感染対策のため少人数で実験を行った内容が
あり、少人数がよかったとの記載がありました。
作業によっては少人数がよい場合もあると感じましたの
で、今後検討していきたいと思います。
・前半後半に分かれて少人数で行った実験では、前半
のグループが早く終わりそうな日は後半の開始時間を
前倒ししてほしいとの記載がありました。
申し訳ありませんが、後半の準備等がありますので、ご
協力して頂けたらと思います。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

40 5 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

42 3 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

42 3 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

41 4 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

41 4 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

40 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

44 1 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ７

36 9 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

38 7 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

35 10 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１０

40 5 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１１

3 8 26 8 - 0 3.1 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0061

自由記載に関するコメント

特に問題視すべきコメントは無かった。練習問題の
配布を要望するコメントがあったが、実験内容に関
連した問題の用意はなかなか難しい。今後の検討
課題としたい。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

評価自体に特に悪い点は見受けられなかったが、
アンケートの回収率が５０％ほどしかなかった。お
そらく最後の回をClassroomによる遠隔授業で行っ
た影響であると思われる。コロナ感染の状況にもよ
るが、次年度はすべての回を対面で実施する様に
したい。

科目名 （100067） 100007B06520_食品科学実験Ⅱ

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 3 回収数 45人

必修・選択の別 必修 回収率 49.5%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

27 5 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

27 5 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

29 3 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

26 5 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

28 4 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

25 6 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

24 8 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

26 6 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

27 5 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

28 4 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ１０

27 5 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

10 12 8 2 - 0 3.9 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0062

結果全体に対するコメント

　感染予防に配慮した対面実習のため、限られた
時間を有効活用して、事前に予習できるように実習
内容をお知らせすることで、無事に時間内に終了で
きました。皆様のご協力のおかげです。ありがとう

ございました。

科目名 （100069） 100008B07520_応用栄養学実習

学科 栄養学科 履修者数 90人

学年 3 回収数 32人

必修・選択の別 必修 回収率 35.6%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

　献立作成と調理実習を並行して実施することで、
それぞれのライフステージ毎の特徴を理解すること
ができたと思います。今後も感染予防に気を付けな
がら、充実した実習を実施できるように検討してい
きます。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

54 13 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

56 10 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

59 8 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

60 7 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

57 8 2 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

60 6 1 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

50 16 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

53 13 1 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

50 17 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

46 20 1 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１０

53 14 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

18 30 15 4 - 0 3.9 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0063

結果全体に対するコメント

概ね、授業目的、授業計画に沿った内容を実施で
きたと考えます。引き続き、実践的な学びを多く得ら
れるよりよい授業を目指します。

科目名 （100071） 100009B08120_栄養教育論実習

学科 栄養学科 履修者数 90人

学年 3 回収数 67人

必修・選択の別 必修 回収率 74.4%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

コメントに「集団教育、個人教育に関する実践的な
課題を通して多くのことを学ぶことができた」。という
内容が多く寄せられました。学生の皆さんが主体的
に取り組んだ結果だと考えます。課題に対する教員
のフィードバックについてのプラス評価と課題作成
の時間的大変さについてのコメントがありました。
課題作成に対する適切な指示、助言を引き続き努
めて参ります。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

17 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

16 3 0 1 - 0 4.7 4.8 Ｑ２

15 4 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ３

15 4 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

14 4 1 1 - 0 4.6 4.8 Ｑ５

15 5 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

11 7 1 1 - 0 4.4 4.7 Ｑ７

13 6 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

16 4 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

15 4 0 1 - 0 4.7 4.6 Ｑ１０

14 4 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

6 10 3 1 - 0 4.1 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0064

自由記載に関するコメント

「あまり教えられないまま課題を提出しなければな
らず難しかった」とのコメントをいただきました。分か
らない点がありましたら、いつでも教員に個別に質
問していただけると嬉しいです。また、「エネルギー
コントロール食と軟菜食の課題の締め切りが重なっ
ていて、取り組みが難しかった」とのコメントをいた
だきました。限られた時間の中で必須の知識・技術
を学んでいただこうと考えて組み立てている授業で
す。皆さんが出来るだけ取り組みやすいように、今
後も内容を検討したいと思います。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

課題が負担等、あったと思いますが、授業によっ
て、自分の考えを深めることが出来たとの回答が、
全体の平均値よりも高く、皆さんが授業に積極的に
参加してくださったことが分かりました。今後も皆さ
んの学びを深める授業展開を工夫したいと思いま
す。

科目名 （100073） 100010B09220_臨床栄養学実習Ⅰ

学科 栄養学科 履修者数 90人

学年 3 回収数 20人

必修・選択の別 必修 回収率 22.2%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

55 18 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

51 22 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ２

60 12 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

54 19 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

49 20 4 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ５

57 15 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

50 22 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

48 25 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ８

55 18 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

44 27 1 1 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

50 20 3 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

3 20 35 15 - 0 3.2 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0065

結果全体に対するコメント

・学生が授業によって刺激を受け，さらに学びを広げた
いと感じてもらえるよう，今後も授業の工夫を行っていき
たいと考えます．

科目名 （100075） 10001112B545_臨床栄養学実習Ⅳ

学科 栄養学科 履修者数 87人

学年 4 回収数 73人

必修・選択の別 必修 回収率 83.9%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント
・Zoomと対面の混合でやりづらかった，ロールプレイの動画を
視聴するだけならZoomで良いと思った等，開講形式に関する
ご意見を複数頂きました．本来，コロナ禍でなければすべて対
面で実施したいところですが，併用となることはご容赦頂けれ
ばと思います．また，開講形式に関する考え方は教員でも学生
でも人それぞれのところもありますが，今回頂きましたご意見
を次年度に向けて参考にさせて頂きたいと考えます．
・医療者側と患者側の準備量の差が大きい（医療者側の負担
が大きい），事前打ち合わせあり・なしのロールプレイの順番に
ついて，みんなの前でのフィードバックはプレッシャーになる，
教員の手本を見てみたい等，頂きました様々なご意見につきま
しても次年度に向けての参考とさせて頂きたいと思います．
・ロールプレイの実践に対しまして，複数の肯定的なコメントを
頂きましてありがとうございました．
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

30 32 2 0 - 0 4.4 4.7 Ｑ１

34 29 1 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ２

34 28 2 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ３

36 27 1 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ４

35 27 2 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ５

36 26 1 1 - 0 4.5 4.7 Ｑ６

30 32 2 0 - 0 4.4 4.7 Ｑ７

16 36 11 1 - 0 4.0 4.5 Ｑ８

22 34 6 2 - 0 4.2 4.6 Ｑ９

16 40 6 2 - 0 4.1 4.5 Ｑ１０

24 34 6 0 - 0 4.3 4.6 Ｑ１１

3 20 32 9 - 0 3.3 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0026

自由記載に関するコメント

当初の対面授業から途中でオンデマンド授業に変
更したこともあり、「1回目からオンデマンド授業にし
てほしかった」「対面型の授業のほうが良かった」と
いうコメントがありましたが、「わからないところを何
度も見返すことができた」と、オンデマンド授業を歓
迎するコメントも多く寄せられました。次年度はオン
デマンド授業を継続しつつ、履修者が授業に集中
できる策を工夫したいと思います。宿題について
「分量が多すぎて（空欄に語句を埋める）作業だっ
た」「紙の宿題かグ―グルフォームか、どちらかにし
てほしい」等のコメントがありました。次年度は宿題
に出す問題を精査したいと思います。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

すべての設問で全体平均より0.2ポイント以上低い
結果となってしまいましたが、特に「Q8授業の内容
を理解できた」が全体平均より0.5ポイント低くなりま
した。次年度は、毎授業後に提出する復習課題の
得点が低かった履修者にメール等で補足を行い、
理解度の改善を図りたいと思います。

科目名 （100151） B04810生化学Ⅱ

学科 栄養学科 履修者数 93人

学年 1 回収数 64人

必修・選択の別 必修 回収率 68.8%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

47 26 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

45 27 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ２

48 23 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ３

48 24 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ４

45 26 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ５

52 21 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ６

43 28 1 1 - 0 4.5 4.7 Ｑ７

30 41 2 0 - 0 4.4 4.5 Ｑ８

37 34 1 1 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

28 43 2 0 - 0 4.4 4.5 Ｑ１０

43 30 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１１

10 18 29 16 - 0 3.3 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0027

１．毎回の復習・予習
課題と小テストのお
陰で頭に入りやす
かった。
２．説明やスライドが
わかりやすい。興味
がもてた。

１．復習・予習課題を明確に
し、記憶のために小テストを
毎回行うことは、本授業の要
です。お役に立って良かった
です。
２．説明やスライドがわかり
やすかったこと、内容に興味
をもっていただいたことを嬉
しく思います。

自由記載に関するコメント

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

皆さんはよく勉強しました。私もやり甲斐がありまし
た。

科目名 （100152） B05010形態機能学Ⅱ（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 93人

学年 1 回収数 73人

必修・選択の別 必修 回収率 78.5%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

45 40 3 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ１

43 44 1 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ２

44 38 6 0 - 0 4.4 4.7 Ｑ３

49 36 3 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ４

44 39 5 0 - 0 4.4 4.7 Ｑ５

46 37 5 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ６

57 30 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

29 51 8 0 - 0 4.2 4.5 Ｑ８

34 49 5 0 - 0 4.3 4.6 Ｑ９

34 45 9 0 - 0 4.3 4.5 Ｑ１０

38 47 3 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ１１

3 13 31 41 - 0 2.8 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0028

結果全体に対するコメント

食品微生物学での目標を概ね達成できたと思わ
れますが、試験に関するお知らせは早めにしてい
きたいと思います。今後も視聴覚教材を活用しな
がら、講義以外の時間においても自主的に学ぶ
ことができるよう工夫していきます。

科目名 （100153） B05210微生物学（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 93人

学年 1 回収数 88人

必修・選択の別 必修 回収率 94.6%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

・試験についての連絡は、最初の講義で周知して
いましたが、何度かお知らせしていくようにしたいと
思います。
・練習問題についての解答については、丁寧に
解説していきたいと思いますが、受け身ではなく
積極的に復習等して頂けたらと思います。
・授業中の声が小さい等については、音量など
気をつけいきたいと思います。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

54 27 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

57 25 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ２

59 22 0 1 - 0 4.7 4.7 Ｑ３

60 22 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ４

51 30 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ５

53 29 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ６

62 20 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

49 32 1 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ８

44 38 0 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

41 39 2 0 - 0 4.5 4.5 Ｑ１０

57 23 2 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

2 5 28 47 - 0 2.5 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0029

結果全体に対するコメント

予習・復習に費やす時間が少ない点は例年通りだ
が、それ以外はいずれの項目も全体平均とほとん
ど差がなく、学生には十分満足してもらえた授業で
あったと考える。

科目名 （100154） B05910食品科学Ⅱ

学科 栄養学科 履修者数 93人

学年 1 回収数 82人

必修・選択の別 必修 回収率 88.2%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

今年度から授業で使用するプリントの正答をGoogle
Classroomに載せる様にしたところ、それについて
好意的なコメントが多く寄せられたのは良かった。
2023年度からは他の授業でも同様の方式を取り入
れていきたい。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

37 32 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ１

40 28 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ２

45 24 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ３

45 22 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ４

41 24 4 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ５

43 25 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ６

45 22 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

30 38 1 0 - 0 4.4 4.5 Ｑ８

35 32 2 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

34 33 2 0 - 0 4.5 4.5 Ｑ１０

37 30 2 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ１１

3 6 29 31 - 0 2.7 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0030

自由記載に関するコメント
・授業資料や復習プリントについておおむね好評であったた
め、次年度も続けていきたいと思います。
・試験の出題形式について練習問題が〇×なのに試験が５択
であったことへの不満と、レポートや小テストによる評価を希望
（2名）：GC練習問題は５択で復習問題が〇×となっていまし
た。第1回目に説明していますが練習問題は評価に含まれて
います。試験は国家試験の知識量確認方法に準じた５択形式
にしました。知識定着のための勉強方法は自主性・主体性を
重視していますので、自分にあった方法を見つけて実施してほ
しいです。復習問題には〇×の他に記述式問題もつけていま
すのでご活用いただければと思います。
・練習問題解説にわかり難いものがある（1名）、出席の取り方
について（2名）、マイクの音量が小さい（１名）、対面授業の動
画をGCにアップ希望（1名）、ハイブリッドではなく統一してほし
い（1名）：検討・改善していきます。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

　「Q８.授業の内容を理解できた」の平均が低いため、内
容をしっかりと理解してもらえるように、何度も見ることが
できるオンデマンドの活用を検討したいと思います。
　知識の定着にはその場限りの試験勉強ではなく、自分
で調べたり、まとめたりすることも大切であることをご理
解いただければと思います。

科目名 （100155） B07010基礎栄養学

学科 栄養学科 履修者数 93人

学年 1 回収数 69人

必修・選択の別 必修 回収率 74.2%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

53 13 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

55 12 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

55 12 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

56 11 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

52 15 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

55 10 1 1 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

50 17 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

51 16 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

56 9 2 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

52 11 4 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ１０

54 13 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

1 4 18 44 - 0 2.4 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0031

自由記載に関するコメント

グループワークでは、色々な人と仲を深めることが
でき、交流関係を広げることができたとの意見が
あった一方、フェイスシールドでのグループディス
カッションは、耳が聞こえにくい人にとってはコミュニ
ケーションの妨げになるとの意見がありました。
→対応策をとるために、問題を感じた時点で申し出
ていただけると助かります。

授業の時間配分や時間帯をもう少し学生の気持ち
を考慮して欲しいとの意見がありました。
→改善できるよう、どのように時間配分して欲しい
のかを具体的に書いていただけると助かります。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

自由記述の内容から、グループワーク・ランタン作
り等をとおして色々な人との交流機会を提供するこ
とができ、社会で活躍する先輩の講話やセレモ
ニー・ミサへの参加等をとおして自身のキャリアに
ついて考える機会も提供できたと考えます。今後
も、皆さんのより良いキャリア作りに役立つよう、授
業改善に努めます。

科目名 （100156） B00610人間形成とキャリアデザインⅡ（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 67人

必修・選択の別 必修 回収率 73.6%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

19 16 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ１

20 15 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ２

25 8 2 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ３

21 13 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ４

22 13 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ５

19 14 2 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ６

17 17 1 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ７

10 23 2 0 - 0 4.2 4.5 Ｑ８

16 17 2 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ９

14 18 3 0 - 0 4.3 4.5 Ｑ１０

17 15 3 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ１１

1 7 18 9 - 0 3.0 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0032

結果全体に対するコメント

科目名 （100157） B04210公衆衛生学

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 35人

必修・選択の別 必修 回収率 38.5%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

・質問をしていましたが回答していただけませんで
した。・・・・質問を見落としたのかもしれません。失
礼しました。
・課題の提出についてなど、説明が足りなかった部
分が多かった。・・・今後気をつけたいとおもいます
・保健統計のところで、資料に乗っていない数値
が、授業課題の穴埋め問題に出ていた気がしま
す。・・・資料中に出ていないものにつきましては、
各自調べて記載できるはずです。私の説明不足で
した。

0

1

2

3

4

5

Ｑ１ 

Ｑ２ 

Ｑ３ 

Ｑ４ 

Ｑ５ 

Ｑ６ Ｑ７ 

Ｑ８ 

Ｑ９ 

Ｑ１０ 

Ｑ１１ 

＜評価レーダーチャート＞ 平均 

全体平均 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ５ Ｑ６ Ｑ７ Ｑ８ Ｑ９ Ｑ１０ Ｑ１１ Ｑ１２ 

＜回答分布＞ 5

4

3

2

1

無回答 



２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

20 14 1 1 - 0 4.5 4.7 Ｑ１

19 15 1 1 - 0 4.4 4.7 Ｑ２

21 12 2 1 - 0 4.5 4.7 Ｑ３

23 11 1 1 - 0 4.6 4.7 Ｑ４

17 13 3 3 - 0 4.2 4.7 Ｑ５

18 16 1 1 - 0 4.4 4.7 Ｑ６

19 16 0 1 - 0 4.5 4.7 Ｑ７

17 15 3 1 - 0 4.3 4.5 Ｑ８

18 15 2 1 - 0 4.4 4.6 Ｑ９

17 14 4 1 - 0 4.3 4.5 Ｑ１０

17 14 4 1 - 0 4.3 4.6 Ｑ１１

0 6 14 16 - 0 2.7 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0033

結果全体に対するコメント

どの項目もほぼ全体平均に近い評価でしたが、その
なかで、Q5の授業方法について、全体平均よりやや
低くなっていました。これは、授業をグループワークで
文章にまとめることを主体に行ったためと考えます。
Q12の予習・復習の時間が30分未満が多かったこと
については、今後課題について検討したいと思いま
す。

科目名 （100158） B04410健康管理概論

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 36人

必修・選択の別 必修 回収率 39.6%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

　良かった点としては、グループワークと授業の組
み合わせを複数の学生さんがあげていたことは、
ある程度授業の目的が果たされたと考えます。
　改善して欲しい点と意見・要望では、グループ
ワークについて、否定的な学生さんもいたことがわ
かりました。
　土曜日の午後の授業については、複数の学生さ
んから避けてもらいたいとの記述がありました。
2022年度については、やむの得ない事情によっ
て、土曜日の午後の授業になりました。2023年度に
ついては、他の曜日に実施できるように、努めたい
と思います。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

17 9 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

19 7 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ２

20 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

21 5 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

20 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

18 8 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ６

15 11 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

13 13 0 0 - 0 4.5 4.5 Ｑ８

17 9 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

15 11 0 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ１０

16 10 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１１

0 6 14 6 - 0 3.0 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0034

結果全体に対するコメント

　ほぼすべての項目で，全体平均より高い，あるいは同
等の評価を頂きましたので，引き続き現状の授業方式
を継続していきたいと考えます．ただし，本アンケートの
回答率が30%弱と低値のため，次年度はアンケートに
しっかりと回答して頂ける方策を検討し，多くの受講者
の声を聴けるように努めたいと思います．

科目名 （100159） B05710病態診療学

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 26人

必修・選択の別 必修 回収率 28.6%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

　コロナ禍で多くの不安を抱えながらの受講であったと
は思いますが，講義内容や受講後課題に関しまして，複
数の肯定的なコメントを頂きましてありがとうございまし
た．
　自由記載にはありませんでしたが，講義後に頂きまし
た質問すべてには返答できず申し訳なく思います．医師
の先生方は多忙ではありますが，それでも可能な限り頂
いた質問にご返答して頂けるよう，これからも医師の先
生方に働きかけていきたいと考えます．

0

1

2

3

4

5

Ｑ１ 

Ｑ２ 

Ｑ３ 

Ｑ４ 

Ｑ５ 

Ｑ６ Ｑ７ 

Ｑ８ 

Ｑ９ 

Ｑ１０ 

Ｑ１１ 

＜評価レーダーチャート＞ 平均 

全体平均 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ５ Ｑ６ Ｑ７ Ｑ８ Ｑ９ Ｑ１０ Ｑ１１ Ｑ１２ 

＜回答分布＞ 5

4

3

2

1

無回答 



２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

22 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

23 5 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

22 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

22 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

21 7 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

21 7 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

23 5 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

19 9 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ８

21 7 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

21 7 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ１０

19 9 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

0 6 14 8 - 0 2.9 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0035

結果全体に対するコメント

　意欲的に学んでいたと思います。今後も自己学習
を高めるように工夫をしたいと思います。

科目名 （100160） B07210応用栄養学Ⅱ

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 28人

必修・選択の別 必修 回収率 30.8%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

　皆さんに好評なご意見をいただき、安心しました。
毎回のミニテストは大変なことと思いますが、復習
を重ねることで理解を深め、国試対策へと繋がりま
す。今後も国試対策をに役に立つ資料を作成し、皆
さんの勉強のツールの１つになるよう頑張ります。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

50 13 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

48 15 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

52 11 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

52 11 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

48 14 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ５

54 9 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

48 15 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

43 20 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ８

48 15 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

44 17 2 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ１０

47 16 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

0 9 29 25 - 0 2.7 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0036

結果全体に対するコメント

栄養教育は対象に合わせて行うため，一つとして
同じものがありません。この科目では，栄養教育を
実践するうえで手がかりとなる，健康行動に関する
理論や対象の特徴について学びました。これから
学んでいく科目の理解とこれまでに学んだ科目の
より深い理解に活かされることを期待します。

科目名 （100161） B07910栄養教育論Ⅱ

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 63人

必修・選択の別 必修 回収率 69.2%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

　皆さんが，講義だけでなく，授業内容の振り返り
問題に取り組むことで知識の定着を図り，関連問題
とその解説を利用して学びを深めていることがわか
りましたので，振り返り，問題の解説は今後も継続
します。また，これまでに学んだことを新たな視点で
考えるきっかけになっているという意見もありまし
た。知識を応用できていることがわかり嬉しく思いま
す。
　配布資料については「良い」という声が複数でした
が，テキストが欲しいという声もありました。さらに
詳しく学びたい方は授業内で紹介する文献を参考
にしてください。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

53 29 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

52 30 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ２

61 20 2 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ３

63 20 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

60 22 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ５

64 19 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

63 20 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

38 41 4 0 - 0 4.4 4.5 Ｑ８

51 28 4 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

53 27 3 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ１０

57 25 0 1 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

6 25 34 18 - 0 3.2 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0037

自由記載に関するコメント

・授業内容や配布資料に関する肯定的なコメントをい
ただきありがとうございました。
・試験内容について「勉強しても解けない問題だった」
というコメントをいただきましたが、今回の試験は満点
の学生さんもおりますので、解けない問題ではなかっ
たと考えます。
・「テスト範囲を具体的に教えてほしい」というご意見
がありましたが、授業内容は管理栄養士として必要な
知識を身に着けるために必要な内容になっています。
単位を修得するためには、試験での合格点が必要に
なりますが、目先の課題のみではなく、その先を考え
て日々取り組んでいただければと思います。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

　多くの項目で、全体平均より高いか同等の評価で
あったため、今年度と同様に次年度もわかりやすい
授業内容や配布資料となるよう心がけていきたいと
思います。

科目名 （100162） B08610臨床栄養学Ⅱ

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 83人

必修・選択の別 必修 回収率 91.2%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

46 12 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

49 9 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

51 7 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ３

49 9 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

48 10 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

46 12 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

46 11 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

48 10 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

48 10 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

49 9 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ１０

46 12 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

0 12 18 28 - 0 2.7 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0038

結果全体に対するコメント

　本科目では多職種連携の基本的事項を学びまし
た。その知識を後続する多職種連携演習で活かし
て頂けると嬉しいです。これからも、自分の専門性
を高めるとともに、周囲の人との調整・連携を意識
しながら学びを重ねていってください。

科目名 （100163） B09810多職種連携（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 58人

必修・選択の別 必修 回収率 63.7%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

　初めての合同科目で戸惑いもあったことと思いま
すが、他学科とのコミュニケーションの必要性を前
向きに捉え、積極的に学ばれていており素晴らし
かったです。学科を超えたつながりをこれからも生
かしてもらえたらと思います。また、多職種の特別
講師の授業を通しての気づきも今後に生かしてもら
えると嬉しく思います。グループ配置を学籍番号順
でしたが、さらに普段話をしない人とコミュニケー
ションをとってみたかったという意見を今後のグ
ループ分けの参考にさせて頂きます。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

24 7 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

22 9 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ２

26 5 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

26 5 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

27 3 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

24 7 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

19 10 2 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ７

23 8 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ８

28 3 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ９

20 11 0 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ１０

22 9 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

0 5 13 13 - 0 2.7 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0039

結果全体に対するコメント

刻々と変化する世界情勢に常に関心を持ち、自ら
の専門職の観点で人々に何が必要とされているの
かを意識しながらこれからの学びを積み重ねて頂
けると嬉しいです。今すぐ何かできなくても、抱いた
思いや考え、アイデアを大切にして未来に活かして
ください。

科目名 （100164） B11310国際保健学演習（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 53人

学年 2 回収数 31人

必修・選択の別 選択 回収率 58.5%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

国際情勢や医療支援などに関心があっても調べた
り言語化したりする機会はなかなかないものだと思
います。今回の授業は、自らの専門性を活かし、多
職種連携を意識しながら、国際保健に主軸を置い
て考えをまとめたり、他者の考えを共有する貴重な
機会になったことと思います。
自ら調べるのに大変さを感じたり、レポートの記述
量の多さが負担だったり、大変なこともあったとは
思いますが、努力したことは糧となっていますの
で、ぜひ今後に活かして頂けると嬉しいです。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

48 20 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

53 14 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

50 15 3 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ３

55 11 1 1 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

48 16 4 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ５

53 15 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

50 16 2 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

48 19 1 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ８

48 17 2 1 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

38 26 3 1 - 0 4.5 4.5 Ｑ１０

45 19 2 2 - 0 4.6 4.6 Ｑ１１

1 3 12 52 - 0 2.3 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0040

何十年後のキャリアプ
ランや過去を振り返る
だけでなく、目先の就
職活動について触れて
欲しかった。 自己分析
や適職診断など、管理
栄養士にとらわれない
将来の話が聞きたかっ
た。具体的なキャリア
アップの方法や自己分
析の方法やESの書き
方なども授業でできる
とよかった。

ご要望の内容は就職委員会
の就活セミナーで対応してい
ますので、就職相談室を利
用し相談してください。この
授業は、短期的な就職活動
に対応するプログラムではな
く、キャリアの形成に必要な
人間力、近い将来だけでなく
将来を見据えた長期的な視
点でデザインできるようにな
ることを目的としています。

自由記載に関するコメント

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

グループワークが複数回あり、有益であったという
意見が多く、修養会も含めて充実した内容であった
と思われます。他者の考えを知ることは、自分自身
をも知る機会になることから、今後も継続したい考
えます。また、この授業は、自身の将来像やキャリ
アの積み重ねの大切さを改めて考える機会にして
欲しいと思います。

科目名 （100165） B00710人間形成とキャリアデザインⅢ（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 90人

学年 2 回収数 68人

必修・選択の別 必修 回収率 75.6%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

69 11 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

66 14 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

68 12 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ３

70 10 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ４

63 16 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

72 8 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

76 4 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ７

67 12 1 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

61 19 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

59 20 0 1 - 0 4.7 4.5 Ｑ１０

59 19 1 1 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

5 17 28 30 - 0 3.0 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0041

自由記載に関するコメント

  皆さんの国試対策の勉強に役立つような資料の
作成を心がけ、今後もさらに充実させるよう努力し
ます。限られた授業時間を有効に活用できるように
配慮いたします。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

  意欲的に学んでいたと思います。今後も自己学習
を高めるように工夫をしたいと思います。

科目名 （100166） B07310応用栄養学Ⅲ

学科 栄養学科 履修者数 90人

学年 3 回収数 80人

必修・選択の別 必修 回収率 88.9%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

55 12 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

58 10 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ２

56 11 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

58 10 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ４

59 9 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ５

59 9 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

59 9 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

45 22 1 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ８

42 26 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

44 22 2 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ１０

51 17 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

3 6 23 36 - 0 2.6 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0042

自由記載に関するコメント

授業に関して下記のコメントをいただきました。授業
改善の励みになります。コメントありがとうございま
した。
・14回目のグループディスカッションが楽しかったで
す。
・毎回わかりやすい授業をしてくださった。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

　学生が自分の考えを深め、さらに学びを広げたい
と感じることができるよう、さらに改善していきたいと
思います。

科目名 （100167） B08010栄養教育論Ⅲ

学科 栄養学科 履修者数 90人

学年 3 回収数 68人

必修・選択の別 必修 回収率 75.6%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

5 1 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

5 1 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

4 2 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ３

5 1 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

6 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ５

6 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ６

6 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ７

4 2 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ８

6 0 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ９

6 0 0 0 - 0 5.0 4.5 Ｑ１０

6 0 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ１１

0 1 3 2 - 0 2.8 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0043

自由記載に関するコメント

■コメントをありがとうございました。今後も現場の
状況をお伝えしながら栄養教諭の実態を理解でき
る授業を行いたいと思います。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

■授業内容につきまして、さらに理解しやすい伝え
方を研究いたします。
■予習・復習の必要性につきましては、具体的に内
容を提示していきたいと考え、次年度のシラバスに
概要を記載いたします。

科目名 （100168） B08410学校栄養指導論Ⅱ

学科 栄養学科 履修者数 17人

学年 3 回収数 6人

必修・選択の別 選択 回収率 35.3%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

52 23 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

48 27 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ２

56 19 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ３

57 19 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

55 19 2 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ５

58 18 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

56 20 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

41 33 2 0 - 0 4.5 4.5 Ｑ８

49 26 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

51 24 1 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ１０

50 25 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１１

11 15 28 22 - 0 3.2 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0044

結果全体に対するコメント

・学生が授業によって刺激を受け，さらに学びを広げた
いと感じてもらえるよう，今後も授業の工夫を行っていき
たいと考えます．

科目名 （100169） B08810臨床栄養学Ⅳ

学科 栄養学科 履修者数 90人

学年 3 回収数 76人

必修・選択の別 必修 回収率 84.4%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント
・授業の取り組みに対しまして，複数の肯定的なコメントを頂き
ましてありがとうございました．今後も各教員が臨床の現場で
経験した内容も交えながら授業を展開していきたいと考えま
す．
・Googleclassroomでの受講後課題提出後に採点結果，ならび
に問題が閲覧できるようにしてほしいとのご要望を頂きました．
提出後，直ちにみなさんのメールにフィードバックされるように
設定しておりましたが，一部の回でフィードバック機能をオフに
していたことが判明しましたので，次年度は改善したいと考え
ます．
・試験に関して，鈴木先生担当回について範囲や出題傾向の
発表が無かったとのコメントを頂きましたが，「試験の範囲は授
業内容すべて」と明示しています．出題範囲をどのように設定
するかは，各教員の裁量となりますので，ご容赦を頂ければと
思います．0
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

31 8 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

34 5 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ２

34 5 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ３

33 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

33 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

32 7 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

32 7 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

30 9 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

30 9 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

29 10 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ１０

27 12 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

5 6 16 12 - 0 3.1 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0045

結果全体に対するコメント

公衆栄養学実習Ⅰと併せて授業を進め、一次予防
を食から推進することの重要性を理解できるように
したいと思います。また、学生が自身の理解度を振
り返ることが出来るよう課題にも工夫したいと思い
ます。

科目名 （100170） B09610公衆栄養学Ⅱ

学科 栄養学科 履修者数 90人

学年 3 回収数 39人

必修・選択の別 必修 回収率 43.3%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

定期テストの範囲を
前期の時にクラス
ルームで提示してほ
しかった。後期は口
頭での説明だったた
め聞き取れていない
点がないか不安だっ
た。

前期の公衆栄養学Ⅰは、オン
デマンド授業だったので
Googleclassroomで掲示しまし
た。今後も対面授業で行う場
合は、文書で掲示する予定は
ありません。メモ等を取りやす
いよう工夫しますが、基本的
には授業の全ての内容が大
事で、テスト範囲です。特に授
業で強調して説明する点など
が大事な内容です。毎回の授
業を大切に聴講してください。

自由記載に関するコメント
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

37 11 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

30 17 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ２

36 12 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ３

31 17 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ４

23 17 8 1 - 0 4.3 4.7 Ｑ５

29 18 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ６

22 16 9 2 - 0 4.2 4.7 Ｑ７

33 15 1 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ８

32 16 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

33 13 3 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ１０

25 20 4 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ１１

3 15 18 13 - 0 3.2 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0046

結果全体に対するコメント

看護学科の学生の臨地実習終了後からの授業開始となり、
栄養学科の学生さんコメントも大変理解できます。しかし、２
学科の合同科目であり、それぞれのスケジュールへの理解
もお願いします。また天候・交通機関のトラブルなど、北海
道の冬の時期の5限目の授業は辛かったですね。十分承知
しています。皆さんには極力不利益がないよう調整もしてい
ますので、ご理解していただきたいと思います。

科目名 （100171） B09910多職種連携演習（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 90人

学年 3 回収数 49人

必修・選択の別 必修 回収率 54.4%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント
後期の12月半ばから始まる授業で、天候・新型コロナ感染症も
あり、さらに他の授業も大忙しで、身体的にも精神的にも大変
だったと思われます。グループワークが多すぎるとの意見があ
り、他の科目でもグループワークが多く、大変であったかと思い
ますが、演習科目でもあり、看護学科の学生との連携・協働し
て話し合いを進めて行くこともこの科目では重要な目的となっ
ています。そのような中でも多くの学生は、真摯に授業やグ
ループワーク、課題に取り組めていたと思います。メールで質
問等をしてくる学生もいて、能動的に取り組んでいた学生もい
ました。
学生さんからのコメントにも共感できる部分も沢山あり、次年度
へ反映させていきたいと考えています。
学生も教員も気力・体力が必要な時期でもあったと思われま
す。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

28 4 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

27 5 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

24 6 2 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ３

26 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

23 9 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ５

27 5 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

21 11 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

23 9 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ８

24 8 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

20 12 0 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ１０

18 14 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１１

0 7 15 10 - 0 2.9 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0047

結果全体に対するコメント
　ほぼすべての項目で，全体平均より高い，あるいは同等の評
価を頂きましたが，No.12 授業の予復習に関する項目が全体
平均よりやや低値でした．次年度は，シラバスに基づき，特に
事前指導の回に臨地実習マニュアルにあらかじめ目を通して
おくことを口頭でも呼び掛けたいと考えます．
　本アンケートの回答率が3割程度と低値のため，次年度は回
答率アップを目指し，多くの履修者の声を聴けるように努めた
いと思います．

科目名 （100172） B10010総合演習Ⅰ

学科 栄養学科 履修者数 90人

学年 3 回収数 32人

必修・選択の別 必修 回収率 35.6%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

　臨地実習に向けての事前指導に関しまして，また実習
終了後の学内でのグループワークによる演習に関しま
して，複数の肯定的なコメントを頂きましてありがとうご
ざいました．
　
　それぞれの臨地実習科目において，シラバス記載の
到達目標を達成できるよう，学生のみなさんからのコメ
ントも参考にさせて頂きながら，本科目の内容をさらにブ
ラッシュアップしていきたいと考えます．
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

18 7 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

20 5 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

18 7 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ３

18 7 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ４

17 8 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ５

21 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

17 8 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

14 10 1 0 - 0 4.5 4.5 Ｑ８

16 8 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

13 10 1 1 - 0 4.4 4.5 Ｑ１０

16 8 0 1 - 0 4.6 4.6 Ｑ１１

0 3 13 9 - 0 2.8 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0048

結果全体に対するコメント

高評価をいただき、安心しました。

科目名 （100173） B11410英文文献講読

学科 栄養学科 履修者数 45人

学年 4 回収数 25人

必修・選択の別 選択 回収率 55.6%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

英語を通して体の機
能について復習でき
たことがよかった。

英文翻訳の材料として、英語
で書かれた解剖生理学の教
科書から腎臓と肝臓の章を
選びました。内容的にも良い
復習になったとおっしゃって
いただき、こちらの狙いが当
たって良かったです。

自由記載に関するコメント
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

6 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

7 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ２

7 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ３

5 2 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ４

5 2 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ５

6 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

5 2 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

5 2 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ８

7 0 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ９

5 2 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ１０

5 2 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

0 1 1 5 - 0 2.4 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0049

結果全体に対するコメント

評価アンケートの点数は全体平均以上であり、概
ね授業全般に満足していると思われます。今後も
学生の学びを深める教材作りや課題内容を工夫し
たいと考えます。

科目名 （100175） 12B324食文化論

学科 栄養学科 履修者数 12人

学年 4 回収数 7人

必修・選択の別 選択 回収率 58.3%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

「管理栄養士としても今後に活かせる内容だと感じ
た、選択授業としてもったいないと感じた。食文化に
ついて学ぶ機会は子の授業のみだったため、もっと
多く学びたいと感じた」、という意見がありました。引
き続き、卒業後にも役立つ内容を意識しながら授業
構成を考えていきたいと思います。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

4 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ１

4 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ２

4 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ３

4 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ４

4 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ５

3 1 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

4 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ７

4 0 0 0 - 0 5.0 4.5 Ｑ８

3 1 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

4 0 0 0 - 0 5.0 4.5 Ｑ１０

4 0 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ１１

0 3 1 0 - 0 3.8 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0050

結果全体に対するコメント

回収数が少ないので、偏りのある結果と言えます
が、アンケートの点数は高く、概ね授業全般に満足
していると思われます。今後も学生の学びを深める
教材作りや課題内容を工夫したいと考えます。

科目名 （100176） 12B404国際栄養学

学科 栄養学科 履修者数 11人

学年 4 回収数 4人

必修・選択の別 選択 回収率 36.4%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

外部の先生から多くの経験を聞けたこと、国外の情
勢にも目を向けるきっかけとなった、グループワー
クを通して楽しみながら学ぶことができた、などの
意見がありました。今後もみなさんの希望を取り入
れながら授業構成を考えていきたいと思います。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

42 18 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

40 20 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ２

46 15 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

41 17 3 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ４

40 19 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ５

43 18 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ６

42 18 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

37 23 1 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ８

42 18 1 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

38 21 2 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ１０

41 19 1 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

11 18 17 15 - 0 3.4 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0051

自由記載に関するコメント

「国試に関わる内容を授業で復習したり、過去問に
取り組めた事が良かったです」等の感想が多かっ
たことからも、次年度も計画通りに進めていきたい
と思います。テストの回答用紙返却の要望がありま
したが、次年度も返却については行いません。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

概ね平均値は全体平均程度であり、ほぼ授業目標
は達成されていると思われますが、予習復習時間
がやや少ないと感じます。事前の課題等も検討して
いきたいと思います。

科目名 （100177） 12B664総合演習Ⅱ

学科 栄養学科 履修者数 87人

学年 4 回収数 61人

必修・選択の別 必修 回収率 70.1%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

23 4 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

23 4 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ２

23 4 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ３

22 5 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

21 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

23 4 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

21 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

22 5 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

23 4 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ９

21 6 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ１０

22 5 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

7 10 7 3 - 0 3.8 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0052

結果全体に対するコメント

概ね平均値は全体平均よりも高く、ほぼ授業目標
は達成されていると思われます。

科目名 （100178） 12B674食といのちのゼミ

学科 栄養学科 履修者数 86人

学年 4 回収数 27人

必修・選択の別 必修 回収率 31.4%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

「自分の学びたいテーマを選べたこと。先生が1人
に対して生徒が少なく、質問がしやすかった。」「K
先生のゼミでは自分で授業を行ったことで、その範
囲の内容の理解を深めることができ、国試の勉強
にも役立ってよかったです」「O先生のゼミでは普段
手に取らないような本も授業の中で内容を知ること
ができ栄養の知識を深めることができたのでよかっ
たです。」等、内容に関して複数の肯定的なコメント
を頂きましてありがとうございました。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

5 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ１

5 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ２

4 0 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ３

4 1 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

4 0 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ５

4 1 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

4 0 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

4 1 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

4 1 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

5 0 0 0 - 0 5.0 4.5 Ｑ１０

4 1 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

4 0 1 0 - 0 4.6 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0053

自由記載に関するコメント

「進捗状況などを把握しつつ学生の作業量に偏り
がないかを確認していただけるとありがたい」とのコ
メントがありました。できる限りの対応を行いたいと
思います。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

全ての平均値は全体平均よりも高く、ほぼ授業目
標は達成されていると思われます。

科目名 （100180） 12B704卒業研究

学科 栄養学科 履修者数 23人

学年 4 回収数 5人

必修・選択の別 選択 回収率 21.7%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

44 28 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

45 26 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ２

46 26 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ３

45 27 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ４

48 23 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ５

48 23 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ６

47 24 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

30 38 3 1 - 0 4.3 4.5 Ｑ８

36 35 1 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

35 34 3 0 - 0 4.4 4.5 Ｑ１０

40 31 1 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ１１

3 10 27 32 - 0 2.8 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0054

結果全体に対するコメント

顕微鏡実習、模型実習、検査法実習の3種類を形
態機能学実習Ⅰで行った。全体的によい評価を得
たので、このやり方を次年度も継続したい。

科目名 （100181） 100027B05320　形態機能学実習Ⅰ

学科 栄養学科 履修者数 93人

学年 1 回収数 72人

必修・選択の別 必修 回収率 77.4%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

１．顕微鏡による臓
器のスケッチに名称
を入れることで形と名
称を記憶することが
できた。
２．模型実習で実際
に模型に触って名称
を確認できたのでわ
かりやすかった。
３．試験の日程をAB
クラス同じ日にしてほ
しい。

１．顕微鏡実習では、スケッチ
をしてこれに名称を書き入れ
ることが大事であると長年言
われてきました。それを体験し
ていただきました。
２．臓器は立体なので、模型
を触ることによって、その形を
真に理解することができます。
３．第15回の授業の枠内で試
験をしたので、違う日になりま
した。同じ日にできるかどうか
を検討してみます。

自由記載に関するコメント
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

41 13 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

40 14 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ２

38 15 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ３

42 12 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

45 9 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

42 12 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

40 13 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

43 11 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

44 10 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

40 14 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ１０

43 11 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

4 7 12 31 - 0 2.7 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0055

結果全体に対するコメント

　実習の品数と作業が増えていく中で、手際よく、
班で協力して作業できるようになり1年間での成長
を感じました。課題は負担も大きかったと思います
が、各自が自由に考えたレシピは見た目も工夫さ
れていて、大学での実習とは違う面も見ることもで
きました。調理学実習での学びをこれからの授業や
実習にに生かしていただければと思います。

科目名 （100183） 100028B06320　調理学実習Ⅱ

学科 栄養学科 履修者数 93人

学年 1 回収数 54人

必修・選択の別 必修 回収率 58.1%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

　前期と比べて1食しっかりと調理する中で、材料費
が全額負担となったことは申し訳なく思っています。
その他にも実習中フェイスシールドを着用するなど
新型コロナウイルスの感染対策として必要でした
が、負担が大きいことへのフォローをもう少し検討
すべきだったと考えます。実習の回数が限られたこ
とや班の人数の違いによる負担減のため、実習の
班を定期的に変更したことは概ね良いと回答があ
り、継続したいと思います。実習前の説明が長いこ
とについては、配布資料を充実させるなど来年度
検討事項とします。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

45 36 0 1 - 0 4.5 4.7 Ｑ１

56 25 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ２

64 17 0 1 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

57 23 2 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ４

62 19 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ５

53 28 0 1 - 0 4.6 4.7 Ｑ６

54 27 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

38 41 2 1 - 0 4.4 4.5 Ｑ８

45 34 2 1 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

30 49 3 0 - 0 4.3 4.5 Ｑ１０

50 30 1 1 - 0 4.6 4.6 Ｑ１１

0 6 26 50 - 0 2.5 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0056

結果全体に対するコメント

実験自体が嫌いな学生がいたのか各項目で必ず２
点または３点がついていた影響で、全体成績よりも
若干点数の低い項目が多かった。今年度から完全
対面授業に戻したことで、実験操作に慣れていない
学生にはやや難しく感じた授業だったかもしれな
い。

科目名 （100185） 100029B06420　食品科学実験Ⅰ

学科 栄養学科 履修者数 93人

学年 1 回収数 82人

必修・選択の別 必修 回収率 88.2%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

授業スライドをGoogle Classroomに挙げてほしいと
いう意見があった。それで復習がしやすくなるような
ら検討したい。１名から授業の説明が長いという意
見があったが、他は概ね授業の説明について良い
という意見であった。

0

1

2

3

4

5

Ｑ１ 

Ｑ２ 

Ｑ３ 

Ｑ４ 

Ｑ５ 

Ｑ６ Ｑ７ 

Ｑ８ 

Ｑ９ 

Ｑ１０ 

Ｑ１１ 

＜評価レーダーチャート＞ 平均 

全体平均 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ５ Ｑ６ Ｑ７ Ｑ８ Ｑ９ Ｑ１０ Ｑ１１ Ｑ１２ 

＜回答分布＞ 5

4

3

2

1

無回答 



２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

20 7 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

21 7 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

22 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

18 9 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ４

20 7 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ５

19 8 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ６

19 9 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

13 14 1 0 - 0 4.4 4.5 Ｑ８

17 10 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

15 11 1 1 - 0 4.4 4.5 Ｑ１０

18 8 2 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１１

0 7 9 12 - 0 2.8 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0057

結果全体に対するコメント

科目名 （100187） 100030B04520　公衆衛生学実習

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 28人

必修・選択の別 必修 回収率 30.8%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

・授業がアップロードされない日があった・・・・アップ
ロードされたかどうかを確認せずにおりました。ご迷
惑をおかけしました。
・説明不足な部分が多く、わかりずらいところが何
か所かありました。　・・・・今後対応します。
・統計の課題のなかで資料を探してもデータがない
ものがあるので、正確な答えがあるものにして頂い
たほうが解きやすいと思いました。・・・資料中に出
ていないものにつきましては、各自調べて記載でき
るはずです。私の説明不足でした。
・課題の提出方法が分かりづらいことが多く、困っ
ていた。・・・・改善します。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

52 16 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

54 14 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

55 12 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

55 12 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

57 11 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

59 9 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

44 23 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

47 20 1 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ８

50 17 1 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

50 16 2 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ１０

51 17 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

7 16 25 20 - 0 3.1 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0058

自由記載に関するコメント
・実験を通して理解が深まったなどたくさんの励みになるコメン
トをありがとうございます。栄養学に興味・関心を持っていただ
けるように工夫していきたいと思います。
・課題の量が多い（1名）：遠隔演習でのデータ処理等は段階を
追って課題を実施できるようにしたため多いと感じたのかもし
れないです、バランスを考えてみます。
・試験前は課題提出期日を延ばしてほしい（1名）：授業135分と
提出期限１週間で終えられるような課題を出しています。提出
期限を延ばすと忘れてしまう可能性が高くなりますので、なる
べく授業135分で終えられるようバランスを考えてみます。
・遠隔課題のアンケート提出期限が課題提出期限の前になっ
ていた（1名）：こちらの説明不足と設定ミスでした、申し訳あり
ません。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

 授業目的、授業計画に沿った内容をおおむね実施でき
たと思います。基礎栄養学は国家試験の必須科目であ
るため、実験・実習が復習となるように工夫していきたい
です。

科目名 （100189） 100031B07420　基礎栄養学実験・実習

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 68人

必修・選択の別 必修 回収率 74.7%
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＜回答分布＞ 5
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無回答 



２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

58 28 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

62 23 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ２

68 17 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

70 16 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

65 21 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

69 16 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

55 28 3 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

47 39 0 0 - 0 4.5 4.5 Ｑ８

57 28 1 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

60 25 1 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ１０

57 29 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

4 28 36 18 - 0 3.2 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0059

結果全体に対するコメント

わかりやすく実践につながるようより具体的に教授
した結果、学生に評価されたと思います。給食経営
管理論は国家試験が2年後になるため早期過去問
に着手し理解を深めてもらいたいです。

科目名 （100191） 100032B09020　給食経営管理論Ⅱ

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 86人

必修・選択の別 必修 回収率 94.5%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

授業で良かった点は、学生の質問に対して丁寧に
答えたこと、国家試験の問題の解説が充実してい
たこと、実体験を交えた授業内容にしたことが学生
にとってより学びにつながったようです。改善してほ
しい点では、マイクで話していても声が小さくて聞こ
えなったという意見があり、注意したいと思います。
テスト日がA・B組が別日なので不利有利が生じる
ので改善してほしいという意見があり、今後検討し
ていきます。
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＜回答分布＞ 5
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無回答 



２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

53 14 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

51 15 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ２

54 13 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

56 11 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

54 11 2 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

47 18 2 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ６

41 21 5 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ７

52 15 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

52 14 1 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

51 15 1 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ１０

53 14 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

10 29 14 14 - 0 3.5 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0060

授業の良かった点につい
ては、グループワークに
よってコミュニケーション
能力を鍛えることができ
た、大量調理を経験し管
理栄養士のイメージがつ
き良い経験になった、写
真の撮り方やwebサイトの
作り方を学んだ、などが挙
げられており、授業の目
的を理解し学びを深めて
いると感じました。

改善して欲しい点について、作業工
程表の役割に偏りがあったため（学
生が作成）、複数回実習を行っても
同じ作業しかできなかった、という
意見がありました。改善策として、
実習ごとに異なった経験ができるよ
うに役割決めを工夫したいと考えま
す。また、課題の量や提出時期に
ついて、個人間で差が大きく不平
等さを感じた、などの意見がありま
した。これについては、提出時期を
事前に伝えたり、希望を聞くなど工
夫したいと考えます。

自由記載に関するコメント

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント
評価アンケートの点数は全体平均と同等、またはそれ以上で
あり、概ね授業全般に満足していると思われます。今後も学生
の学びを深める教材作りや課題内容を工夫したいと考えます。

科目名 （100193） 100033B09120　給食経営管理論実習Ⅰ

学科 栄養学科 履修者数 91人

学年 2 回収数 67人

必修・選択の別 必修 回収率 73.6%

0

1

2

3

4

5

Ｑ１ 

Ｑ２ 

Ｑ３ 

Ｑ４ 

Ｑ５ 

Ｑ６ Ｑ７ 

Ｑ８ 

Ｑ９ 

Ｑ１０ 

Ｑ１１ 

＜評価レーダーチャート＞ 平均 

全体平均 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ５ Ｑ６ Ｑ７ Ｑ８ Ｑ９ Ｑ１０ Ｑ１１ Ｑ１２ 

＜回答分布＞ 5
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

60 16 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

54 23 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ２

68 9 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ３

64 12 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

61 16 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

64 12 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

59 15 3 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

54 19 4 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ８

58 17 2 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

57 17 3 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ１０

58 19 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

17 27 28 5 - 0 3.7 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0061

結果全体に対するコメント

学生さんは実によく勉強してくれました。4年生に
なっても繰り返しこれらの問題を解いて、知識を確
固たるものにしていただきたいです。

科目名 （100195） 100034B05420　形態機能学実習Ⅱ

学科 栄養学科 履修者数 90人

学年 3 回収数 77人

必修・選択の別 必修 回収率 85.6%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

１．授業の資料が事
前に配布されて、予
習ができたことが良
かった。　２．かなり
昔からの過去問が配
布されて、小テストに
も出してもらったのが
良かった。　３．資料
の過去問の番号や
記述に誤りや誤字が
あった。

１．予習をしてもらうことが、
この科目の最大の狙いでし
た。　２．同じような問題も、
出し方で表現が変わります。
よって、数多くの問題を解くこ
とは、為になります。
３．問題の番号や記述の誤
り、誤字などは学生さんのご
指摘によって、改善できま
す。配布している問題数が半
端でないので、ご協力をよろ
しくお願いします。

自由記載に関するコメント
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＜回答分布＞ 5
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

21 8 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

23 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

24 5 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

23 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

21 8 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ５

25 4 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

19 10 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

18 11 0 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ８

21 8 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

21 8 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ１０

22 7 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

3 11 9 6 - 0 3.4 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0062

自由記載に関するコメント

「課題提出期限にある程度の余裕があった」「疾患
ごとの献立作成の添削を丁寧にしていただけて、食
材の適切な量や選択が身についてきたと思う」「日
常生活では、触れる機会のない栄養補助食品で
あったり、嚥下調整食の調理方法などを学ぶことが
できて、よかったと思います。」等、内容に関して複
数の肯定的なコメントを頂きましてありがとうござい
ました。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

概ね平均値は全体平均よりも高く、ほぼ授業目標
は達成されていると思われますが、予習復習時間
がやや少ないと感じます。事前の課題等も検討して
いきたいと思います。

科目名 （100197） 100035B09320　臨床栄養学実習Ⅱ

学科 栄養学科 履修者数 90人

学年 3 回収数 29人

必修・選択の別 必修 回収率 32.2%
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＜回答分布＞ 5
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

33 12 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

31 14 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ２

35 10 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

33 12 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ４

28 16 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ５

27 17 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ６

26 15 4 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ７

28 16 1 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ８

27 17 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

27 16 0 2 - 0 4.5 4.5 Ｑ１０

27 17 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１１

0 15 12 18 - 0 2.9 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0063

結果全体に対するコメント

この実習は、同時期に履修する公衆栄養学Ⅱの授
業で学習した内容を実際に体験できるようにプログ
ラムし、理論と実践の統合を図っています。今後も
行政栄養士業務や地域での栄養改善活動の理解
が深まるよう、また、臨地実習で応用できるよう内
容を充実させます。

科目名 （100199） 100036B09720　公衆栄養学実習Ⅰ

学科 栄養学科 履修者数 90人

学年 3 回収数 45人

必修・選択の別 必修 回収率 50.0%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

授業内でなかなか話
し終わらないグルー
プワークの内容で、
授業後になかなかグ
ループワークをする
機会を持つことがで
きず、話し合いを深
めることができなかっ
たというお話も聞きま
した。もう少し、話し
合いの時間をとって
ほしいと思います。

充実したディスカッションがで
きるようグループワークの時
間を十分に確保したいと思
います。

自由記載に関するコメント
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　臨地実習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

20 7 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

20 8 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ２

19 9 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ３

16 11 1 0 - 0 4.5 4.3 Ｑ４

18 9 1 0 - 0 4.6 4.2 Ｑ５

15 12 1 0 - 0 4.5 4.5 Ｑ６

17 10 1 0 - 0 4.6 4.4 Ｑ７

25 3 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ８

23 5 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ９

Ｑ１０

0103

より良い臨地実習ができるよう、学内教員による事
前・事後の指導を改善していきます。

自由記載に関するコメント

結果全体に対するコメント

「栄養教諭を目指していなくても、他の職場で生か
せることがたくさんあり、学びが非常に深く充実した
実習になった」とのご意見をいただきました。
一方、献立作成と報告書の書き方に関して、学内
での指導が不十分であったとのご指摘がありました
ので、改善したいと思います。
また、巡回指導に関してもご意見がありましたの
で、教員間で共通理解を図り、改善します。
ご意見、ありがとうございました。

1．オリエンテーションの内容は適切でしたか

2．この科目における実習の目的や目標は明確でしたか

3．教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わりましたか

4．教員と指導者は、連携をとりながら指導しましたか

5．実習課題や記録物の量は適切でしたか

6．教員や指導者に相談や質問ができる体制が整っていましたか

7．実習に使用する教材、参考文献の提示は適切でしたか

8．あなたは、実習に積極的に取り組みましたか

9．あなたは、実習の目標を達成できましたか

学年 4 回収数 28人

必修・選択の別 選択 回収率 73.7%

科目名 （300005） 12B744給食経営管理論実習Ⅲ（学外実習）

学科 栄養学科 履修者数 38人
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　臨地実習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

11 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

11 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

8 5 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ３

6 5 2 0 - 0 4.3 4.3 Ｑ４

7 5 1 0 - 0 4.5 4.2 Ｑ５

9 4 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ６

10 3 0 0 - 0 4.8 4.4 Ｑ７

11 2 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ８

11 2 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ９

Ｑ１０

0104

　新型コロナの影響で、長時間の学外実習に行くこ
とが初めての人もおり、大変だったと思いますが、
一生懸命取り組んでいたことがわかりました。今後
も就職を考える上で、良い経験となるような実習を
実施できるように実習先と相談しつつ進めて行き
ます。

自由記載に関するコメント

結果全体に対するコメント

　「報告書、実習記録の書き方についての説明がほとんどな
かった、書き方を学ぶ時間があっても良い」について、臨地実
習マニュアルに基本的なことは示されており、総合演習Ⅰ（３
年次）や本実習オリエンテーションで注意事項等は伝えていま
す。こちらから質問等はないかと聞いても質問がないため、個
別に質問に来ていただいての対応となります。
　「教採試験日が近く、実習期間、提出物等の期限について大
変である、厳しすぎる」との意見がありました。実習日程は、教
採試験前の方が実習に対するモチベーションが上がるという
点から設定されており、試験日と実習日が近いので教採試験
の対策ゼミなどが、かなり早い時期から行われています。です
が、ここ数年、同じような意見が何件かあり、実習が採用試験
の勉強に支障をきたすという事であれば、実習日程や提出物
等の期限の見直しを検討すべきだと考えております。

1．オリエンテーションの内容は適切でしたか

2．この科目における実習の目的や目標は明確でしたか

3．教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わりましたか

4．教員と指導者は、連携をとりながら指導しましたか

5．実習課題や記録物の量は適切でしたか

6．教員や指導者に相談や質問ができる体制が整っていましたか

7．実習に使用する教材、参考文献の提示は適切でしたか

8．あなたは、実習に積極的に取り組みましたか

9．あなたは、実習の目標を達成できましたか

学年 4 回収数 13人

必修・選択の別 選択 回収率 86.7%

科目名 （300006） 19Z124栄養教育実習

学科 栄養学科 履修者数 15人
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　臨地実習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

23 4 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ１

23 4 0 0 - 0 4.9 4.9 Ｑ２

21 6 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

20 7 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ４

13 13 1 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ５

22 5 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

19 8 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

24 3 0 0 - 0 4.9 4.9 Ｑ８

23 3 0 1 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

Ｑ１０

0102

未だコロナ禍で制限が多い中、実習学生はよく努
力し、真摯に課題に取り組んだと思います。この実
習の体験が、職業選択や将来に向けてのキャリア
形成に役立つよう、今後も、教員、実習指導教員と
もども、丁寧な指導を心がけます。

自由記載に関するコメント

結果全体に対するコメント

実習時期がもっと早
かったら自分の就職
する候補に入ってい
たと思う。実践的に
学ぶことができてか
ら仕事内容や役割に
ついてやっと理解で
きた部分がとても多
かった。

実習時期を早めることは、当
該科目だけの調整ではできな
いので難しい課題ではありま
す。しかし、臨地実習の今後
の課題として、学科全体で検
討していくことは可能と考えま
す。行政栄養士は他の施設
で経験を重ねてから入職する
方も多いです。この実習での
経験は、卒後すぐでなくても、
将来のキャリアを考えるにあ
たっても活かしていけるもの
思います。

1．オリエンテーションの内容は適切でしたか

2．この科目における実習の目的や目標は明確でしたか

3．教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わりましたか

4．教員と指導者は、連携をとりながら指導しましたか

5．実習課題や記録物の量は適切でしたか

6．教員や指導者に相談や質問ができる体制が整っていましたか

7．実習に使用する教材、参考文献の提示は適切でしたか

8．あなたは、実習に積極的に取り組みましたか

9．あなたは、実習の目標を達成できましたか

学年 4 回収数 27人

必修・選択の別 選択 回収率 52.9%

科目名 （300016） 12B734公衆栄養学実習Ⅱ（学外実習）

学科 栄養学科 履修者数 51人
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　臨地実習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

12 0 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ１

12 0 0 0 - 0 5.0 4.9 Ｑ２

11 1 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

11 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ４

11 1 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ５

8 4 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

11 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

12 0 0 0 - 0 5.0 4.9 Ｑ８

10 1 0 1 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

Ｑ１０

0104

科目名 （300018） 12B754臨床栄養学実習Ⅴ（学外実習）

学科 栄養学科 履修者数 22人

学年 4 回収数 12人

必修・選択の別 選択 回収率 54.5%

1．オリエンテーションの内容は適切でしたか

2．この科目における実習の目的や目標は明確でしたか

3．教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わりましたか

4．教員と指導者は、連携をとりながら指導しましたか

5．実習課題や記録物の量は適切でしたか

6．教員や指導者に相談や質問ができる体制が整っていましたか

7．実習に使用する教材、参考文献の提示は適切でしたか

8．あなたは、実習に積極的に取り組みましたか

9．あなたは、実習の目標を達成できましたか

　すべての項目で，全体平均より高い，あるいは同等の
評価を頂きましたので，引き続き現行方式の実習内容
を継続していきたいと考えます．本アンケートの回答率
は2020年度18.2%，2021年度0%に比べると今年度54.5%
と大幅にアップしましたが，特に本科目は臨地実習科目
であるため，引き続き100%に近い回答率を目指し，多く
の履修者の声を聴けるように努めたいと思います．

自由記載に関するコメント

結果全体に対するコメント

　症例報告書の表紙に統一感がなかったとのコメントを
頂きました．臨地実習マニュアルに報告書作成の手順
を記載していますが，次年度はさらに口頭でも補足しな
がら，表紙の作成方法も含めて説明したいと考えます．
　実習内容，特に症例報告に関しまして，「教員のサ
ポート体制が充実していた」「学びが深まった」等，複数
の肯定的なコメントを頂きましてありがとうございました．
今年度もコロナ禍での実習となり，必ずしも履修者全員
に臨床現場を十分に体感できる実習内容を提供できま
せんでしたが，置かれた状況のなかで，各人がじっくりと
実習に向き合えていたと考えます．

0

1

2

3

4

5

Ｑ１ 

Ｑ２ 

Ｑ３ 

Ｑ４ 

Ｑ５ Ｑ６ 

Ｑ７ 

Ｑ８ 

Ｑ９ 

＜評価レーダーチャート＞ 平均 

全体平均 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ５ Ｑ６ Ｑ７ Ｑ８ Ｑ９ 

＜回答分布＞ 5

4

3

2

1

無回答 



２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　臨地実習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

16 1 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ１

15 2 0 0 - 0 4.9 4.9 Ｑ２

14 3 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

12 5 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ４

15 2 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ５

15 2 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

14 3 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

16 1 0 0 - 0 4.9 4.9 Ｑ８

16 1 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ９

Ｑ１０

0105

科目名 （300019） 12B764給食経営管理論実習Ⅳ（学外実習）

学科 栄養学科 履修者数 22人

学年 4 回収数 17人

必修・選択の別 選択 回収率 77.3%

1．オリエンテーションの内容は適切でしたか

2．この科目における実習の目的や目標は明確でしたか

3．教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わりましたか

4．教員と指導者は、連携をとりながら指導しましたか

5．実習課題や記録物の量は適切でしたか

6．教員や指導者に相談や質問ができる体制が整っていましたか

7．実習に使用する教材、参考文献の提示は適切でしたか

8．あなたは、実習に積極的に取り組みましたか

9．あなたは、実習の目標を達成できましたか

今回の平均点は、全体平均よりも高く概ね学生か
らは良い評価でした。今後も丁寧な対応を心がけ
学生の学びにつながる実習にしていきます。

自由記載に関するコメント

結果全体に対するコメント

授業の良かった点は、園児とのふれあい、他職種
とのコミュニケーションがとれたことで、保育園での
業務のイメージがつき多くのことが学べたようです。
自主課題を進める際に担当教員が親身になってく
れたという意見があり、今後も学生に寄り添える姿
勢でいきます。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　臨地実習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

30 4 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ１

32 3 0 0 - 0 4.9 4.9 Ｑ２

29 4 2 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

26 8 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ４

25 9 1 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ５

27 7 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

27 8 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

31 4 0 0 - 0 4.9 4.9 Ｑ８

25 10 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

Ｑ１０

0106

初めての臨地実習として、学生は真摯に実習に取
り組んでいると思います。今後に続く他の臨地実習
も初心を忘れず取り組んでほしいと思います。

自由記載に関するコメント

結果全体に対するコメント

授業の良かった点では、学生が委託会社と直営の
管理栄養士と業務について伺ったこと、ミールラウ
ンドを通して入所者との交流がきたことなど、座学
では学ぶことができない給食経営の実際を見て体
験することでより深い学びにつながったようです。

1．オリエンテーションの内容は適切でしたか

2．この科目における実習の目的や目標は明確でしたか

3．教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わりましたか

4．教員と指導者は、連携をとりながら指導しましたか

5．実習課題や記録物の量は適切でしたか

6．教員や指導者に相談や質問ができる体制が整っていましたか

7．実習に使用する教材、参考文献の提示は適切でしたか

8．あなたは、実習に積極的に取り組みましたか

9．あなたは、実習の目標を達成できましたか

学年 3 回収数 35人

必修・選択の別 必修 回収率 38.9%

科目名 （300020） B10510給食経営管理論実習Ⅱ

学科 栄養学科 履修者数 90人
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　臨地実習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

33 3 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ１

35 1 0 0 - 0 5.0 4.9 Ｑ２

32 4 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

31 5 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ４

28 8 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ５

31 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

32 3 1 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

32 4 0 0 - 0 4.9 4.9 Ｑ８

26 10 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

Ｑ１０

0107

科目名 （300021） B10910臨床栄養学実習 Ⅲ

学科 栄養学科 履修者数 90人

学年 3 回収数 36人

必修・選択の別 必修 回収率 40.0%

1．オリエンテーションの内容は適切でしたか

2．この科目における実習の目的や目標は明確でしたか

3．教員や指導者は、学生を尊重し、真剣に関わりましたか

4．教員と指導者は、連携をとりながら指導しましたか

5．実習課題や記録物の量は適切でしたか

6．教員や指導者に相談や質問ができる体制が整っていましたか

7．実習に使用する教材、参考文献の提示は適切でしたか

8．あなたは、実習に積極的に取り組みましたか

9．あなたは、実習の目標を達成できましたか

　次年度はコロナへの対応が緩和される方向です
が、施設での対応は変わらないところもあると思い
ますので、引き続き実習施設と連携を取りながら、
よりよい実習を実施できるようにしたいと思います。

自由記載に関するコメント

結果全体に対するコメント

　今年度もコロナ禍のため、学内実習や学外実習と
のハイブリッド、急遽学外実習から学内実習に変更
となった方がおりました。学外、学内ともに不安を抱
えながらの実習であったと思いますが、事前準備
や、学内実習の内容に関して肯定的なコメントをい
ただき、ありがとうございました。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

52 15 0 1 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

60 7 1 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

64 4 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

60 8 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

64 4 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

56 12 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

53 12 1 2 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

47 19 2 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ８

46 19 2 1 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

37 26 3 2 - 0 4.4 4.6 Ｑ１０

52 15 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

3 8 24 33 - 0 2.7 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0066

自由記載に関するコメント

今年は学生たちとても熱心でうれしい気持ちを毎回
の授業で現わしていました。コロナウイルスの雰囲
気の中でしたがグループワークでソーシャルディス
タンスを守りながらお互いをサポートしながらキリス
ト教学を学んでいました。学校の精神をキャッチし
たと感じています。すごく満足です。学長様の協力
もありがとうございました。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

前年度の評価から翌年の授業がより良いものにな
るように考えていました。このような評価をもらいま
た来年の授業に生かしたいと思います。

科目名 （100077） A00110キリスト教学概論（看護）

学科 看護学科 履修者数 103人

学年 1 回収数 68人

必修・選択の別 必修 回収率 66.0%
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＜回答分布＞ 5

4
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無回答 



２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

48 21 2 2 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

56 13 3 1 - 0 4.7 4.8 Ｑ２

53 18 2 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ３

53 20 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

59 12 0 2 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

51 20 1 1 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

53 17 3 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

42 25 5 1 - 0 4.5 4.6 Ｑ８

42 28 3 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

31 36 5 1 - 0 4.3 4.6 Ｑ１０

47 23 2 1 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

1 7 27 38 - 0 2.6 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0067

結果全体に対するコメント

前年度の評価から翌年の授業がより良いものにな
るように考えていました。このような評価をもらいま
た来年の授業に生かしたいと思います。

科目名 （100078） B00110キリスト教学概論（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 94人

学年 1 回収数 73人

必修・選択の別 必修 回収率 77.7%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

今年は学生たちとても熱心でうれしい気持ちを毎回
の授業で現わしていました。コロナウイルスの雰囲
気の中でしたがグループワークでソーシャルディス
タンスを守りながらお互いをサポートしながらキリス
ト教学を学んでいました。学校の精神をキャッチし
たと感じています。すごく満足です。学長様の協力
もありがとうございました。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

50 22 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

61 10 0 1 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

60 11 0 1 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

64 8 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

62 9 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

62 9 0 1 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

59 12 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

53 16 2 1 - 0 4.7 4.6 Ｑ８

47 24 0 1 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

41 28 2 1 - 0 4.5 4.6 Ｑ１０

55 16 0 1 - 0 4.7 4.7 Ｑ１１

8 16 33 15 - 0 3.2 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0068

自由記載に関するコメント

例年どおり、「レポートの書き方が学べた」、「小グ
ループに分かれた演習は質問などがし易くてよかっ
た」などの好意的な記載があった。
２つの教室をzoomで連結した授業形態について
は、少数であるが「オンデマンドでもいいのではな
いか」等の意見があった。対面で実施する意義が
学生に伝わるよう、教員側は努力が必要と感じた。
例年どおり、進度や難易度について不満の意見が
あった。これらについても、学生に丁寧な説明を心
掛ける必要があると感じた。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

Ｑ１からＱ１１まで、何れも4点台であり、受講した学
生たちは、一定の満足を得たように思う。

科目名 （100079） A00910基礎学修演習（看護）

学科 看護学科 履修者数 102人

学年 1 回収数 72人

必修・選択の別 必修 回収率 70.6%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

48 24 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

46 25 2 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ２

55 18 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

54 17 2 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

47 21 5 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ５

53 17 3 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

36 29 8 0 - 0 4.4 4.7 Ｑ７

34 34 5 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ８

36 34 2 1 - 0 4.4 4.6 Ｑ９

24 37 11 1 - 0 4.2 4.6 Ｑ１０

33 33 6 1 - 0 4.3 4.7 Ｑ１１

11 15 26 21 - 0 3.2 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0069

自由記載に関するコメント

例年どおり、「レポートの書き方が学べた」、「小グ
ループに分かれた演習は質問などがし易くてよかっ
た」などの好意的な記載があった。
２つの教室をzoomで連結した授業形態について
は、少数であるが「オンデマンドでもいいのではな
いか」等の意見があった。対面で実施する意義が
学生に伝わるよう、教員側は努力が必要と感じた。
例年どおり、進度や難易度について不満の意見が
あった。これらについても、学生に丁寧な説明を心
掛ける必要があると感じた。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

Ｑ１からＱ１１まで、何れも4点台であり、受講した学
生たちは、一定の満足を得たように思う。

科目名 （100080） B00910基礎学修演習（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 94人

学年 1 回収数 73人

必修・選択の別 必修 回収率 77.7%
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＜回答分布＞ 5
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

25 4 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

27 2 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

27 2 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

27 2 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

25 4 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

28 1 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ６

28 1 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ７

25 4 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ８

25 4 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ９

23 5 1 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１０

27 2 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１１

0 0 7 22 - 0 2.2 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0070

自由記載に関するコメント

Word、PowerPoint、Excelを知ることができたという
コメントをいただきありがとうございました。授業内
容を精査し更に分かりやすい授業になるように検
討します。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

12の回答が平均値よりも低い傾向があります。PC
を使いこなせるようになるためには復習が必要不
可欠ですので、復習問題の充実を更に図ります。

科目名 （100081） 100012A01020_情報処理演習（看護）

学科 看護学科 履修者数 43人

学年 1 回収数 29人

必修・選択の別 選択 回収率 67.4%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

29 1 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ１

29 1 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ２

29 1 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ３

30 0 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ４

30 0 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ５

28 2 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

28 2 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

28 2 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ８

29 1 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ９

23 7 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１０

28 1 1 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１１

0 0 7 23 - 0 2.2 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0071

自由記載に関するコメント

Word、PowerPoint、Excelを知ることができたという
コメントをいただきありがとうございました。授業内
容を精査し更に分かりやすい授業になるように検
討します。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

12の回答が平均値よりも低い傾向があります。PC
を使いこなせるようになるためには復習が必要不
可欠ですので、復習問題の充実を更に図ります。

科目名 （100083） 100013B01020_情報処理演習（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 44人

学年 1 回収数 30人

必修・選択の別 選択 回収率 68.2%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

39 22 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

39 21 2 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ２

51 11 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

44 18 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

41 20 1 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ５

47 14 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

41 21 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

27 32 3 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ８

28 31 2 1 - 0 4.4 4.6 Ｑ９

23 31 8 0 - 0 4.2 4.6 Ｑ１０

30 28 4 0 - 0 4.4 4.7 Ｑ１１

3 26 23 10 - 0 3.4 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

4.5 4.6

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0072

・オンラインでのテスト
で、半角全角をミスして
しまうと減点になる点が
嫌だった。
・質問できるのは良い
が、質問がないときは
感想を書くので、なにを
書けばよいかわからず
必要ないと思った。
・テストの回答時間が
短いなと感じました。

・半角全角ミスは、PC操作ミス
や機種の違いで発生していま
すが、答案をチェックして加点
するようにしていました。
・遠隔授業では教員が学生と問
答してフィードバックすることが
義務となっています。その対応
をしないのは違法と考えます。
・対面の小テストは20分、遠隔
では30分で実施しています。頑
張ってください。

自由記載に関するコメント

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

・化学（基礎）は、化学を苦手とする人が多い中で、今年
度の皆さんは、全員合格となりました。努力に敬意を表
します。また、本授業では、化学の基礎的理解だけでな
く、その知識を活用して論理的に思考し説明できること
を目標としています。このことは、専門学科で必要な資
質・能力でもあります。
・さらに、次年度は授業改善に取り組みます。

科目名 （100085） 100014A01240_化学（基礎）

学科 看護学科 履修者数 96人

学年 1 回収数 62人

必修・選択の別 必修 回収率 64.6%
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＜回答分布＞ 5
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

55 7 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

57 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

57 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

54 8 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

52 10 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

50 12 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

55 7 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

46 16 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ８

47 14 1 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

38 21 3 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

52 10 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

0 11 30 21 - 0 2.8 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0073

自由記載に関するコメント

特に問題となる指摘は無かった。授業日をずらした
ことに対しての意見があったが、この科目では一度
も授業日をずらしていない。間違って他の科目に対
する意見を書いたものと思われる。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

すべて遠隔授業で行い、アンケートも遠隔で依頼し
たためか、回収率が６０％程度に留まったのは残念
だった。評価自体は特に悪いと評価された項目が
なく、その点は安心した。

科目名 （100087） 100015A01270_化学（発展）

学科 看護学科 履修者数 100人

学年 1 回収数 62人

必修・選択の別 必修 回収率 62.0%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

39 17 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

43 13 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

44 11 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

47 9 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

45 11 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

39 16 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

42 14 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

35 21 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

38 18 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

31 21 4 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ１０

38 18 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１１

4 17 28 7 - 0 3.3 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0074

・詳しい内容を医療と絡
めて知ることができた，
看護に通じる生物学の
基本を学ぶことが出来
た，など
・映像・動画の使用で
判りやすかった，など
・予習課題が多い，意
味がない。
・先生の研究や実験に
ついて知りたかった。

・本授業科目の目的に即した意
見が多数あり，目的はほぼ達
成していると思う。今後もこれま
での授業方針を継続しつつ，細
部の改良に務めたい。
・授業方法について好意的意
見が多い。本方式を継続する。
・予習課題の内容と分量を再検
討する。
・オンデマンド授業の時間的制
約のため触れることができな
かった。対面授業では検討した
い。

自由記載に関するコメント

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

今年度は初のオンデマンド形式授業で，学生の集中時
間を勘案して説明を簡略化する必要があった。このため
学生の理解度の低下を危惧したが，昨年と同様の結果
となり，安心した。土曜日1時限目に実施のためか欠席
者が多く，H評価の学生が4名もいた（昨年は0名）。オン
デマンド講義のメリットは認めるが，実施日時について
は検討が必要であろう。

科目名 （100089） A01310生物学（看護）

学科 看護学科 履修者数 102人

学年 1 回収数 56人

必修・選択の別 選択 回収率 54.9%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

54 7 1 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

49 12 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

49 13 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

47 13 2 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

51 11 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

46 15 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

43 19 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

29 32 1 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ８

30 29 3 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ９

24 35 3 0 - 0 4.3 4.6 Ｑ１０

37 25 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

2 14 30 16 - 0 3.0 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0075

結果全体に対するコメント

概ね前年度よりポイントが高いようだが、やはり予
習復習が足りないようだ。
次年度は復習用の問題配布も検討したい。

科目名 （100090） B01310生物学（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 88人

学年 1 回収数 62人

必修・選択の別 選択 回収率 70.5%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

課題に関して、重すぎるという意見が前年・前々年
ともにあったので、一回おきに軽いものも取り入れ
たのは、学生には好評であったようだ。
プリントの配布に関しては、来年度以降、手元に行
き渡るようにしたい。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

15 9 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

18 6 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

17 7 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ３

20 4 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

21 3 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

18 6 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

19 5 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

12 10 2 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ８

11 9 4 0 - 0 4.3 4.6 Ｑ９

11 11 2 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ１０

14 9 1 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ１１

0 2 10 12 - 0 2.6 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0076

自由記載に関するコメント

コロナ禍において、みなさんとなかなかお話しでき
ないのが、もどかしいです。制限された中で、精一
杯みんなで楽しみましょう。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

後期もニュース英語、専門英語を中心に学び、実
力アップを目指しましょう。楽しく、有意義な授業を
みんなで一緒に作っていきましょう。

科目名 （100091） A01640英語ⅠA（基礎）看護

学科 看護学科 履修者数 25人

学年 1 回収数 24人

必修・選択の別 必修 回収率 96.0%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

11 8 1 1 - 0 4.4 4.7 Ｑ１

13 7 0 1 - 0 4.5 4.8 Ｑ２

9 5 6 1 - 0 4.0 4.8 Ｑ３

11 8 1 1 - 0 4.4 4.8 Ｑ４

11 9 0 1 - 0 4.4 4.8 Ｑ５

11 8 2 0 - 0 4.4 4.8 Ｑ６

13 8 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

12 9 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

12 8 0 1 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

10 8 3 0 - 0 4.3 4.6 Ｑ１０

10 8 2 1 - 0 4.3 4.7 Ｑ１１

1 2 13 5 - 0 3.0 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0077

結果全体に対するコメント

27人中、20人くらいしか回答していないので全体の
結果がわからない。

科目名 （100092） A01650英語ⅠA（中級）看護

学科 看護学科 履修者数 27人

学年 1 回収数 21人

必修・選択の別 必修 回収率 77.8%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

参考にします。

0

1

2

3

4

5

Ｑ１ 

Ｑ２ 

Ｑ３ 

Ｑ４ 

Ｑ５ 

Ｑ６ Ｑ７ 

Ｑ８ 

Ｑ９ 

Ｑ１０ 

Ｑ１１ 

＜評価レーダーチャート＞ 平均 

全体平均 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ５ Ｑ６ Ｑ７ Ｑ８ Ｑ９ Ｑ１０ Ｑ１１ Ｑ１２ 

＜回答分布＞ 5

4

3

2

1

無回答 



２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

19 1 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ１

20 0 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ２

13 7 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ３

19 1 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ４

20 0 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ５

19 0 0 1 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

16 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

15 5 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

14 6 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

14 6 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１０

18 2 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１１

0 4 11 5 - 0 3.0 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0078

結果全体に対するコメント

ある程度授業に満足しているようで安心しました。
後期も引き続き学びがある授業が出来るよう頑張
りたいと思います。

科目名 （100093） A01660英語ⅠA（習熟）看護

学科 看護学科 履修者数 20人

学年 1 回収数 20人

必修・選択の別 必修 回収率 100.0%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

授業を楽しんでくれた人が多かったようで大変嬉し
く感じています。
後期も引き続き洋楽や動画などを用いて授業をし
ていきたいと思います。
また、前期とは異なり後期は席替えも2回考えてい
ます。ペアーやグループワークを通じてコミュニケー
ションのスキルも高めてもらえればと思います。

自由記載に関するコメント
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

19 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

20 3 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

19 4 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

21 2 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

20 2 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

20 3 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

21 1 1 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

18 5 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

16 7 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

13 9 1 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ１０

19 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

1 2 10 10 - 0 2.7 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0079

自由記載に関するコメント

コロナ禍において、みなさんとなかなかお話しでき
ないのが、もどかしいです。制限された中で、精一
杯みんなで楽しみましょう。提出物については、授
業内でお話ししますね。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

後期もニュース英語、専門英語を中心に学び、実
力アップを目指しましょう。楽しく有意義な授業をみ
んなで一緒に作っていきましょう。

科目名 （100094） B01640英語ⅠA（基礎）栄養

学科 栄養学科 履修者数 25人

学年 1 回収数 23人

必修・選択の別 必修 回収率 92.0%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

15 7 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

12 9 1 0 - 0 4.5 4.8 Ｑ２

9 9 4 0 - 0 4.2 4.8 Ｑ３

12 9 0 1 - 0 4.5 4.8 Ｑ４

8 12 2 0 - 0 4.3 4.8 Ｑ５

8 12 1 1 - 0 4.2 4.8 Ｑ６

10 10 1 1 - 0 4.3 4.7 Ｑ７

10 12 0 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ８

6 13 2 1 - 0 4.1 4.6 Ｑ９

5 11 5 1 - 0 3.9 4.6 Ｑ１０

5 13 3 1 - 0 4.0 4.7 Ｑ１１

0 2 13 7 - 0 2.8 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0080

結果全体に対するコメント

全体の4分の1以上の人数が記載していない結果な
ので、全体がわかりません。

科目名 （100095） B01650英語ⅠA（中級）栄養

学科 栄養学科 履修者数 28人

学年 1 回収数 22人

必修・選択の別 必修 回収率 78.6%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

参考にします。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

19 2 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

20 1 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ２

14 7 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ３

19 2 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

18 3 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

18 3 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

19 2 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

12 9 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

14 7 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

12 9 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

17 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

0 5 14 2 - 0 3.1 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0081

自由記載に関するコメント

授業を楽しんでくれた人が多かったようで大変嬉し
く感じています。
後期も引き続き洋楽や動画などを用いて授業をし
ていきたいと思います。
また、前期とは異なり後期は席替えも2回考えてい
ます。
ペアーやグループワークを通じてコミュニケーション
のスキルも高めてもらえればと思います。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

ある程度授業に満足しているようで安心しました。
後期も引き続き学びがある授業が出来るよう頑張
りたいと思います。

科目名 （100096） B01660英語ⅠA（習熟）栄養

学科 栄養学科 履修者数 22人

学年 1 回収数 21人

必修・選択の別 必修 回収率 95.5%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

40 12 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

45 7 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

46 8 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

46 8 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

49 3 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

47 5 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

49 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

45 7 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ８

42 10 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

39 13 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１０

47 5 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１１

3 2 15 32 - 0 2.5 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0082

自由記載に関するコメント

ポジティブなコメントを沢山もらって嬉しく感じていま
す。
引き続き、映画なども使いながらネイティブライクな
表現や言い回しを指導出来たらと思います。
一方でリスニングをもっとしたい人やG-TELPの対
策をして欲しい人などもいるようです。
希望する学生には追加の課題を与えますので興味
がある人は研究室を訪ねてください。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

ある程度授業に満足してもらったようで安心しまし
た。コロナの感染状況が芳しくないため、スピーキ
ング活動を制限しながらの授業に後期もなります
が、引き続き学びが多い授業を目指して頑張りたい
と思います。

科目名 （100097） 100016A02040_オーラルイングリッシュIA（基礎）看護

学科 看護学科 履修者数 53人

学年 1 回収数 52人

必修・選択の別 必修 回収率 98.1%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

33 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

34 2 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

35 1 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ３

33 3 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

32 3 1 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

33 3 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

34 2 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

32 4 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ８

29 7 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

29 6 1 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１０

31 4 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

0 4 20 12 - 0 2.8 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0083

自由記載に関するコメント

授業の主軸となるペアワークやグループワークについて
は、肯定的な意見が多く見受けられました。互いに協力
し合い、交流しながら学ぶことが出来たという声もあり、
今後も学生たちが英語を用いて活発なコミュニケーショ
ンを行える場を作っていこうと考えています。
一方、ペアワークの所要時間が長いと感じる学生もいた
ようです。これまでは全体を見ながら、活動がまだ終
わっていないペアがいた際、そのペアが終わるまで待つ
ようにしていました。今後は様子を見ながら、適宜活動
時間を調整しようと考えています。また、オンラインに切
り替えてほしいという要望については、今年度は対面と
いう決まりですので残念ながら難しいですね。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

全体の項目別の平均値は4.8～5.0という結果でし
た。授業に対する評価をある程度得られたことにつ
いては、嬉しく思います。今後、英語にもっと興味を
持ち、学びを広げたいと思えるような授業の展開を
目指していきます。

科目名 （100099） 100017A02050_オーラルイングリッシュIA（習熟）看護

学科 看護学科 履修者数 48人

学年 1 回収数 36人

必修・選択の別 必修 回収率 75.0%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

38 4 1 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

38 4 1 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

30 12 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ３

37 5 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

36 6 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

34 8 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

36 6 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

34 8 1 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

32 9 2 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

26 15 2 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

34 8 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

2 2 16 23 - 0 2.6 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0084

結果全体に対するコメント

ある程度授業に満足してもらったようで安心しまし
た。コロナの感染状況が芳しくないため、スピーキ
ング活動を制限しながらの授業に後期もなります
が、引き続き学びが多い授業を目指して頑張りたい
と思います。

科目名 （100101） 100018B02040_オーラルイングリッシュIA（基礎）栄養

学科 栄養学科 履修者数 44人

学年 1 回収数 43人

必修・選択の別 必修 回収率 97.7%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

ポジティブなコメントを沢山もらって嬉しく感じていま
す。
引き続き、映画なども使いながらネイティブライクな
表現や言い回しを指導出来たらと思います。
寝ているなど、やる気がない人に対してですが後期
は全体に対して指導するのではなく個人に対して
減点するなどの対処をするつもりです。
加えて、コロナの感染状況も考慮しながら後期はも
う少しスピーキング活動を多くしたいと思います。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

33 15 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

31 17 0 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ２

34 14 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ３

34 13 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

38 10 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

34 14 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

37 11 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

32 14 2 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

27 21 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

21 24 3 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ１０

27 20 1 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ１１

0 1 22 25 - 0 2.5 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0085

自由記載に関するコメント

ペアワークに対する高評価をいただけたこと、授業
の雰囲気が良い等のコメントをたくさんいただき、率
直にうれしく思います。また「英語を話す機会が少
なかった」というコメントがありましたが、まだコロナ
禍にあり、オーラルの授業とはいえ、発話の機会を
おさえざるを得ない状況にあるということをご理解し
てもらいたく思います。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

前期はようやく対面授業になったとはいえ、まだコ
ロナの影響がクラスを進めていくことでも大きく、本
当に歯がゆい気持ちでした。今後もコロナの影響が
続くかと思いますが、少しでも良い授業となるように
工夫していきたいと思っています。後期もどうぞよろ
しくお願いします。

科目名 （100103） 100019B02050_オーラルイングリッシュIA（習熟）栄養

学科 栄養学科 履修者数 50人

学年 1 回収数 48人

必修・選択の別 必修 回収率 96.0%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

7 3 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

7 3 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ２

8 2 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

7 3 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

8 2 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

9 1 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

7 3 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

8 2 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

4 6 0 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ９

4 5 1 0 - 0 4.3 4.6 Ｑ１０

6 4 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

0 2 4 4 - 0 2.8 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0086

自由記載に関するコメント

　「体を動かすことやみんなで協力して創作すること
が新鮮でとても楽しかった。良い思い出になった。」
との記載があった。
　対面授業でみんなが楽しそうに話し合い、生き生
きとダンスをする姿を見ることができ、人と人とのコ
ミュニケーション、ストレスの解消が必要であると感
じた。短い期間ではあったが、対面授業の重要性を
あらためて認識した。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

　 コロナ禍の影響で、昨年度よりさらに遠隔授業が
増え、８月に集中的に対面授業を行った。対面授業
では、班を編成し各班がダンス作品を創作した。４
日連続８講というハードスケジュールにもかかわら
ず、楽しそうにコミュニケーションをとり、積極的に作
品づくりに取り組んでいた。短期間ではあったが、
作品の完成度も高かった。

科目名 （100105） B02810健康とスポーツⅠ（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 32人

学年 1 回収数 10人

必修・選択の別 選択 回収率 31.3%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

8 1 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

9 1 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

8 2 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

8 2 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

7 3 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ５

8 2 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

8 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

6 3 1 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ８

8 0 2 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

7 1 1 1 - 0 4.4 4.6 Ｑ１０

8 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

0 3 6 1 - 0 3.2 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0087

自由記載に関するコメント

好意的な記載が多く、今年度は、うまく学生たちの
気持と合った内容で授業を進められたように感じ
る。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

Ｑ１からＱ１１まで、何れも4点台であり、受講した学
生たちは、一定の満足を得たように思う。

科目名 （100106） B01510科学的思考（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 12人

学年 2 回収数 10人

必修・選択の別 選択 回収率 83.3%
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4

3

2

1

無回答 



２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

9 4 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

9 4 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ２

10 3 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

10 2 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

10 2 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ５

10 3 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

10 3 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

6 6 1 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ８

6 6 0 1 - 0 4.3 4.6 Ｑ９

6 5 1 1 - 0 4.2 4.6 Ｑ１０

7 5 1 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ１１

0 1 7 5 - 0 2.7 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0088

自由記載に関するコメント

受講人数に関係なく個人差については十分な対応
ができませんでした。
今後は一人一人のレベルを把握し適切な指導がで
きるようにもっと工夫しなければならないと思ってい
ます。
言葉だけではなく韓国についての今の情報も発信
していきたいです。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

今年度は対面授業でしたので仲間と楽しく韓国語
で話して覚えることができたと思っています。皆さん
が積極的に授業に参加してくれたことに感謝してい
ます。14回という短い時間でしたが読み書きを忘れ
ずに今後韓国旅行やお仕事で少しでも役に立つこ
とがあればと願っています。

科目名 （100107） B02610韓国語（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 31人

学年 2 回収数 13人

必修・選択の別 選択 回収率 41.9%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

4 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ１

4 0 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ２

4 0 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ３

4 0 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ４

4 0 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ５

4 0 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ６

4 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ７

4 0 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ８

4 0 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ９

4 0 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ１０

4 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ１１

0 0 0 4 - 0 2.0 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0089

結果全体に対するコメント

今年度も暑い夏の中、ほぼ全員が対面授業を休む
ことなく終えることが出来、良かったと思っていま
す。遠隔授業でもバレーボールの予習やニュース
ポーツ、パラスポーツなどの競技についても学ぶこ
とが出来たのではないでしょうか。今後は予習や復
習など、実技に活かせるような内容にしていきたい
と思います。

科目名 （100108） 100020B02920_健康とスポーツ II（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 23人

学年 2 回収数 4人

必修・選択の別 選択 回収率 17.4%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

12 5 0 1 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

12 5 1 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ２

8 6 3 1 - 0 4.2 4.8 Ｑ３

13 5 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ４

13 3 1 1 - 0 4.6 4.8 Ｑ５

14 3 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

13 3 1 1 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

9 5 3 1 - 0 4.2 4.6 Ｑ８

10 5 3 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ９

10 5 2 1 - 0 4.3 4.6 Ｑ１０

12 3 1 2 - 0 4.4 4.7 Ｑ１１

1 1 7 9 - 0 2.7 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0090

結果全体に対するコメント

チャートのQ3とQ8で低い数値が出ていますが、両者
には強い結びつきがあります。事前に説明したよう
に、履修者の理解度に応じて進度は調整するというこ
とでしたから、Q3の数値が上がらないということから
みればQ8の数値も低くなる、つまり当初予定のペー
スで進めるのではなく柔軟に対応したことの現われだ
と思われます。

科目名 （100110） 100021A03510_法学（日本国憲法）

学科 看護学科 履修者数 33人

学年 1 回収数 18人

必修・選択の別 選択 回収率 54.5%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

改善してほしいところで書かれていた点についてで
すが、話し手に注意を傾けながら必要なことを書き
とめる作業をスムーズに進められるようになること
は、大学以外の社会におい今後も求め続けられる
スキルですので、この時間を利用してトレーニング
しましょうという趣旨でした。これからも頑張ってくだ
さい。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

66 17 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

65 16 3 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ２

72 10 2 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

70 13 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

73 10 1 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

76 8 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

63 17 4 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

65 18 1 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

67 14 3 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

67 14 2 1 - 0 4.8 4.6 Ｑ１０

64 17 3 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１１

12 25 26 21 - 0 3.3 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0091

自由記載に関するコメント

あたたかなコメントをたくさんいただきました。ありが
とうございます。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

たくさんの方が「考える力」を身につけてくれまし
た。身近な現象を題材にして心理学的に考える力
を育む授業をこれからもつくっていきたいと思いま
す。

科目名 （100112） 100022A03610_対人関係の心理学

学科 看護学科 履修者数 139人

学年 1 回収数 84人

必修・選択の別 選択 回収率 60.4%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

65 13 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

64 13 1 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

56 21 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ３

65 13 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

66 12 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

64 12 2 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

58 20 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

53 25 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ８

59 19 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

54 23 0 1 - 0 4.7 4.6 Ｑ１０

59 17 2 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１１

2 16 30 30 - 0 2.9 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0092

結果全体に対するコメント

概ね良好な結果と思いますが、自己学習や、さらな
る学習の動機づけといった面で、改善の余地が大
きいようです。
毎回の授業が「以上、終わり」ではなく、むしろ本当
の意味での学びの始まりになるように、授業はもち
ろん課題の内容等についても工夫を重ねたいと思
います。

科目名 （100114） 100023A03710_社会学

学科 看護学科 履修者数 157人

学年 1 回収数 78人

必修・選択の別 選択 回収率 49.7%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

・楽しみながら学べた、というコメントがもらえたこと
は、私としても嬉しいことです。
・課題の締切等、告知の方法に不十分な点があっ
たようなので、以後、改善します。
・授業動画の音量についても指摘があったので、こ
れも改善します。
・こうした点については本来、授業の中で改善すべ
きことだと思いますので、履修者の皆さんが不都合
なく受講できているかどうか、もう少し丁寧に気を配
りながら、迅速に対応できるようにします。
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

29 9 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

29 10 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ２

28 11 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ３

31 8 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

30 9 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

30 9 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

29 10 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

22 14 3 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ８

25 12 2 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

22 15 2 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ１０

26 13 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１１

2 13 15 9 - 0 3.2 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0093

自由記載に関するコメント

　「板書が見えにくくて困りました」とのご意見を賜り
ました。次年度は注意します。また「難しい内容の
時に具体例で説明いただき、わかりやすかった」な
どのご意見を賜りました。ありがとうございます。こ
の場を借りてキリスト教関連の問題を出しますの
で、暇なときに考えてみてください。――問１：世界
を創造する神は世界を超越する。しかし聖書は「神
は私の心の奥に住む」とも語る。世界を超越する神
は、どのような仕方で世界に内在するか？問２：全
能の神は何でも創造できるはずである。では神は
「丸い三角形」を創造することができるか？

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

　全項目で全体の平均値と概ね同じであった。この
結果を受け止め、授業内容の向上に努めます。死
後の問題は科学的な証明が不可能な難問です。こ
の難問に真摯な態度で取り組んだ学生諸君に感謝
しています。

科目名 （100116） 000024A00310_キリスト教人間学

学科 看護学科 履修者数 190人

学年 2 回収数 39人

必修・選択の別 選択 回収率 20.5%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

63 12 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

61 14 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

63 12 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ３

62 13 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

61 14 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

62 13 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ６

58 17 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

49 25 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

50 24 1 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

44 30 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

61 14 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

2 28 36 9 - 0 3.3 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0094

結果全体に対するコメント

ある程度授業に満足してくれたようで安心していま
す。授業で扱った内容は結構難しかったと思いま
す。後期もGoogle Classsroomを閲覧できるようにし
ますので各自復習をしてもらえると嬉しいです。

科目名 （100118） 000025A01810_英語ⅡA

学科 看護学科 履修者数 101人

学年 2 回収数 75人

必修・選択の別 選択 回収率 74.3%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

動画の解説が役にたったようで作成した甲斐があ
りました。
後期の英語ⅡBでは動画をまだ作成していません
ので、なるべく動画を作成して分かりやすい授業に
したいと思います。
ワークシートですが、印刷が難しい場合は手書きで
解答欄を作成し、その写真のファイルを提出しても
らってもオーケーでしたが、少々説明不足だったか
もしれません。

自由記載に関するコメント
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

13 6 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

15 4 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ２

13 6 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ３

16 3 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ４

15 4 0 0 - 0 4.8 4.8 Ｑ５

13 6 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

13 6 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

11 8 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

14 5 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

12 7 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１０

15 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

1 7 10 1 - 0 3.4 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0095

結果全体に対するコメント

語学の授業をオンデマンドで初めて開催したが、比
較的高評価をいただき、安堵した。
今後も方法論に磨きをかけ、より学習効果の高い
授業を行えるように努力したい。

科目名 （100120） 000026A02510_中国語

学科 看護学科 履修者数 75人

学年 2 回収数 19人

必修・選択の別 選択 回収率 25.3%

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

概ね高評価で今後もこの方向で講義を行いたい
が、授業ごとに課題の量に差があるという指摘が
あった。これは課題の少ない回は単語やフレーズ
等暗記する項目が多い回で、自習の時間を確保す
るためであった。
アナウンスが不十分であったかもしれないので、次
年度以降はこの点について丁寧にアナウンスする
ようにしたい。
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＜回答分布＞ 5

4
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

14 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

12 5 1 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ２

17 1 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

16 2 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ４

13 4 1 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ５

14 3 0 1 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

8 9 1 0 - 0 4.4 4.7 Ｑ７

10 8 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ８

13 5 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

13 5 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１０

11 7 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１１

2 8 3 5 - 0 3.4 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0096

・レポートの提出期限
を延ばしてほしい。

・レポートの評価基準
が不適切でないか。

・今年度は、レポート提出の
期限を翌日中にしていました
が、遅れて出す学生には、
柔軟に対応していました。次
年度は、３日後にすることも
考えますが、一方では提出
忘れの学生が出現すること
も懸念しています。
・レポートは評価基準を１回
目の講義時に十分説明して
実施しています。確認してく
ださい。

自由記載に関するコメント

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

・教員を志望する教職課程の学生さんにとっては、
使命感や子供たちへの愛情、コミュニケーション能
力やチームで仕事をする力などが必要です。
・教員としての資質・能力を一層高めることができる
ように、学生さんの状況を踏まえつつ、授業改善に
取り組みます。

科目名 （100122） C00210教職概論

学科 栄養学科 履修者数 21人

学年 1 回収数 18人

必修・選択の別 選択 回収率 85.7%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

11 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

11 1 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ２

11 1 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ３

12 0 0 0 - 0 5.0 4.8 Ｑ４

11 1 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ５

11 1 0 0 - 0 4.9 4.8 Ｑ６

11 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

11 1 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ８

12 0 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ９

11 1 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ１０

12 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ１１

1 4 7 0 - 0 3.5 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

自由記載に関するコメント

・「授業では、自分の考えやアイディアを整理し発表
する機会があり、その後の振り返りを通して学ぶこ
とが沢山あったし、プレゼンや発表についても学ぶ
ことができて、良かった。」、あるいは、「一生懸命
行った課題に対して、教授からのフィードバックが
必ずあるのが良かった。」とのご意見に感謝しま
す。勇気を持って次年度以降も臨んでいきます。
・「いつもは行っていた他の学生の発表に対する振
り返りシートを今回の授業では実施していなかった
が、自分ではなかなか振り返る時間を確保できな
いので、課題として実施してもよい。」とのこと。前
向きに検討します。ありがとうございました。

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

〇極めて高い評価をいただき、感謝いたします。特
に、Q4とQ12において満点をいただけたのは、教師
冥利に尽きます。受講した学生さんは、教職課程な
らではのアクティブ・ラーニングによく取り組み、素
晴らしい成果を上げたと考えています。こうした取り
組みの良さや効果を後輩の学生さん達にも伝えて
いきたいと思います。

科目名 （100123） C00810総合学習指導論

学科 栄養学科 履修者数 12人

学年 3 回収数 12人

必修・選択の別 選択 回収率 100.0%
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２０２２年度前期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

8 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

7 3 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ２

6 4 0 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ３

6 4 0 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ４

6 4 0 0 - 0 4.6 4.8 Ｑ５

7 3 0 0 - 0 4.7 4.8 Ｑ６

6 4 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

8 2 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ８

8 2 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

8 2 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１０

8 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１１

5 5 0 0 - 0 4.5 3.1 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0098

・自由記載なし ・コメントはありません。

自由記載に関するコメント

12．1回の授業に対してどの程度自己学習（予習・復習・課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

・学生の皆さんが、熱心に授業に取り組んで
いたことが分かりました。
・今後とも、栄養教育実習の事前準備である本科
目の充実を図るようにいたします。

科目名 （100124） 19Z114栄養教育実習事前事後指導

学科 栄養学科 履修者数 14人

学年 4 回収数 10人

必修・選択の別 選択 回収率 71.4%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

31 13 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

36 9 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

26 14 5 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ３

36 9 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

38 7 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

35 9 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

37 7 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

27 16 2 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ８

30 13 2 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

20 20 4 1 - 0 4.3 4.5 Ｑ１０

32 12 1 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

5 9 17 14 - 0 3.1 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0064

自由記載に関するコメント

　①「授業内容と課題のテーマが一致していたので
やりやすかった」「聖書について知らなかった多くの
ことを学べたので、新たな知識を身につけることが
できました」などのご意見を賜りました。ありがとうご
ざいます。②「字が汚くてちょっと何かいているのか
わからない」とのご意見もありました。次年度改善し
ます。③「クリック１回で資料やページに移動できる
ようにしていただけると有難い」とのご要望もありま
した。授業内容に応じて複数の資料を使うこともあ
ります。動画の視聴環境を整えていただけると助か
ります。――聖書は世界のベストセラーです。今後
も聖書に親しみながら読んでください。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

　全項目で全体の平均値より0.1～0.2ほど高かっ
た。授業ではイエスの誕生の記事（マタイ福音書）
を解釈し、処女懐胎の謎に迫りました。――理解困
難な主題であるにもかかわらず、真剣に授業に取
り組んでくださったことに感謝します。次年度も授業
内容の向上を目指して努力します。

科目名 （100201） A00210聖書の講読（看護）

学科 看護学科 履修者数 103人

学年 1 回収数 45人

必修・選択の別 選択 回収率 43.7%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

19 31 1 0 - 0 4.4 4.7 Ｑ１

23 27 1 0 - 0 4.4 4.7 Ｑ２

18 30 3 0 - 0 4.3 4.7 Ｑ３

22 28 1 0 - 0 4.4 4.7 Ｑ４

25 25 1 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ５

24 26 1 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ６

18 30 3 0 - 0 4.3 4.7 Ｑ７

17 30 4 0 - 0 4.3 4.5 Ｑ８

15 30 6 0 - 0 4.2 4.6 Ｑ９

9 29 12 1 - 0 3.9 4.5 Ｑ１０

17 30 4 0 - 0 4.3 4.6 Ｑ１１

2 8 24 17 - 0 2.9 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0065

結果全体に対するコメント

　全項目で全体の平均値より0.3～0.5ほど低かっ
た。この結果を謙虚に受け止め、授業内容の向上
に努めます。――授業ではイエス誕生の記事を解
釈し、処女懐胎の謎に迫りました。理解困難な主題
であるにもかかわらず、真剣に授業に取り組んでく
ださったことに感謝します。次年度も授業内容の向
上を目指して努力します。

科目名 （100202） B00210聖書の講読（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 94人

学年 1 回収数 51人

必修・選択の別 選択 回収率 54.3%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

　①「聖書を通して、キリスト教についての理解を深
めることができました」「豆知識のようなことも学べ
て楽しかった」「先生のお話がわかりやすかった」な
どのご意見を賜りました。ありがとうございます。②
「期末レポートで書く字数が多いと思った」「一回の
課題量が多く、時間がかかる」とのご意見もありまし
た。期末レポートの字数や１回の課題量は少ないく
らいであると私は考えています。毎回の課題や期
末レポートを通して文章執筆能力の強化に励んでく
ださると助かります。――聖書は世界のベストセ
ラーです。今後も聖書に親しみながら読んでくださ
い。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

25 31 16 2 - 0 4.1 4.7 Ｑ１

34 33 6 1 - 0 4.4 4.7 Ｑ２

57 17 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

38 23 12 1 - 0 4.3 4.7 Ｑ４

28 29 14 3 - 0 4.1 4.7 Ｑ５

29 30 11 4 - 0 4.1 4.7 Ｑ６

17 36 15 6 - 0 3.9 4.7 Ｑ７

11 28 26 9 - 0 3.6 4.5 Ｑ８

15 31 20 8 - 0 3.7 4.6 Ｑ９

12 25 24 13 - 0 3.5 4.5 Ｑ１０

20 31 14 9 - 0 3.8 4.6 Ｑ１１

9 22 23 20 - 0 3.3 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0066

結果全体に対するコメント

この科目では全般的にどの項目も全体平均よりも
得点は低い。ただ、問３（シラバスどおり）と問12（自
己学修時間）の得点は全体平均より高い。学生た
ちは、シラバスをよく見て、自己学修に時間をかけ
ている。小中高等学校の学習指導要領にある「主
体的・対話的で深い学び」が定着しつつあるように
感じる。

科目名 （100203） 100037A01420　データの科学（看護）

学科 看護学科 履修者数 105人

学年 1 回収数 74人

必修・選択の別 必修 回収率 70.5%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

（１）内容は難しい

（２）課題の量は多い

（３）担当教員を替え
て欲しい

　小中高等学校の教育課程
を踏まえ、大学で学ぶ水準を
定めています。

　事前にアシスタントが取組
み、分量を調整しています。

　この件は、授業の担当教
員には対応できません。誰
か他の人に相談してみてくだ
さい。

自由記載に関するコメント

0

1

2

3

4

5

Ｑ１ 

Ｑ２ 

Ｑ３ 

Ｑ４ 

Ｑ５ 

Ｑ６ Ｑ７ 

Ｑ８ 

Ｑ９ 

Ｑ１０ 

Ｑ１１ 

＜評価レーダーチャート＞ 平均 

全体平均 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ５ Ｑ６ Ｑ７ Ｑ８ Ｑ９ Ｑ１０ Ｑ１１ Ｑ１２ 

＜回答分布＞ 5
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

22 30 17 5 - 0 3.9 4.7 Ｑ１

30 33 5 6 - 0 4.2 4.7 Ｑ２

33 35 4 2 - 0 4.3 4.7 Ｑ３

29 30 10 5 - 0 4.1 4.7 Ｑ４

23 27 15 9 - 0 3.9 4.7 Ｑ５

22 31 15 6 - 0 3.9 4.7 Ｑ６

12 28 24 10 - 0 3.6 4.7 Ｑ７

10 26 30 8 - 0 3.5 4.5 Ｑ８

10 35 21 8 - 0 3.6 4.6 Ｑ９

7 26 28 13 - 0 3.4 4.5 Ｑ１０

10 36 17 11 - 0 3.6 4.6 Ｑ１１

16 28 17 13 - 0 3.6 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0067

（１）内容は難しい

（２）課題の量は多い

（３）担当教員を替え
て欲しい

　小中高等学校の教育課程
を踏まえ、大学で学ぶ水準を
定めています。

　事前にアシスタントが取組
み、分量を調整しています。

　この件は、授業の担当教
員には対応できません。誰
か他の人に相談してみてくだ
さい。

自由記載に関するコメント

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

この科目では全般的にどの項目も全体平均よりも
得点は低い。ただ、問12（自己学修時間）の得点は
全体平均より高い。学生たちは、自己学修に時間
をかけている。小中高等学校の学習指導要領にあ
る「主体的・対話的で深い学び」が定着しつつある
ように感じる。

科目名 （100205） 100038B01420　データの科学（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 93人

学年 1 回収数 74人

必修・選択の別 必修 回収率 79.6%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

14 3 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

15 2 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ２

14 2 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

17 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ４

16 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ５

16 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

16 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

12 5 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ８

11 5 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

7 8 2 0 - 0 4.3 4.5 Ｑ１０

12 3 2 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１１

0 1 7 9 - 0 2.5 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0068

今後も、英語を忘れてしまわないように、自分なり
の方法を見つけてください。時には英語でニュース
を読んだり、聞いたりしてみましょう。もちろん、専門
分野の英語も勉強を続けてくださいね。

自由記載に関するコメント

11．授業全般を通し、この授業に満足した

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

結果全体に対するコメント

科目名 （100207） A01740英語ⅠＢ（基礎）看護

学科 看護学科 履修者数 25人

学年 1 回収数 17人

必修・選択の別 必修 回収率 68.0%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

16 7 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

16 7 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ２

11 11 3 0 - 0 4.3 4.7 Ｑ３

19 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

12 9 4 0 - 0 4.3 4.7 Ｑ５

13 10 2 0 - 0 4.4 4.7 Ｑ６

19 6 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

15 10 0 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ８

12 10 3 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ９

13 8 3 1 - 0 4.3 4.5 Ｑ１０

14 8 3 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ１１

0 1 12 12 - 0 2.6 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0069

結果全体に対するコメント

せっかく小さな質問などを出席カードに書いてくれ
ていても授業で答え忘れていたことが何度か有り、
それは今度から気をつけないといけないなと思い
ましたよ。いつもの年はそういうことこそ大事にしよ
うと心がけていたはずだったのですが、次に活かし
ますね

科目名 （100208） A01750英語ⅠＢ（中級）看護

学科 看護学科 履修者数 28人

学年 1 回収数 25人

必修・選択の別 必修 回収率 89.3%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

ネガティブな書き込みがなく、良かった点に、「楽し
みながら、とても身についた」という内容が数名か
らあり、皆さんのために少しでもなったなら、心か
ら、有り難い思いです。参考にさせて頂いて次に活
かしていきますね。

0

1

2

3

4

5

Ｑ１

Ｑ２

Ｑ３

Ｑ４

Ｑ５

Ｑ６Ｑ７

Ｑ８

Ｑ９

Ｑ１０

Ｑ１１

＜評価レーダーチャート＞ 平均

全体平均

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ５ Ｑ６ Ｑ７ Ｑ８ Ｑ９ Ｑ１０ Ｑ１１ Ｑ１２

＜回答分布＞ 5

4

3

2

1

無回答



２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

19 1 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ１

20 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ２

18 2 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ３

19 1 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ４

19 1 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ５

20 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ６

18 1 0 1 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

14 6 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ８

13 7 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

12 8 0 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ１０

18 2 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ１１

0 4 12 4 - 0 3.0 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0070

学年 1 回収数 20人

必修・選択の別 必修 回収率 100.0%

科目名 （100209） A01760英語ⅠＢ（習熟）看護

学科 看護学科 履修者数 20人

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

ポジティブな意見を沢山もらってホッとしています。
引き続きペアーワークやグループワークを取り入れ
た授業をしていきたいと思います。
一方で、席替えの回数や課題の量についても意見
をもらいました。改めて検討して今後につなげてい
きたいと思います。

皆さん、後期もお疲れ様でした。全体的にある程度
評価されたようで安心しました。今後も良い授業が
できるよう頑張っていきたいと思います。

自由記載に関するコメント

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

17 5 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

18 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

17 5 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

18 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

15 6 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ５

17 5 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

18 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ７

18 4 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

12 10 0 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

11 10 1 0 - 0 4.5 4.5 Ｑ１０

15 7 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

1 2 7 12 - 0 2.6 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0071

今後も、英語を忘れてしまわないように、自分なり
の方法を見つけてください。時には英語でニュース
を読んだり、聞いたりしてみましょう。もちろん、専門
分野の英語も勉強を続けてくださいね。

自由記載に関するコメント

11．授業全般を通し、この授業に満足した

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

結果全体に対するコメント

科目名 （100210） B01740英語ⅠＢ（基礎）栄養

学科 栄養学科 履修者数 25人

学年 1 回収数 22人

必修・選択の別 必修 回収率 88.0%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか
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＜回答分布＞ 5

4

3
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無回答 



２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

12 12 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ１

7 15 1 1 - 0 4.2 4.7 Ｑ２

5 13 5 1 - 0 3.9 4.7 Ｑ３

6 18 0 0 - 0 4.3 4.7 Ｑ４

6 11 5 2 - 0 3.9 4.7 Ｑ５

6 13 2 3 - 0 3.9 4.7 Ｑ６

10 11 2 1 - 0 4.3 4.7 Ｑ７

7 13 4 0 - 0 4.1 4.5 Ｑ８

6 11 6 1 - 0 3.9 4.6 Ｑ９

3 11 7 3 - 0 3.6 4.5 Ｑ１０

6 11 5 2 - 0 3.9 4.6 Ｑ１１

0 0 10 14 - 0 2.4 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0072

自由記載に関するコメント

前期と後期と通して、頑張ってきましたね。もう少
し、宿題を出しても良かったかなと思っています。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

英語の歌を使った授業が、思いのほか好評だった
のですね。コロナで歌えませんでしたが、部分的聞
き取りが楽しかったと書いていた人が何人か居まし
たので、皆さんの後輩にもやっていこうと思います。
業中に書いてもらった練習問題など、全て手で押さ
え見せない方がいる等、コミュニケーションで私なり
にとても苦労しました。次に活かしますね。

科目名 （100211） B01750英語ⅠＢ（中級）栄養

学科 栄養学科 履修者数 28人

学年 1 回収数 24人

必修・選択の別 必修 回収率 85.7%
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＜回答分布＞ 5
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無回答 



２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

14 5 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

14 5 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ２

12 7 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ３

13 6 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ４

12 6 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ５

13 6 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ６

12 7 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

10 9 0 0 - 0 4.5 4.5 Ｑ８

10 8 1 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

8 9 2 0 - 0 4.3 4.5 Ｑ１０

11 7 1 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ１１

0 4 14 1 - 0 3.2 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0073

学年 1 回収数 19人

必修・選択の別 必修 回収率 95.0%

科目名 （100212） B01760英語ⅠＢ（習熟）栄養

学科 栄養学科 履修者数 20人

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

皆さん、後期もお疲れ様でした。比較的評価された
と感じていますが、もっと良い授業ができるよう今後
も頑張っていきたいと思います。

グループワークの活用やフィードバックについてポ
ジティブな意見をもらい嬉しく感じています。
一方で、配布物の印刷について改善して欲しい旨
の意見ももらいました。授業中にもお話ししたと思
いますが、情報処理室や情報処理室向かえのプリ
ンター室でプリント可能です。プリンターを所有して
いない人は是非活用して欲しいと思います。
この件は学期中に複数回説明することにしますね。

自由記載に関するコメント

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

40 5 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

42 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ２

43 2 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ３

42 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ４

43 2 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ５

40 5 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

43 2 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ７

38 7 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

37 8 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

34 11 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ１０

43 2 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ１１

1 2 11 31 - 0 2.4 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0074

結果全体に対するコメント

自由記載に関するコメント

11．授業全般を通し、この授業に満足した

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

科目名 （100213） 100039A02140　オーラルイングリッシュⅠＢ（基礎）看護

学科 看護学科 履修者数 53人

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

沢山の良いフィードバックを貰って嬉しく感じていま
す。一方で、遅刻の取り扱いやリスニングの量、授
業で扱う登場人物について意見ももらいました。
頂いた意見を参考にしながら来年度も良い授業を
目指して頑張りたいと思います。

皆さん、後期もお疲れ様でした。ほぼすべての項目
で全体平均を上回っており、ホッとしました。今後も
良い授業ができるよう頑張っていきたいと思いま
す。

学年 1 回収数 45人

必修・選択の別 必修 回収率 84.9%

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

40 5 0 1 - 0 4.8 4.7 Ｑ１

39 7 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

45 1 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ３

40 6 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ４

41 5 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ５

43 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

44 2 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ７

39 6 1 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

32 13 0 1 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

29 15 2 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ１０

37 6 2 1 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

0 5 12 29 - 0 2.5 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0075

自由記載に関するコメント

プレゼンテーション活動について、前向きに取り組め
たという感想が複数見られたのは素晴らしいですね。
ペアワーク、グループワークを楽しむことが出来たと
いう声も多く聞かれ、英語で話す・聞く活動を皆さん積
極的に行うことが出来ていたように思います。
一方で、教科書には載っていないような教員の海外で
の実際の経験を聞きたい、英語の動画をもっと見たい
という意見もあったので、テキストの内容に加え、より
楽しめる授業づくりを心がけていきます。グループ
ワークを立ち歩く形式にしてほしいとの声もありまし
た。コロナ禍で席の移動は最小限にしていましたが、
今後形式の検討をしていきたいと思います。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

全体の項目別の平均値においては、比較的高い数
値が得られ、嬉しく思います。こちらとしても、学期
全体を通して、皆さん意欲的に取り組んでくれてい
た印象が強くあります。英語のコミュニケーションを
メインとする授業でしたので、授業内で学んだことを
今後も活かしてもらえたらと思います。

科目名 （100215） 100040A01250　オーラルイングリッシュⅠＢ（習熟）看護

学科 看護学科 履修者数 49人

学年 1 回収数 46人

必修・選択の別 必修 回収率 93.9%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

26 12 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

25 15 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ２

30 10 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

31 7 1 1 - 0 4.7 4.7 Ｑ４

27 11 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ５

28 12 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ６

28 12 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

19 18 1 2 - 0 4.4 4.5 Ｑ８

23 13 4 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

13 21 4 2 - 0 4.1 4.5 Ｑ１０

18 17 4 1 - 0 4.3 4.6 Ｑ１１

2 3 12 23 - 0 2.6 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0076

結果全体に対するコメント

自由記載に関するコメント

11．授業全般を通し、この授業に満足した

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

科目名 （100217） 100041B01240　オーラルイングリッシュⅠＢ（基礎）栄養

学科 栄養学科 履修者数 44人

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

フィードバックや自分の経験に基づいた指導につい
て良いフィードバックを貰って嬉しく感じています。
一方で、改善につながる意見も貰いました。
授業を作るうえで今後の参考にしたいと思います。
有難うございました。

皆さん、後期もお疲れ様でした。ある程度評価して
もらったようでホッとしていますが、他の授業に比べ
あまり満足しなかった人も結構いるようです。原因
を考えながら授業を改善していきたいなと思いま
す。

学年 1 回収数 40人

必修・選択の別 必修 回収率 90.9%

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

24 19 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

23 20 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ２

26 15 2 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ３

26 17 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ４

32 10 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ５

29 14 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ６

30 13 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

23 18 2 0 - 0 4.5 4.5 Ｑ８

21 20 2 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ９

19 21 3 0 - 0 4.4 4.5 Ｑ１０

21 20 2 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ１１

1 0 18 24 - 0 2.5 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0077

自由記載に関するコメント

ペアワークなどのアクティビティを最小限にとどめな
ければならなかったにもかかわらず、そのペアワー
クがよかったというコメントをいくつもいただきました
こと、安堵しているとともに、うれしく思います。ま
た、他のコメントについても、今後の授業にも活かし
たり、励みにしていきたいと思っています。ありがと
うございました。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

コロナの影響が残っている対面授業、しかもオーラ
ルイングリッシュという科目で色々悩みながらの授
業でした。英米文化にも興味を持ってもらいたく以
前より多く視聴覚教材を取り入れたりしましたので
すが、少しでも英語やその背景にある文化をより身
近に感じてもらえた学生さんがいたら幸いです。

科目名 （100219） 100042B02150　オーラルイングリッシュⅠＢ（習熟）栄養

学科 栄養学科 履修者数 49人

学年 1 回収数 43人

必修・選択の別 必修 回収率 87.8%
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＜回答分布＞ 5

4

3

2

1

無回答 



２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

6 9 1 0 - 0 4.3 4.7 Ｑ１

8 7 1 0 - 0 4.4 4.7 Ｑ２

8 8 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ３

10 6 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ４

11 5 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ５

12 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

9 7 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

5 9 2 0 - 0 4.2 4.5 Ｑ８

7 8 1 0 - 0 4.4 4.6 Ｑ９

4 10 2 0 - 0 4.1 4.5 Ｑ１０

7 7 2 0 - 0 4.3 4.6 Ｑ１１

1 4 7 4 - 0 3.1 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0078

自由記載に関するコメント

「課題の思想家の要約をする時、どの程度でまとめ
ればいいのか毎回分からなかったので、○○字以
内で、また○○字以上でと制限をつけてくださると
ありがたいです。」という要望をいただきました。
おっしゃるとおりですね。本当に申し訳ありませんで
した。みなさんにとっては取り返すことはできません
が、来年度以降そのようにいたします。こうした要望
については、Google Classroomのメール機能などで
お知らせいただけると学期中に改善したりこちらの
意図を説明したりすることができますので、ご協力
の程どうぞよろしくお願いします。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

授業で扱う思想自体が難しいこともあり、内容を理
解するのに苦労された方が散見されるようです。私
の理解不足もありますが、もっとわかりやすく説明
するよう努力します。みなさんの方でも、動画をきち
んと見てほしかったです。動画を見てもらえると理
解が進んだものと推察します。よりよい授業になる
ようお互いに協力しましょう。

科目名 （100221） A03010倫理学（看護）

学科 看護学科 履修者数 104人

学年 1 回収数 16人

必修・選択の別 必修 回収率 15.4%
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4

3

2

1

無回答 



２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

19 25 3 0 - 0 4.3 4.7 Ｑ１

19 27 1 0 - 0 4.4 4.7 Ｑ２

25 22 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ３

26 21 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ４

24 21 2 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ５

22 24 1 0 - 0 4.4 4.7 Ｑ６

19 25 3 0 - 0 4.3 4.7 Ｑ７

16 27 4 0 - 0 4.3 4.5 Ｑ８

17 26 4 0 - 0 4.3 4.6 Ｑ９

15 21 10 1 - 0 4.1 4.5 Ｑ１０

17 26 4 0 - 0 4.3 4.6 Ｑ１１

2 9 19 17 - 0 2.9 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0079

自由記載に関するコメント

「初めて倫理学という科目を学習しましたが、たくさんの
倫理思想を通して、共感するものや反対するものを自分
なりに考えることができました。」、「難しい内容でした
が、考え方を広げることができました。」というコメントを
いただけたことがうれしかったです。すべての受講生に
このように感じてもらえるように努力していきます。
最終レポートの掲載が最終授業よりも遅くなったことに
ついてはお詫びします。
講義資料が文字ばかりで読んでいて想像しにくいという
指摘もありましたが、それを補うために動画でたくさん説
明しているつもりです。課題も含めてよりわかりやすくな
るように工夫します。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

授業で扱う思想自体が難しいこともあり、内容を理解す
るのに苦労された方が散見されるようです。私の理解不
足もありますが、もっとわかりやすく説明するよう努力し
ます。みなさんの方でも、動画をきちんと見てほしかった
です。動画を見てもらえると理解が進んだものと推察し
ます。よりよい授業になるようお互いに協力しましょう。

科目名 （100222） B03010倫理学（栄養）

学科 栄養学科 履修者数 93人

学年 1 回収数 47人

必修・選択の別 必修 回収率 50.5%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

35 20 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

37 18 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ２

38 17 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ３

42 14 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

38 18 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ５

41 14 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ６

37 19 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

32 24 0 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ８

29 25 2 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

23 30 3 0 - 0 4.4 4.5 Ｑ１０

34 21 1 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ１１

1 6 28 21 - 0 2.8 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0080

自由記載に関するコメント

ニュースや映画から多くの事例を取り挙げたことも
あり、楽しく、また、身近な感覚を持ちながら授業に
取り組めたという好意的なコメントが目立ちました。
今後もこの面での方針は変えず、絶えず新鮮な話
題や教材を取り入れていきたいと思います。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

概ね平均的な評価となっていますが、さらなる学習
への意欲の低さや、予習、復習の実施率の低さか
ら見ても、学習が授業時間内で完結してしまってい
るように思います。
授業時間外にも各自が積極的、主体的に学習を進
められるよう、発展的な課題の提示を行うよう、工
夫を重ねます。

科目名 （100223） 100043A03110　宗教学

学科 看護学科 履修者数 123人

学年 1 回収数 56人

必修・選択の別 選択 回収率 45.5%
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＜回答分布＞ 5
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

6 4 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

4 6 0 0 - 0 4.4 4.7 Ｑ２

4 4 2 0 - 0 4.2 4.7 Ｑ３

8 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

6 4 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ５

6 4 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ６

7 3 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

6 4 0 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ８

7 3 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

5 4 1 0 - 0 4.4 4.5 Ｑ１０

7 3 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

0 3 4 3 - 0 3.0 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0081

自由記載に関するコメント

美術史やその関連領域を専門としない学生が、芸
術作品に触れるきっかけとなったようでよかった。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

学期途中で授業が休止となっている日を見落として
おり、配信のペースが乱れることがあったため、今
後は気をつけたい。

科目名 （100227） 100045A03310　美術概論

学科 看護学科 履修者数 38人

学年 1・2 回収数 10人

必修・選択の別 選択 回収率 26.3%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

4 2 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

5 1 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

5 1 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

5 1 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

5 1 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

5 1 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

6 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ７

4 2 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ８

4 2 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

3 3 0 0 - 0 4.5 4.5 Ｑ１０

6 0 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ１１

0 0 4 2 - 0 2.7 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0082

自由記載に関するコメント

講義資料に対して肯定的なコメントが多く安心しま
した。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

講義に対し、積極的に取り組んでくれたからこその
評価だと理解しています。ありがとうございます。

科目名 （100229） 100046A03810　近現代の日本

学科 看護学科 履修者数 14人

学年 1 回収数 6人

必修・選択の別 選択 回収率 42.9%
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無回答 



２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

2 2 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ１

2 2 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ２

2 2 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ３

2 2 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ４

2 2 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ５

2 2 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ６

2 2 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ７

2 2 0 0 - 0 4.5 4.5 Ｑ８

2 2 0 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

1 3 0 0 - 0 4.3 4.5 Ｑ１０

1 3 0 0 - 0 4.3 4.6 Ｑ１１

0 2 1 1 - 0 3.3 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0083

自由記載に関するコメント

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

予習・復習をうながすような工夫、あるいは次回ま
での課題といったものを適宜もちいるような工夫の
必要性を感じた。また、課題をもちいる場合には、
授業中に一定時間をあたえて考えてもらう機会をつ
くる取り組みも必要だったと感じた。これらを今後の
授業実施にいかしていきたい。

科目名 （100231） 100047A03910　現代の政治経済

学科 看護学科 履修者数 19人

学年 2 回収数 4人

必修・選択の別 選択 回収率 21.1%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

1 1 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ１

2 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ２

1 1 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ３

2 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ４

1 1 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ５

2 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ６

1 1 0 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ７

2 0 0 0 - 0 5.0 4.5 Ｑ８

2 0 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ９

1 1 0 0 - 0 4.5 4.5 Ｑ１０

2 0 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ１１

0 1 1 0 - 0 3.5 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0084

自由記載に関するコメント

　自由記載がなかったので、この場を借りてキリスト
教倫理学に関する問題を出します。暇なときに考え
てみてください。――問１：アダムの罪はアダム個
人に留まることなく、アダムの子孫にも及ぶ。これが
「原罪」の教理である。ではアダムの罪はどのよう
な方法でアダムの子孫に及ぶのか？問２：キリスト
教の神は天地を創造する前から、誰が天国に行
き、誰が地獄に行くかを知っている。とすれば、
各々の人間が天国に行くために善い人間になろう
と努力することは無駄ではないのか？神の予定と
人間の自由はどのように関係するのか？

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

　今年度の平均は今年度の全体平均よりも0.3～
0.5ほど低かったり高かったりした。この結果を謙虚
に受け止め、授業内容の向上に努めます。善悪の
定義と善悪の原因に関する問題は倫理学の根本
問題です。この難問に真摯な態度で取り組んだ学
生諸君に感謝しています。

科目名 （100233） 100048A00410　キリスト教思想論

学科 看護学科 履修者数 26人

学年 2 回収数 2人

必修・選択の別 選択 回収率 7.7%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

18 5 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

21 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ２

21 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ３

22 2 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ４

21 2 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

20 4 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

21 3 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

17 7 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ８

12 11 1 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ９

12 12 0 0 - 0 4.5 4.5 Ｑ１０

19 5 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ１１

1 7 13 3 - 0 3.3 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0085

自由記載に関するコメント

皆さん、後期もお疲れ様でした。ある程度評価され
たようでホッとしています。今後も「生きた英語」も取
り入れながら指導していければと思います。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

科目名 （100237） 100050A01910　英語ⅡB

学科 看護学科 履修者数 33人

学年 2 回収数 24人

必修・選択の別 選択 回収率 72.7%

この授業はTOEICをベースに英語力を伸ばすのが
目的でした。TOEIC自体は、対策していてそれほど
楽しさを感じたり、学びが深まったりするものではあ
りませんので「生の英語」も取り入れて授業を組み
立てました。比較的良いフィードバックを貰って嬉し
く感じています。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

8 3 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ１

10 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ２

9 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

9 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

10 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ５

9 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

11 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ７

4 7 0 0 - 0 4.4 4.5 Ｑ８

7 4 0 0 - 0 4.6 4.6 Ｑ９

5 6 0 0 - 0 4.5 4.5 Ｑ１０

8 3 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

0 2 7 2 - 0 3.0 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0086

自由記載に関するコメント

写真や動画を多用したことが理解を助けることがで
きた様である。今後も同様に受講生の興味を引くよ
うな事例を多く用いて説明したい。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

概ね好意的な回答を頂けた様である。オンデマンド
授業であるが、今後も退屈にならないような授業動
画を作成するように心がけたい。

科目名 （100241） 100052A03410　民族と異文化理解

学科 看護学科 履修者数 41人

学年 2 回収数 11人

必修・選択の別 選択 回収率 26.8%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

8 3 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

10 1 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ２

10 1 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ３

11 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ４

11 0 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

10 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

12 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ７

9 2 1 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ８

10 1 1 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

9 2 1 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ１０

9 1 1 1 - 0 4.5 4.6 Ｑ１１

1 4 5 2 - 0 3.3 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0087

結果全体に対するコメント

12項目中、平均以上が10項目あり、全体として、良
い評価をいただけたと思います。しかし、平均以下
の項目で、授業の満足度が低いので、授業の進め
方を再考します。個別項目では平均以上でありな
がら、満足度で低いというのは、授業のあり方の課
題を見つけるのが難しいですが、慎重に検討して
いきたいと思います。

科目名 （100243） C00110教育原論

学科 栄養学科 履修者数 21人

学年 1 回収数 12人

必修・選択の別 選択 回収率 57.1%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

記載には、グループワークの進め方について、良
かったという意見があり、うれしく思います。コロナ
禍で、不自由な授業を高校時代に受けてきた中
で、大学で、いろんな授業においてグループワーク
があり、体験としてよいと思います。
その中で、私の授業でのグループワークについて、
深く理解してもらえたのは、とてもうれしく、今後も
継続してやっていこうと思います。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

9 1 0 1 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

8 2 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ２

10 0 0 1 - 0 4.7 4.7 Ｑ３

10 0 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

10 0 0 1 - 0 4.7 4.7 Ｑ５

10 0 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

9 1 0 1 - 0 4.6 4.7 Ｑ７

10 1 0 0 - 0 4.9 4.5 Ｑ８

10 0 1 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

8 2 0 1 - 0 4.5 4.5 Ｑ１０

7 3 1 0 - 0 4.5 4.6 Ｑ１１

3 6 0 2 - 0 3.9 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0088

結果全体に対するコメント

天使大学での授業をすべて順調に終えることがで
きました。

科目名 （100244） C00410発達と学習の心理学

学科 栄養学科 履修者数 21人

学年 1 回収数 11人

必修・選択の別 選択 回収率 52.4%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

自由記載はありませんでした。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

13 6 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ１

13 6 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ２

15 4 0 1 - 0 4.7 4.7 Ｑ３

12 8 0 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ４

13 6 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ５

14 5 1 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ６

9 9 1 1 - 0 4.3 4.7 Ｑ７

13 7 0 0 - 0 4.7 4.5 Ｑ８

13 7 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ９

13 6 1 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ１０

13 7 0 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

1 9 7 3 - 0 3.4 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0089

結果全体に対するコメント

・学生の皆さんが、熱心に授業に取り組んでいたの
が分かりました。
・授業内容は、国のコアカリキュラムに従って実施し
ています。今後とも、しっかり栄養教育指導ができ
る学生を育てられるように、授業改善に努めます。

科目名 （100245） C00610教育課程論

学科 栄養学科 履修者数 22人

学年 1 回収数 20人

必修・選択の別 選択 回収率 90.9%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

１）課題の量が多いと
思った。
２）課題のデータ提出
を検討してほしい。
３）模擬授業の準備
に時間が不足し､負
担が大きかった。私
の班は負担が自分に
集中していた。

１）課題は､シラバス記載のとお
り９０分の復習相当です。学生
さんにより提出期限を守れない
人や授業直後に提出する人も
おり個人差があります。提出期
限を延ばすことを検討します。
２）Google　Classroomでの提出
を可能にします。
３）今年度は他の試験と重複し
て大変だったとのことですが時
間割の変更は担当者はできま
せん。各班内の不満解決は、コ
ミュニケーション力が鍵です。

自由記載に関するコメント
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

6 4 1 0 - 0 4.5 4.7 Ｑ１

8 2 1 0 - 0 4.6 4.7 Ｑ２

8 3 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ３

10 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ４

9 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ５

10 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ６

8 2 0 1 - 0 4.5 4.7 Ｑ７

9 2 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ８

9 2 0 0 - 0 4.8 4.6 Ｑ９

8 2 1 0 - 0 4.6 4.5 Ｑ１０

9 1 1 0 - 0 4.7 4.6 Ｑ１１

3 4 2 2 - 0 3.7 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0090

自由記載に関するコメント

あたたかなコメントをいただきました。ありがとうござ
います。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

天使大学での授業をすべて順調に終えることがで
きました。

科目名 （100246） C01310カウンセリング概論

学科 栄養学科 履修者数 21人

学年 1 回収数 11人

必修・選択の別 選択 回収率 52.4%
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

8 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ１

8 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ２

8 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ３

7 0 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

7 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ５

7 0 1 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

7 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ７

7 1 0 0 - 0 4.9 4.5 Ｑ８

7 1 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ９

7 1 0 0 - 0 4.9 4.5 Ｑ１０

7 1 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ１１

1 3 3 1 - 0 3.5 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0091

結果全体に対するコメント

学生がさらに学びを広げたいと感じることができる
よう、今後も改善していきたいと思います。

科目名 （100250） C01610教職総合演習

学科 栄養学科 履修者数 12人

学年 3 回収数 8人

必修・選択の別 選択 回収率 66.7%

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

自由記載に関するコメント

良かった点として、下記のコメントをいただきまし
た。授業改善の励みになります。コメントありがとう
ございました。
・発表内容へのフィードバック
・実際の食育イベントや教材研究を通して、栄養教
諭になりたいと改めて感じることができました。
・外部での活動や模擬授業など実習的な活動が多
かった点がよかった。
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２０２２年度後期　授業評価アンケート結果集計表（学部・看栄研　講義・演習用） 天使大学

項目別回答分布（人数と平均値）

5 4 3 2 1 無回答 平均 全体平均

10 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ１

11 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ２

10 1 0 0 - 0 4.9 4.7 Ｑ３

9 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ４

11 0 0 0 - 0 5.0 4.7 Ｑ５

9 2 0 0 - 0 4.8 4.7 Ｑ６

8 3 0 0 - 0 4.7 4.7 Ｑ７

10 1 0 0 - 0 4.9 4.5 Ｑ８

11 0 0 0 - 0 5.0 4.6 Ｑ９

9 2 0 0 - 0 4.8 4.5 Ｑ１０

10 1 0 0 - 0 4.9 4.6 Ｑ１１

1 2 7 1 - 0 3.3 3.0 Ｑ１２

Ｑ１３

　※　Q１２．選択肢　５．2時間以上　４．1時間以上2時間未満　３．30分以上1時間未満　２．30分未満

0092

自由記載に関するコメント

良かった点として、下記のコメントをいただきまし
た。授業改善の励みになります。コメントありがとう
ございました。
・実践の場が多く非常に自分の力を試す機会が多
かった。そのため自分自身の実践力も上がったよう
に思える。

12．1回の授業に対してどの程度予習・復習（課題を含む）を行いましたか

1．授業概要を読んで科目の概要、目標が理解できた

2．授業の評価方法は適切だった

3．授業は、授業概要の計画通りに進められた

4．教材、参考文献の提示は適切だった

5．授業の方法（グループワーク、演習、視聴覚教材等の活用）は適切だった

6．教員は学生の質問・発言に適切に応答していた

7．授業で要求される作業量（レポート、課題など）は適切であった

8．授業の内容を理解できた

9．授業によって、自分の考えを深めることができた

10．授業によって、さらに学びを広げたいと感じた

11．授業全般を通し、この授業に満足した

結果全体に対するコメント

学生が実践力を養うことができるよう、さらに授業
改善に努めます。

科目名 （100251） 19Z134教職実践演習（栄養教諭）

学科 栄養学科 履修者数 14人

学年 4 回収数 11人

必修・選択の別 選択 回収率 78.6%
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